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創設４０周年を迎えて 

 

 

一般財団法人神奈川県立高等学校安全振興会 

理 事 長  松 下 孝 

 

 

一般財団法人神奈川県立高等学校安全振興会は昭和56年に前身の財団法

人神奈川県立高等学校安全振興会が設立して以来、会員の皆様、県教育委員

会、県立高等学校PTA連合会、県立学校長会のご理解とご支援に支えられて

今日に至りました。公益法人改革や「PTA・青少年教育団体共済法」の成立

に伴い、平成25年12月２日より財団法人から一般財団法人に移行しました。

この間、本会設立の趣旨である「学校安全の普及充実・学校管理下における

事故の救済・育英奨学の推進」に基づいた諸事業を一貫して行ってまいりま

した。ここに創設40周年を迎えられましたことは、私達関係者一同この上な

い喜びであります。 

さて、40周年の節目の年を迎えながら誠に残念ですが、新型コロナウイル

ス感染防止のため記念式典は自粛し、記念誌の発行と本会に功労があった

方々への記念品贈呈のみとさせていただきました。ご理解のほど宜しくお願

いいたします。 

 学校安全の普及充実事業は、生徒の安全と健全な育成を目的とし、作文コ

ンクールやポスターコンクールを実施すると共に、県立高等学校PTA連合会、

県立学校長会、県高等学校文化連盟、県高等学校体育連盟の各種事業に様々

な支援を行なっています。また、令和２年度には、学校の安全対策への緊急

支援として県教育委員会を通じて、熱中症アラームを全県立高等学校と中等

教育学校に配備しました。 

見舞金給付事業は本会の中心となる事業であり、財団創設以来、その内容

の充実を図ってきました。災害が起きることは望ましいことではありません

が、40年間の給付総額は約31億４千万円となりました。 

修学奨励事業については、創設以来4,079名の生徒に修学奨励金を給付し、

勉学に役立てていただいています。随時、社会情勢の変化や県立高等学校

PTA連合会、県立学校長会からご意見をいただきながら、対象者の基準等の

見直しを行っております。令和３年度からは、他の給付型奨学金との併給も

可能としました。 

今後とも、生徒・保護者そして学校にとってよりよい事業が展開できるよ

う、役員・職員一同、更なる努力をしてまいる所存です。 

最後になりますが、一般財団法人神奈川県立高等学校安全振興会に対しまし

て、引き続き深いご理解と温かなご支援を賜りますようお願い申し上げます。 
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40周年を祝って 

 

 

神奈川県教育委員会 

教 育 長 桐 谷 次 郎 

 

 

一般財団法人神奈川県立高等学校安全振興会が、このたび創設40周年を

迎えられましたことを、心よりお喜び申し上げます。 

これまでの貴法人による学校管理下における事故の救済や交通安全運

動に対する補助、修学奨励金の給付などによりまして、県立高等学校等に

おける教育の振興と安全の普及充実に多大なるご貢献をいただきました

ことに、深く御礼申し上げます。 

また、令和２年には、貴法人よりご寄贈いただいたことにより、全県立

高等学校及び中等教育学校へ熱中症指数計を配備することができました。

新型コロナウイルス感染症を想定した「新しい生活様式」においては、マ

スク着用による熱中症のリスクが高まるおそれがあることから、授業中・

部活動中はもとより学校行事等においても、生徒の安全を確保するため熱

中症予防対策がより一層重要となっています。熱中症指数計を活用するこ

とで、一段と適切な対応が可能となったことに改めて感謝申し上げます。 

生徒が安心して学校生活を送るために、県教育委員会としても安全教育

の推進や施設面の安全確保に努めているところです。 

その中で、不幸にも学校管理下での災害が生じた場合の見舞金給付事業

は、保護者の精神的・経済的な支えとして、教育を円滑に進めていく上で

も心強い限りです。また、貴法人の作文・ポスターコンクール事業をはじ

めとする安全普及関係事業は、生徒の安全意識の高揚において多大な力と

なっております。 

県教育委員会といたしましては、今後とも安全な学校環境の確保に努め

るとともに、学校安全教育を積極的に推進してまいりますので、貴法人に

おかれましても、県立高等学校等における学校安全のさらなる充実に向け

まして、お力添えをいただきますよう、よろしくお願いいたします。 
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40周年に寄せて 

 

 

神奈川県立高等学校PTA連合会

会 長   米 山 賢 

 

 

このたび創設40周年を迎えられましたことを心よりお祝い申し上げます。 

これまでの40年間で、世紀も元号も変わり、社会情勢や高校生を取り巻く

環境は大きく変化してきました。しかし、「学校安全の普及充実」「生徒の災

害に対する見舞金等の給付」「生徒の修学奨励」を柱とする安全振興会の事

業によって、生徒・保護者にとって安全で安心な学校生活を支え続けていた

だいております。その間、難しい局面も多数あったと思いますが、役職員の

みなさまの英知と行動力で積極的かつ弾力的に対応され、解決されてきたと

認識しております。 

さて、安全振興会には日頃より高P連の活動に対して、さまざまな形での

ご支援、ご協力をいただいておりますこと、深く感謝申し上げます。中でも、

県下10地区で開催される交通安全大会に対し、毎年心強いご支援をいただき、

誠にありがとうございます。高校生が主体となって、地区によってはPTAと

連携しながら、交通安全の意識を啓発できる大変有意義な機会となっていま

す。令和2年度は新型コロナウイルス感染拡大の影響により大会を開催する

ことはできませんでしたが、オンラインによる高校生との意見交換の機会を

企画・実施され、みなさまが、コロナ禍においても安全振興会の事業がしっ

かりと継続されていることを実感されたことと思います。 

生徒の学校生活や交通安全をめぐっては、令和となった現在においても新

たな問題が顕在化し、その内容もより一層複雑になってきており、安全振興

会の事業がますます重要なものになることはあらためて申し上げるまでも

ありません。そのため、各校においては学校、PTA、地域が、県においては

安全振興会、県教育委員会、高P連がより一層の連携を図ることが不可欠で

す。推進にあたっては、40年に及ぶ安全振興会の実績と経験を活かしつつ、

「生徒の安全で安心な学校生活」のために取り組んで行きたいと考えており

ます。 

最後に、安全振興会のさらなる充実と益々のご発展を祈念申し上げ、お祝

いの言葉といたします。 
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40周年を迎えて  

～感謝の思い～  
 

 

神奈川県立学校長会 

会 長  井 坂 秀 一   
（神奈川県立柏陽高等学校長）  

 

 

「神奈川県立高等学校安全振興会」の創設40周年を祝し、心からお慶び申し上げま

す。 

安全振興会は、昭和56年１月に神奈川県立高等学校ＰＴＡ連合会事業としての「災

害共済会」から「財団法人」として設立され、その後、「一般財団法人」となり、こ

の度、めでたく40周年を迎えられました。 

財団法人の設立趣意書を拝見すると、「神奈川県立高等学校の学校安全の振興をめ

ざして、広く調査研究を行いその普及充実を図るとともに、生徒の学校管理下におけ

る事故の救済を図り、及び生徒の育英奨学を推進することにより……」とあります。 

私たち校長は、日々の教育活動を展開している中にあって、安全振興会の存在を大

変心強い後ろ楯とさせていただいております。安全振興会におかれましては、上述さ

せていただいた安全振興会設立当時、発起人の皆々様の掲げた「学校安全の振興」

「学校管理下における事故の救済」等の実現に向け、これまでの理事長、常務理事や

理事等の役員、事務局の皆さま方のご尽力に深く敬意を表する次第であります。あら

ためて、学校に対して多大なご支援をいただいていることについて、すべての校長を

代表して篤く御礼を申し上げます。 

さて、安全振興会におかれましては、現在、学校安全の普及充実、生徒の災害に対

する見舞金等の給付、生徒の修学奨励等の事業等に取り組まれており、いずれも、学

校、生徒を支えていただくものとなっています。学校安全の普及充実としては、長き

にわたって、我々県立学校長会の交通安全に係る取組みに対する補助金をいただいて

おります。また、何といっても、授業、部活動、学校行事等において、万が一発生し

た生徒の事故への見舞金等の給付は教育活動の大きな支えとなっております。そし

て、修学奨励として、加盟全校の生徒を対象とした給付金をいただいております。 

そのほか様々な事業を含め、安全振興会の事業は、学校、生徒、家庭にとっては、

今日、不可欠なものとなっています。今後とも、県立学校長会との密接な連携をお願

いするとともに、安全振興会のますますのご発展を祈念して、お祝いの言葉とさせて

いただきます。 
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第１章 40年のあゆみ 
 

 
1 神奈川県立高等学校災害共済会 

昭和52～55年（1977～1980） 

昭和48年、全国高等学校PTA連合会大会において、

当時の学校管理下の事故に対する日本学校安全会

(現在の独立行政法人日本スポーツ振興センター

(以下 スポーツ振興センター))が行う見舞金の給

付は、社会通念上必ずしも十分とは言えないため、

別途の救済措置が必要ではないかとの問題が提起

された。 

昭和51年10月、県立高等学校PTA連合会(以下 高

Ｐ連)と県立高等学校長会(以下 校長会)との協議

で安全互助会設立についての基本的合意が成立。

昭和52年6月、高Ｐ連定期総会において、「神奈川

県立高等学校災害共済会」の設立が可決した。 

「県立高等学校の管理下における生徒の廃疾又

死亡事故などの重大事故に関して必要な給付を行

い、もって学校教育活動の円滑な実施に資するこ

と」（「神奈川県立高等学校災害共済会会則」第3条）

を目的とし、事業は（１）廃疾見舞金の給付、（２）

死亡弔慰金の給付、その他特別な給付（同第6条）。 

 加入校は74校からスタートし、会員数は昭和55

年度末には125,554名（全日制124,446名、定時制

1,108名）に達した。 

 

2 財団法人神奈川県立高等学校安全振興会 

昭和56年～平成25年（1981～2013） 

昭和55年6月、高Ｐ連総会において運営基盤の安

全強化と責任体制の明確化を目的とした法人化の

具体的検討を可決。高Ｐ連から19名、校長会から

14名の発起人会が発足した。 

昭和56年4月1日、県教育委員会より「財団法人

神奈川県立高等学校安全振興会」設立許可。民法

第34条に基づく公益法人であり、災害共済会に属

した権利義務の一切を継承した。法人の資産は前

身の神奈川県立高等学校災害共済会からの寄附を

もとに構成された。基本財産1億円、運用財産2,507

万余円。 

加入校数は平成7年に178校（全日制166校、定時

制12校）、会員数は平成元年に220,733名と最大値

を記録した。 

3 一般財団法人神奈川県立高等学校安全振興会 

         平成25年（2013）12月～ 

公益法人制度改革により、旧民法第34条の規定

に基づく財団法人である本会は、平成20年12月１

日に自動的に特例民法法人に移行した。その後５

年以内に、公益財団法人又は一般財団法人への移

行を選択する必要があったため、平成23年度に公

益財団法人を目指すことを決定し、法人移行準備

員会を設置。平成24年７月に認定申請を行ったが、

平成25年４月に県公益認定等審議会の不認定処分

を受け、同12月に一般財団法人へと移行した。 

また、保険業法の改正に伴い、本会の見舞金給

付事業は新しい法人では行うことができないため、

県教育委員会より平成24年度※『PTA・青少年教育

団体共済法』に基づく共済事業の認可を受け、平

成25年度より実施されている。 

実施事業については、従来の事業を検証しなが

ら継承しており、見舞金給付等の共済事業、高Ｐ

連・校長会・神奈川県高等学校体育連盟(以下 高

体連)・神奈川県高等学校文化連盟(以下 高文連)

等への助成を中心とした学校安全普及充実事業、

そして修学奨励金給付事業を柱に展開している。 

令和2年度は加入校158校（全日制135校、定時制

20校、通信制1校、中等教育学校2校）。 

会員数は121,043名（全日制112,956名、定時制

3,557名、通信制2,644名、中等教育学校1,886名）。

少子化により生徒数の減少に歯止めがかからない。

反面、見舞金給付額が高止まりしている。 

 令和3年（2021）、財団創設から40周年を迎えた。

次の10年を更に充実できるよう努めていきたい。 

 
※PTA・青少年教育団体共済法 

平成18年4月から施行された改正保険業法によ

り、これまでPTA等が実施してきた共済事業の継続

実施が困難になったことを踏まえて、新たな制度

共済の仕組みを設ける立法措置がなされた。 本法

の施行により、青少年の健全な育成等に資するた

め、PTA及び青少年教育団体が、その主催する活動

等における青少年等の災害について、共済事業を

行うことが可能となった。 

 

１．一般財団法人までの経緯

安全互助会の設立 
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１ 事業の充実と諸規則の整備 

 財団創設以来、時代のニーズに応えるよう事業

展開の充実を図り、それを支える諸規則について

常に検証･検討を行い改正してきた。 

○見舞金給付事業をより手厚く、きめ細やかなも

のにすることを目的に、「運営規則」等の改正が

繰り返された。特に平成31年4月1日以降の災害

での窓口負担無しの場合の改善を行った。 

○会員数の減少に伴う会費の減少と、見舞金給付

額の高止まりによる収支の健全化のため、平成

31年4月1日以降の災害について給付率を改正し

た。 

○修学奨励事業の充実を図るため、「運営規則」「修

学奨励金給与基準」等を改正した。特に令和3年

度より他の奨学金との併給も可能とした。 

○種々の申請・給付手続きについて、会員本人と

学校の事務取扱いをより効率的に行なうために

「運営規則」「修学奨励金給与基準」等を改正し

た。 

○スポーツ振興センターの見舞金増設に伴い、本

会でも対応できるよう共済規程など関連法規の

改正の伴う諸規則の改正が行なわれた。 

○学校安全普及充実事業では、年々課題になって 

いる熱中症対策として、令和2年3月「黒球式熱 

中症指数計（ＷＢＧＴ計）」を県教育委員会に寄 

贈した。全県立高校と中等教育学校に配付され 

た。 

 

 

 

 

 

 

 

２ 交通安全運動への補助 

 「４＋１ない運動」から「かながわ新運動」、そ

して「スタートかながわ」と時代や状況に合わせ

て神奈川県教育委員会や高Ｐ連、校長会、神奈川

県立高等学校交通安全教育推進協議会等が中心と

なって、高校生の交通事故の撲滅に取り組んでき

た。本会は当初から一貫して高Ｐ連と校長会に補

助金を交付し、強力にバックアップしている。 

平成29年度からほとんどの地区で、高Ｐ連の大

会が校長会の主催していた交通安全高校生大会に

統合される形で、神奈川県立高等学校交通安全教

育推進協議会主催の交通安全大会となり開催され

ている。これらの大会には理事長･常務理事等が出

席し、振興会の役割を説明すると共に、生命尊重

と安全意識の啓発を図ってきた。 

令和2年度は新型コロナウイルス感染症のため、

相模原地区がオンラインを採り入れたハイブリッ

ド形式で開催したが、他の地区は研究集録等を作

成配付し情報を共有した。 

 本会の最も重要な事業のひとつとなっているが、

一日も早く生徒が交通事故に遭わないような、起

こさないような社会の実現を願わずにはいられな

い。 

 

３ 全国の安全互助会と連携 

本会の呼びかけで発足した『全国高等学校等安

全互助会連絡協議会』を通して全国の安全振興会

や安全互助会と連携をとり、毎年有効な情報交換

を行っている。令和2年度の全国高等学校等連絡協

議会総会及び研究大会は新型コロナウイルス感染

症蔓延のため人数を絞って山梨県甲府市で開催さ

れた。さらに、令和3年度は新潟県で予定されてい

たが書面審査となり、後日事務局のある埼玉県大

宮市で全国事務局長会議が開催された。 

 

 

 

創設30周年の平成22年度から令和3年度までの

概略を次ページ以降に掲載した。 

 

2. 30周年から 40周年まで 

令和 2年３月 31 日神奈川新聞に掲載 
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役員の補充改選 〈◎印新任〉 

理事 諸星照美(理事長)、疋田武夫、蔦澤元晴、

團野勝美(以上、常務理事)、原嶋繁、◎田代幸、

鈴木彰、諏訪部泰樹、◎小野力、相馬孝雄、渋

谷忠宏、八木猛、堀英雄 

監事 阿部枝里、◎岡崎珠苗、冠孝昭 

〔退任〕（理事）岸千明、中岡正廣、小泉いづみ、

海北仁 

（監事）王尾冨美子 

 

交通安全運動新たな展開 
これまで高校生を中心に進められてきた「かな

がわ新運動」の理念を基に、生涯にわたる交通安

全運動として、平成 22年度から、「スタートかな

がわ」として小・中・高校一貫した交通安全運動

が展開されることになった。 

 

授業料不徴収による諸規定変更 
授業料を不徴収によりこれまで授業料全額免

除者を対象に実施してきた修学奨励事業と賛助

会費減額措置は一旦休止し、対応を検討。高Ｐ連、

校長会から事業継続の要望を受け、「運営規則」及

び「修学奨励金給付基準」を改正するとともに、

新たに「賛助会費減額申請資格基準」を制定し、

年度当初にさかのぼって実施した。 

 

ＰＴＡ・青少年教育団体共済法成立 
 改正保険業法に対する全国高等学校安全互助

会連絡協議会の 5 年にわたる取り組みの結果、

「PTA・青少年教育団体共済法」が成立し、平成

22 年 6 月 2 日に公布された。 

 

財団創設 30 周年記念事業 
１ 記念式典の挙行 平成 22 年 10 月 20 日ロー

ズホテルにおいて、神奈川県教育長以下県立高

等学校ＰＴＡ連合会・県立高等学校長会・本会

旧役員など 280 名の出席のもとに財団創設 30

周年記念式典を挙行。 

２ 記念誌の発行 『創設三十周年記念誌』を発

行し、県立学校及び関係教育機関に送付。 

 

諸事業 

１．会報の発行 9 月に第 55 号を 125,000 部発

行、2 月に第 56 号を 128,200 部発行。 

２．「安全振興会のご案内」（平成 23年度版）の発

行 表紙に高Ｐ連広報紙コンクール安全振興

会特別賞受賞作品（写真部門 県立横須賀高校

ＰＴＡ広報紙）を使用。1月に 144,000 部発行。

全会員・新入生の保護者及び教職員に配付。協

賛事業、補助事業等の諸会場において PR 用に

も使用。 

３．作文コンクール テーマは「『安全』又は『健

康』」。応募数 17 校 549 編。最優秀賞 2 編、優

秀賞 5 編、佳作 27 編。最優秀賞の県立中央農

業高校菅井昭雄、同校八木由紀の作品を『安全

振興会のご案内』(平成 23 年度版)に掲載。 

４．ポスターコンクール 高文連美術・工芸専門

部に委託して実施。応募数 12 校 123 点。最優

秀横須賀総合高校太田亮の作品を安全推進月

間キャンペーン用ポスターに、神奈川総合高校

中野太超の作品を作文コンクール作品募集用

ポスターに作成し、県立学校に送付。 

５．補助事業 「学校安全の普及充実事業」とし

て、各団体に補助金を交付した。 

(1) 高Ｐ連地区 PTA 交通安全大会 

(2) 校長会交通安全運動 

(3) 高文連が主催する諸行事 

(4) 高体連安全対策事業 

(5) 高Ｐ連健全育成大会 

６．協賛事業 学校、家庭及び地域における生徒

の安全教育と健康管理の充実を図るため、高Ｐ

連の各種事業に協賛した。 

(1) 会長研修会 

(2) 第 48回高Ｐ連県大会 

(3) 11 地区 PTA協議会研修大会 

(4) 第 34回広報紙コンクール 

(5) 第 56回関東地区高等学校 PTA連合会大会

神奈川大会 

７．委託事業 神奈川県高等学校交通安全教育研

究会に「効果的な交通安全教育の指導方法の研

究」を、高Ｐ連に「県高Ｐ連・校長会生徒指導

委員会共同研究（生徒用啓発資料作成）」を委託。 

８．見舞金の給付 死亡見舞金 1 件､障害見舞金 4

件､負傷等見舞金 1,750 件､義歯見舞金 36 件、

供花料 17 件。合計 1,808 件に 9,262 万余円を

給付。 

９．修学奨励事業 採用定員は県立学校全日制及

び定時制課程につき各 1 名計 163 名。新基準に

３．財団創設 30周年以降の各年度の概略 

平成22年度（2010年度） 
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より募集。月額 6,000 円を給付。 

１０．賛助会費減額 3,175 名 

 
諸会議の記録 
◆理事会 

第 1 回 平成 22 年 6 月 28 日（月） 
【報告事項】 
１ 作文コンクール選考委員の委嘱について 
２ ＰＴＡ･青少年教育団体共済法成立につい 

て 
３ 事務局職員の人事について 
４ その他の報告について 

(1) 平成 22 年度収支予算書及び事業計画書 
の教育長への提出について 

(2) 平成 22 年度事業説明会について 
(3) 『安全振興会の手引き』（平成 22年度版） 

の発行について 
(4) 平成 22 年度補助金･協賛金･委託金の執 

行について 
(5) 平成 22 年度ポスターコンクール、作文 

コンクールについて 
【協議事項】 
１ 平成 21年度事業報告案の件 

(1) 学校安全の普及充実事業 
(2) 見舞金給付事業 
(3) 修学奨励事業 
(4) その他の事業（賛助会費減額） 
(5) 諸会議の記録 

２ 平成 21年度決算報告案の件 
３ 理事及び監事の補充改選の件 
４ 評議員の補充改選の件 
５ 審査委員の補充改選の件 
６ 平成 22年度修学奨励生募集の件 
７ 平成 22年度賛助会費減額措置の件 
８ 財団創設 30周年記念事業実行委員会設置 

の件 
第 2 回 平成 22 年 9 月 27 日（月） 
【報告事項】 
１ 加入及び見舞金給付状況について 
２ 平成 22年度ポスターコンクールについて 
３ 平成 22年度作文コンクールについて 
４ 財団創設三十周年記念事業について 
５ その他の報告について 

(1) 平成 21 年度事業報告書の教育長への提 
出について 

(2) 作文コンクール最優秀集作品集』の発行 
について 

【協議事項】 
１ 平成 22年度修学奨励生採用の件 
２ 法人「在り方」検討委員会拡充の件 

第 3 回 平成 22 年 12 月 15 日（月） 
【報告事項】 
１ 加入及び見舞金給付状況について 
２ 平成 22年度中間会計監査について 
３ 作文コンクール選考結果について 

４ 公認会計士への業務依頼について 
５ 財団創設 30周年記念事業について 
６ その他の報告について 

(1)『安全振興会報第 55 号』の発行について 
(2) 修学奨励生採用について 
(3)『平成 23 年度版安全振興会のご案内』の 

発行について 
【協議事項】 
１ 平成 23年度賛助会費の件 
２ 平成 23年度補助金･協賛金･委託金申請の 

件 
３ 新法人の態様の件 

第 4 回 平 23 年 3 月 18 日（金） 
【報告事項】 
１ 加入及び見舞金給付状況について 
２ 公認会計士との契約締結について 
３ 財団創設 30周年記念事業について 
４ 事務局長の人事について 
５ その他の報告について 

(1)『安全振興会のご案内』（平成 23 年度版） 
の発行について 

(2)『安全振興会報』第 56 号の発行について 
【協議事項】 
１ 校長会交通安全運動補助金の件 
２ 平成 23年度補助金・協賛金・委託金の件 
３ 平成 23年度事業計画案の件 
４ 平成 23年度予算案の件 
５ ｢運営規則」､｢運営規則の運用について｣一 

部改正の件 
６ 平成 23年度役員推薦委員会設置の件 
７ 新法人移行の件 
  
◆評議員会 

第 1 回 平成 22 年 6 月 28 日（月） 
【報告事項】 
１ 作文コンクール選考委員の委嘱について 
２ ＰＴＡ･青少年教育団体共済法成立につい 

て 
３ 事務局職員の人事について 
４ その他の報告について 

(1) 平成 22 年度収支予算書及び事業計画書 
の教育長への提出について 

(2) 平成 22 年度事業説明会について 
(3)『安全振興会の手引き』（平成 22 年度版） 

の発行について 
(4) 平成 22 年度補助金･協賛金･委託金の執 

行について 
(5) 平成 22 年度ポスターコンクール、作文 

コンクールについて 
【諮問事項】 
１ 平成 21年度事業報告案の件 

(1) 学校安全の普及充実事業 
(2) 見舞金給付事業 
(3) 修学奨励事業 
(4) その他の事業 
(5) 諸会議の記録 
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２ 平成 21年度決算報告案の件 
３ 理事及び監事の補充改選の件 
４ 平成 22年度修学奨励生募集の件 
５ 平成 22年度賛助会費減額措置の件 
６ 財団創設 30周年記念事業実行委員会設置
の件 

第 2 回 平成 23 年 3 月 18 日（金） 
【報告事項】 
１ 理事･監事及び評議員等の選任について 
２ 公認会計士との契約締結について 
３ 財団創設 30周年記念事業について 
４ 事務局長の人事について 
５ 加入及び見舞金給付状況について 
６ 平成 23年度賛助会費について 
７ 平成 22年度修学奨励生採用について 
８ 平成 22年度ポスターコンクールについて 
９ 平成 22年度作文コンクールについて 
10 その他の報告について 

(1) 平成 21 年度事業報告書の教育長への提 
出について 

(2) 本会の刊行物について 
【諮問事項】 
１ 校長会交通安全運動補助金の件 
２ 平成 23年度補助金・協賛金・委託金の件 
３ 平成 23年度事業計画案の件 
４ 平成 23年度予算案の件 
５ ｢運営規則｣､｢運営規則の運用について」一 

部改正の件 
６ 平成 23年度役員推薦委員会設置の件 
７ 新法人移行の件 
 
◆審査委員会 

第 1 回 平成 22 年 9 月 27 日（月） 
１ 平成 22年度修学奨励生選考 
 
◆監査 

第 1 回 平成 22 年 5 月 31 日（月） 
１ 平成 21年度事業報告 

(1) 学校安全の普及充実事業 
(2) 見舞金の給付事業 
(3) 修学奨励事業 
(4) その他の事業（賛助会費減額） 

２ 平成 21年度決算報告 
３ 期末会計監査 

第 2 回 平成 22 年 11 月 29 日（月） 
１ 平成 22年度収支中間決算報告 
２ 中間会計監査 
 
◆作文コンクール選考委員会 

第 1 回 平成 22 年 6 月 2 日（水） 
１ 選考委員に関する確認事項について 
２ 最優秀作品の扱いについて 
３ 最近の応募状況について 
４ 平成 22年度募集要項について 
５ 平成 22年度の選考方法について 
６ 選考の日程について 

７ その他 
第 2 回 平成 22 年 11 月 11 日（木） 
１ 第一次選考 

第 3 回 平成 22 年 11 月 22 日（月） 
１ 第二次選考 

第 4 回 平成 22 年 11 月 29 日（月） 
１ 最終選考 
 
◆常務理事会 

第 1回 平成 22年 4 月 16 日 （金） 
第 2回 平成 22年 4 月 26 日 （月） 
第 3回 平成 22年 5 月 31 日 （月） 
第 4回 平成 22年 6 月 17 日 （木） 
第 5回 平成 22年 7 月 1 日 （木） 
第 6回 平成 22年 8 月 10 日 （月） 
第 7回 平成 22年 8 月 24 日 （火） 
第 8回 平成 22年 8 月 31 日 （火） 
第 9回 平成 22年 9 月 22 日 （水） 
第 10 回 平成 22年 10月 7 日 （木） 
第 11 回 平成 22年 10月 14 日 （水） 
第 12 回 平成 22年 11月 17 日 （水） 
第 13 回 平成 22年 11月 29 日 （月） 
第 14 回 平成 22年 12月 10 日 （金） 
第 15 回 平成 22年 12月 15 日 （水） 
第 16 回 平成 23年 2 月 3 日 （木） 
第 17 回 平成 23年 2 月 23 日 （水） 
第 18 回 平成 23年 3 月 11 日 （金） 

 
◆財団創設 30 周年記念事業準備委員会 

第 5回 平成 22年 6 月 17 日 （木） 
第 6回 平成 22年 7 月 1 日 （木） 
第７回 平成 22年 8 月 10 日 （火） 
第 8回 平成 22年 8 月 31 日 （火） 
第 9回 平成 22年 9 月 9 日 （木） 
第 10 回 平成 22年 9 月 22 日 （水） 
第 11 回 平成 22年 10月 14 日 （水） 

 
◆財団創設 30 周年記念事業実行委員会 

第 1回 平成 22年 9 月 27 日 （月） 
第 2回 平成 22年 10月 20 日 （水） 
第 3回 平成 22年 12月 15 日 （水） 

 
◆財団法人神奈川県立高等学校安全振興会

「在り方」検討委員会 
第 3回 平成 22年 6 月 2 日 （水） 
第 4回 平成 22年 9 月 6 日 （月） 
第 5回 平成 22年 11月 17 日 （水） 

 
◆財団法人神奈川県立高等学校安全振興会

「在り方」検討委員会ワーキンググループ会議 
第 1回 平成 23年 3 月 3 日 （木） 
第 2回 平成 23年 3 月 28 日 （月） 

10



 
 

 

役員の改選 第 10 代理事長に團野勝美 
役員改選の年で、６月に理事・監事等の改選

を行った。また３月には県教委の認可を受けた
「最初の評議員選任方法」に基づき、最初の評
議員選定委員会を設置。最初の評議員を選任。
また、新たに策定した定款に従い役員の改選等
を行った。 
理事 13名 團野勝美（理事長）、蔦澤元晴、堀
英雄、相馬孝雄（以上、常務理事）、栁川秀
史、赤松伸一、川井陽一、諏訪部泰樹、小野
力、倉金榮、渡辺達夫、村田彰夫、佐々木悦子 

監事 田代幸、小泉力也、石井京子 
平成 24年 3月~ 
理事 8 名 團野勝美（理事長）、蔦澤元晴、堀英
雄、相馬孝雄（以上、常務理事）、栁川秀史、
川井陽一、倉金榮、佐々木悦子 

 
事務局長人事 
第８代事務局長に校長会元副会長の村田彰夫

が就任。一身上の都合で退任し、第７代事務局
長の早野通哲が第９代事務局長として再度就
任。 

 
「定款」を策定 
ＰＴＡ等共済事業の認可を申請する際に必要

となる共済規程について、一般社団法人及び一
般財団法人に関する法律（以下、「一般法人
法」）上の評議員会の決議を経なければならな
い。一般法人法上の機関としての評議員会を設
置するとともに、公益財団法人への移行を踏ま
えた修正を行うために、第４回理事会において
「寄附行為」を変更し、「定款」として策定し
た。 
〔主な変更点〕 
① 準備金、共済規程に係る規定を新設。準備 

金は１億円。 
② 評議員を一般法人法に基づくものと位置づ 

け、選・解任方法、任期、権限、評議員会の 
開催、決議等を定めた。これに合わせて、役 
員（理事・監事）の選・解任方法、職務、権 
限等を変更した。 

③ 評議員の定数を 30～40 名から 10～14名に減 
じた。これに合わせて、理事の定数を現行の 
13～15 名から６～10 名に減じた。 

 
最初の評議員選任 
県教委の認可を受けた「最初の評議員選任方

法」に基づき、理事会で最初の評議員選定委員
会を設置。最初の評議員を選任した。また、新
定款に従い役員の改選等を行った 
最初の評議員選定委員会 5名  

平賀美奈子（現行寄附行為上の評議員）、小泉
力也（監事）、早野通哲（本会職員）、今村修
（外部委員、東海大教授）、小島勝（外部委員、
（財）横浜市安全教育振興会事務局長） 
最初の評議員 11 名 
木下紀美、清水泰成、赤松伸一、瀬戸茂、中

野順子、田島幸子、渡辺達夫、荒木高司、疋田
武夫、伊藤伸子、羽生晴男 
 （平成 24年 3 月 8 日~） 
 

公益財団法人を目指し、法人移行準備員
会を設置 
公益財団法人には一般財団法人に比べて厳し

い制約があるが、①税制面での優遇、②公益性
の高い事業を実施しているというイメージ等の
プラス面もある。公益認定の要件の一つが「公
益事業比率 50％以上」。見舞金給付事業が「不特
定かつ多数の者の利益の増進に資する」公益目
的事業として認定されるか否かがポイントとな
る。 
平成 22年度第３回理事会においては、国のこ

れまでの見解「共済は共益であり、公益ではな
い」を受け、一般財団法人とせざるをえないと
判断したが、23年２月、国は「ＰＴＡ等が実施
している共済事業は公益目的事業としての特徴
も見出し得る」との見解を示した。本会は直ち
にその内容を検討し、第４回理事会において、
「公益財団法人移行の準備を進める」旨を決議
した。また、法人移行準備委員会（高Ｐ連、校
長会、県教委、弁護士、公認会計士を含む）を
設置し、移行完了までの諸準備を行うこととし
た。 

 
見舞金 時効３年に 
見舞金の時効については、これまで「見舞金

の請求をする権利は、その給付事由が生じた日
から、２年間行わないときは、消滅する。」（運
営規則第 15条第３項）とされていたが、平成 22
年の保険法改正とを受け、第４回理事会（H23
年３月 18 日）において「運営規則」と「運営規
則の運用について」を改正し、「２年間」を「３
年間」とした。これにより、負傷等見舞金はス
ポーツ振興センターの医療費給付額が１万５千
円に達した日から３年以内までに請求すること
となった。 
 

大震災に義援金 
神奈川新聞厚生文化事業団に東日本大震災義

援金百万円を寄託した。また、本県に転入学し
た被災生徒に対しては、修学奨励金や会費減額
で支援した。 
 

諸事業 
１．会報の発行 9 月に第 57 号を 130,000 部発 

行、2 月に第 58 号を 126,700 部発行。 
２．「安全振興会のご案内」（平成 24年度版）の

平成23年度（2011年度） 

11



発行 表紙に高Ｐ連広報紙コンクール安全振
興会特別賞受賞作品（写真部門 県立茅ケ崎
北陵高校ＰＴＡ広報紙）を使用。1 月に
147,000 部発行。全会員・新入生の保護者及び
教職員に配付。協賛事業、補助事業等の諸会
場において PR 用にも使用。 

３．作文コンクール テーマは「『安全』又は
『健康』」。応募数 24校 984 編。最優秀賞 2
編、優秀賞 6編、佳作 35 編。最優秀賞の県立
中央農業高校三川浩正、県立多摩高校前之園
和喜の作品を『安全振興会のご案内』(平成 24
年度版)に掲載。 

４．ポスターコンクール 高文連美術・工芸専
門部に委託して実施。応募数 10校 134 点。 
最優秀賞 2 点、優秀賞 10 点、佳作 12点。最
優秀横須賀市立横須賀総合高校田辺瑠美の作
品を安全推進月間キャンペーン用ポスター
に、県立神奈川総合高校北爪萌子の作品を作
文コンクール作品募集用ポスターに作成し、
県立学校に送付。 

５．補助事業 「学校安全の普及充実事業」と
して、各団体に補助金を交付した。 
(1) 高Ｐ連地区 PTA 交通安全大会 
(2) 校長会交通安全運動 
(3) 高文連が主催する諸行事 
(4) 高体連安全対策事業 
(5) 高Ｐ連健全育成大会 

６．協賛事業 学校、家庭及び地域における生
徒の安全教育と健康管理の充実を図るため、
高Ｐ連の各種事業に協賛した。 
(1) 会長研修会 
(2) 第 49回高Ｐ連県大会 
(3) 11 地区 PTA協議会研修大会 
(4) 第 35回広報紙コンクール 

７．委託事業 神奈川県高等学校交通安全教育
研究会に「効果的な交通安全教育の指導方法
の研究」を、高Ｐ連に「県高Ｐ連・校長会生
徒指導委員会共同研究（高校生の健全育成の
ための生徒、保護者用啓発資料の作成）」を委
託。 

８．見舞金の給付 死亡見舞金 0件、障害見舞
金 3件、負傷等見舞金 1,709件、義歯見舞金
31件、供花料 11件。合計 1,754 件に 7,438 万
余円を給付。 

９．修学奨励事業 採用定員は県立学校全日制 
及び定時制課程につき各 1 名計 163 名。新基 
準により募集。月額 6,000 円を給付。 

１０．賛助会費減額 3,021 名 
 

諸会議の記録 
◆理事会 

第 1 回 平成 23 年 6 月 13 日（月） 
【報告事項】 
１ 作文コンクール選考委員の委嘱について 
２ 事務局人事について 
３ 法人「在り方」検討委員会報告 

４ その他の報告について 
(1) 平成 23 年度収支予算書及び事業計画書 

の教育長への提出について 
(2) 平成 23 年度事業説明会について 
(3)『安全振興会の手引き』(平成 23年度版) 

の発行について 
(4) 平成 23 年度ポスターコンクール、作文 

コンクールについて 
(5) 平成23年度補助金･協賛金･委託金の執 

行について 
(6) 東日本大震災義援金について 

【協議事項】 
１ 平成 22年度事業報告案の件  
（1) 学校安全の普及充実事業 
（2) 見舞金等の給付事業 
（3) 修学奨励事業 
（4) その他の事業 
（5) 諸会議の記録 

２ 平成 22年度決算報告案の件  
３ 理事及び監事選任の件 
４ 評議員選任の件 

第 2 回 平成 23 年 7 月 11 日（月) 
【協議事項】 
１ 理事長及び常務理事選任の件 
２ 審査委員選任の件 
３ 平成 23年度年間事業予定案の件 
４ 平成 23年度修学奨励生採用の件 
５ 法人移行準備委員会設置の件 

【報告事項】 
１ 加入及び見舞金給付状況について 
２ その他の報告について 

(1)『平成 23 年度安全振興会事業概要』の 
発行について 

(2) 平成22年度事業報告書の教育長への提 
出について 

(3)『作文コンクール最優秀集作品集』の発 
行について 

第 3 回 平成 23 年 11 月 10 日（木) 
【報告事項】 
１ 平成 23年度ポスターコンクール選考結果に 

ついて 
２ 法人移行準備委員会報告 

【協議事項】 
１ 最初の評議員の選任に関する理事の定めの 

認可申請の件 
第 4 回 平成 23 年 12 月 19 日（月) 
【報告事項】 
１ 加入及び見舞金給付状況について 
２ 平成 23年度中間会計監査について 
３ 平成 23年度作文コンクール選考結果につい 

て 
４ その他の報告について 

(1)『安全振興会報第 57 号』の発行につい 
て 

(2) 修学奨励生採用について 
(3)『平成 24 年度安全振興会のご案内』の
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発行について 
【協議事項】 
１ 寄附行為変更の件 
２ 最初の評議員選定委員会設置の件 
３ 最初の評議員候補者の件 
４ 平成 24年度賛助会費の件 
５ 平成 24年度補助金･協賛金･委託金申請の 
 件 
６ 定時制通信制教頭会調査研究委員会事業へ 

の補助金交付の件 
第 5 回 平成 24 年 3 月 8 日（木) 
【協議事項】 
１ 理事長選任の件 
２ 常務理事選任の件 

【報告事項】 
１ 定款認可について 
２ 最初の評議員選定について 
３ 理事辞任について 
４ その他の報告について 

(1)『安全振興会のご案内』（平成 24年度版) 
の発行について 

(2)『安全振興会報第 58 号』の発行につい 
て 

第 6 回 平成 24 年 3 月 22 日（木) 
【報告事項】 
１ 加入及び見舞金給付状況について 
２ 事務局長及び事務局職員の人事について 
３ その他の報告について 

(1) 事務局パソコン及びプリンタのリース替 
えについて 

【協議事項】 
１ 共済規程設定の件 
２ 共済認可申請の件 
３ 諸規則の改正の件 

(1)「運営規則」(案)及び｢運用規則の運用に 
ついて」（案) 

(2)「共済規程の運用について」（案) 
(3)「会費減額申請資格基準」（案) 

４ 平成 24年度補助金・委託金の件 
５ 平成 24年度事業計画案の件 
６ 平成 24年度予算案の件 

 
◆評議員会 

第 1 回 平成 23 年 6 月 13 日（月) 
【報告事項】 
１ 作文コンクール選考委員の委嘱について 
２ 事務局人事について 
３ 法人「在り方」検討委員会報告 
４ その他の報告について 

(1) 平成 23 年度収支予算書及び事業計画書 
の教育長への提出について 

(2) 平成 23 年度事業説明会について 
(3)『安全振興会の手引き』（平成 23年度版) 

の発行について 
(4) 平成 23 年度ポスターコンクール、作文 

コンクールについて 

(5) 平成23年度補助金･協賛金・委託金の執 
行について 

(6) 東日本大震災義援金について 
【諮問事項】 
１ 平成 22年度事業報告案の件 

(1) 学校安全の普及充実事業 
(2) 見舞金等の給付事業 
(3) 修学奨励事業 
(4) その他の事業 
(5) 諸会議の記録 

２ 平成 22年度決算報告案の件 
３ 理事及び監事選任の件 

第 2 回 平成 23 年 8 月 23 日（火) 
【報告事項】 
１ 理事、監事及び評議員等の選任について 
２ 平成 23年度年間事業予定について 
３ 加入及び見舞金給付状況について 
４ 平成 23年度修学奨励生採用について 
５ その他の報告について 

(1)『平成23年度安全振興会事業概要』の発 
行について 

(2) 平成22年度事業報告書の教育長への提 
出について 

(3)『作文コンクール最優秀集作品集』の発 
行について 

(4) 本会の刊行物について 
6  法人移行について 

 
第 3 回 平成 23 年 11 月 10 日（木) 
【報告事項】 
１ 平成23年度ポスターコンクール選考結果に 

ついて 
２ 法人移行準備委員会報告 

 【諮問事項】 
１ 最初の評議員の選任に関する理事の定めの 

認可申請の件 
第 4 回 平成 23 年 12 月 19 日（月) 
【報告事項】 
１ 加入及び見舞金給付状況について 
２ 平成 23年度中間会計監査について 
３ 平成 23年度作文コンクール選考結果につ 

いて 
４ その他の報告について 

(1)『安全振興会報第 57 号』の発行につい 
  て 
(2) 修学奨励生採用について 
(3)『平成 24 年度安全振興会のご案内』の 

発行について 
【諮問事項】 
１ 寄附行為変更の件 
２ 最初の評議員選定委員会設置の件 
３ 平成 24年度賛助会費の件 
４ 平成 24年度補助金･協賛金･委託金申請の 
  件 
５ 定時制通信制教頭会調査研究委員会事業へ 
   の補助金交付の件 
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第 5 回 平成 24 年 3 月 22 日（木) 
【報告事項】 
１ 定款認可について 
２ 最初の評議員の選定について 
３ 理事長・常務理事選任及び理事辞任につい 
   て 
４ 事務局長及び事務局職員の人事について 
５ 加入及び見舞金給付状況について 
６ 平成 24年度賛助会費について 
７ 平成 24年度補助金･委託金について 
８ 平成 24年度事業計画について 
９ 平成 24年度予算について 
10 その他の報告について 
（1)「安全振興会のご案内」（平成 24 年度版) 

の発行について 
（2)「安全振興会報」（第 58 号)の発行につい 

て 
（3) 事務局パソコン及びプリンタのリース替 

えについて 
【協議事項】 
１ 共済規程設定の件 
２ 共済認可申請の件 
３ 諸規則の改正の件 

(1)「運営規則｣(案)及び「運用規則の運用に
ついて」（案) 

(2)「共済規程の運用について」（案) 
(3)「会費減額申請資格基準」（案) 

 
◆審査委員会 

第 1 回 平成 23 年 7 月 11 日（月) 
１ 平成 23年度修学奨励生選考 
２ 奨学生の今後の異動等の扱いについて 

 
◆監査 

第 1 回 平成 23 年 5 月 23 日（月) 
１ 平成 22年度事業報告 

(1) 学校安全の普及充実事業 
(2) 見舞金等の給付事業 
(3) 修学奨励事業 
(4) その他の事業 
(5) 諸会議の記録 
２ 平成 22年度決算報告 
３ 期末会計監査 

第 2 回 平成 23 年 11 月 10 日（木) 
１ 平成 23年度収支中間決算報告 
２ 中間会計監査 

 
◆作文コンクール選考委員会 

第 1 回 平成 23 年 5 月 25 日（水) 
１ 選考委員に関する確認事項について 
２ 最優秀作品の扱いについて 
３ 最近の応募状況について 
４ 平成 23年度募集要項について 
５ 平成 23年度の選考方法について 
６ 選考の日程について 
７ その他 

第 2 回 平成 23 年 11 月 11 日（金) 
１ 第一次選考 

第 3 回 平成 23 年 11 月 22 日（火) 
１ 第二次選考 

第 4 回 平成 23 年 11 月 28 日（月) 
１ 最終選考 

 
◆常務理事会 

第 1回 平成 22年 4 月 16 日 （金） 
第 1回 平成 23年 4 月 18 日 （月) 
第 2回 平成 23年 4 月 25 日 （月) 
第 3回 平成 23年 5 月 23 日 （月) 
第 4回 平成 23年 6 月 6 日 （月) 
第 5回 平成 23年 7 月 4 日 （月) 
第 6回 平成 23年 7 月 11 日 （月) 
第 7回 平成 23年 7 月 28 日 （木) 
第 8回 平成 23年 8 月 8 日 （月) 
第 9回 平成 23年 8 月 23 日 （火) 
第 10 回 平成 23年 9 月 26 日 （月) 
第 11 回 平成 23年 9 月 29 日 （木) 
第 12 回 平成 23年 10月 17 日 （月) 
第 13 回 平成 23年 10月 20 日 （木) 
第 14 回 平成 23年 11月 10 日 （木) 
第 15 回 平成 23年 12月 8 日 （木) 
第 16 回 平成 24年 1 月 19 日 （木) 
第 17 回 平成 24年 2 月 3 日 （金) 
第 18 回 平成 24年 3 月 8 日 （木) 
第 19 回 平成 24年 3 月 22 日 （木) 
 

◆「在り方」検討委員会 
第 6回 平成 23年 2 月 25 日 （金) 
第 7回 平成 23年 4 月 25 日 （月) 
 

◆「在り方」検討委員会ワーキンググルー
プ会議 
第 3回 平成 23年 5 月 9 日 （月) 
 

◆法人移行準備委員会 
第 1回 平成 23年 7 月 28 日 （木) 
第 2回 平成 23年 9 月 29 日 （木) 
第 3回 平成 23年 10月 20 日 （木) 
第 4回 平成 23年 11月 24 日 （木) 
第 5回 平成 23年 12月 15 日 （木) 
第 6回 平成 24年 1 月 19 日 （木) 
第 7回 平成 24年 2 月 9 日 （木) 
第 8回 平成 24年 3 月 8 日 （木) 
 

◆最初の評議員選定委員会 
第 1回 平成 24年 ２月 ３日 （金) 
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役員の補充改選 〈◎印新任〉 

理事 團野勝美（理事長）、蔦澤元晴、堀英雄、相
馬孝雄（以上、常務理事）、栁川秀史、◎小泉力
也、倉金榮、◎早野通哲 

監事 ◎木下紀美、◎小野力、石井京子 
〔退任〕（理事）川井陽一、佐々木悦子 

（監事）田代幸、小泉力也 
評議員の増員 広く意見聴取を図りたい、また構
成の均衡を図りたい目的で評議員を１名増員
した。 

 
事務局長人事 
第 10 代事務局長に元校長の横山恵子が就任 

 
審査委員会の撤廃 
法人移行手続き上の必要から、平成 24 年度審

査委員会の審査（修学奨励生）を理事会が代行
した。以降、新しい諸規定により、修学奨励生
審査及び特別見舞金の審査は理事会が行うこと
となった。 
 

評議員の増員 
 評議員増員により広く意見聴取を図りたい、ま
た構成の均衡を図りたい目的で１名増員した。 

 
見舞金 共済事業として継続が決定 
ＰＴＡ・青少年教育団体共済法（以下「Ｐ法」）

に基づく共済について、平成 24年４月 20日付を
もって県教育委員会より認可。これにより、平成
25 年度より見舞金給付は、共済事業として継続実
施できることとなった。「共済規程」による見舞金
給付についての主な変更点の概略は次のとおり。 
会費について 
①共済掛金（純掛金・付加掛金）と一般会費を 
合わせたもの。額は現行どおり。 

②会費の使途は次のとおり。 
・純掛金→見舞金の支払い 
・付加共済掛金→見舞金給付及びその管理費、 
安全普及啓発事業及びその管理費 

・一般会費→修学奨励事業及び共済会計以外の 
管理費 

共済契約の締結手続き及び共済掛金の収受に 
ついて 
（名称の変更） 
・「共済加入者」＝神奈川県立の高等学校、特別 
支援学校の高等部及び中等教育学校（以下 
「高等学校等」という）に在籍する生徒(以下 
「生徒」という)の保護者。 

・「共済契約者」＝高等学校等のＰＴＡの代表者。 
（ＰＴＡが組織されてない学校にあっては、

当該学校の長。以下「ＰＴＡ会長等」という） 
・「被共済者」＝生徒。 
①加入案内（「安全振興会のご案内」）を全保護 
者に配付（１月）。 

②前年度（平成 24 年度）中に、共済契約者 
は、加入予定者数をもって本会に加入を申 
請する。申請締切は、３月中旬の予定。 

③前年度に申請があった生徒については、当該 
年度（平成 25 年度）当初から共済期間とす 
る。 

④当該年度（平成 25 年度）６月 20 日までに、 
 共済契約者は、生徒名簿を添えて、会費を本 
 会に振り込む。 
共済加入者の異動と共済掛金の返還 
①共済契約締結後に、共済契約者が、共済加入 
者の追加をするときは、加入異動届に、共済 
掛金（当該共済契約期間の終期までの月割計 
算した金額）と一般会費の合計額を添えて本 
会に提出する。 

②共済契約締結後に共済加入者に退会があっ 
た場合は、未経過期間に対し月割をもって計 
算した共済掛金から手数料を差し引いた額 
を、共済契約者に返還する。ただし、返還額 
が１００円未満の場合は、返還しない（手数 
料は５００円）。また、一般会費については返 
還しない。 

見舞金の支給制限 
非常災害の扱い（第７条）、大型災害の扱いを 

含めて、（独）日本スポーツ振興センターの規定 
と同じとした。 
見舞金の削減・分割・返還 
資金に不足を生じた場合等、特別な場合に限 

り、見舞金の削減・分割をすることができるこ 
ととした。 
準備金等 
ＰＴＡ等共済法に基づき、責任準備金、準備 

金、既発生未報告支払備金を積み立てる。 
その他 
 ①見舞金の種類、給付額、見舞金請求手続き 

は現行と同じ。 
②修学奨励事業、会費減額措置は現行と同じ。 
③助成金（補助金・委託金）は安全普及啓発 
を目的とした事業に交付。 

 
個人情報保護規程の策定 

  業務運営に係る個人情報保護のための法令 
遵守行動基準（個人情報保護方針）を設定し、 
個人情報保護規程を策定した。 
 
県立横浜修悠館高等学校の加入 
単位制による通信制課程・普通科の県立横浜修

悠館高等学校の本科生 2,773 名が本会に加入。通
信制課程の本会入会は初めてである。 

 
公益財団法人への移行認定申請 
平成 24年 7月 27日公益財団法人への移行認定

平成2４年度（2012年度） 
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申請を県知事に提出した。 
 
諸事業 

１．会報の発行 9 月に第 59 号を 134,600 部発
行、2 月に第 60 号を 131,600 部発行。 

２．「安全振興会のご案内」（平成 25年度版）の発
行 表紙に高Ｐ連広報紙コンクール安全振興
会特別賞受賞作品（県立元石川高校ＰＴＡ広報
紙）を使用。1 月に 152,000 部発行。全会員・
新入生の保護者及び教職員に配付。協賛事業、
補助事業等の諸会場において PR用にも使用。 

３．作文コンクール テーマは「『安全』又は『健
康』」。応募数 25 校 748 編。最優秀賞 2 編、優
秀賞 10編、佳作 12 編。最優秀賞の県立中央農
業高校三川浩正、県立相模原中央支援学校保田
健太の作品を『安全振興会のご案内』(平成 25
年度版)に掲載。 

４．ポスターコンクール 高文連美術・工芸専門
部に委託して実施。応募数 10 校 130 点。最優
秀賞 2 点、優秀賞 10 点、佳作 12点。横須賀市
立横須賀総合高校片山麗音の作品を安全推進
月間キャンペーン用ポスターに、横浜隼人高校
佐野未織の作品を作文コンクール作品募集用
ポスターに作成し、県立学校に送付。 

５．補助事業 「学校安全の普及充実事業」とし
て、各団体に補助金を交付した。 
(1) 高Ｐ連交通安全運動事業 
(2) 交通安全教育推進運動「スタートかながわ」

を中心とした交通安全運動の展開と交通
安全教育に係る指導方法の研究(校長会) 

(3) 高文連安全対策事業 
(4) 高体連安全対策事業 
(5) 高Ｐ連安全啓発事業 
(6) 定時制通信制高校における安全・健康のあ

り方の研究(定通教頭会) 
６．見舞金の給付 死亡見舞金 0件、障害見舞金

9件、負傷等見舞金 1,904件、義歯見舞金29件、
供花料 8 件。合計 1,950 件に 8,984 万余円を給
付。 

７．修学奨励事業 採用定員は県立学校全日制及 
び定時制課程につき各 1名計 163 名。新基準に 
より募集。月額 6,000 円を給付。 

８．会費減額 3,109 名 
 
諸会議の記録 
◆理事会 

第 1回 平成 24年 6月 21 日（木） 
【報告事項】 
１ 作文コンクール選考委員の委嘱について 
２ 共済事業認可について 
３ 平成 24年度補助金・委託金の執行について 
４ 資産運用について 
５ その他の報告について 

(1) 平成 24 年度収支予算書及び事業計画書
の教育長への提出について 

(2) 平成 24 年度事業説明会について 

(3) 『安全振興会の手引き』(平成 24年度版)  
の発行について 

(4) 平成 24 年度ポスターコンクール、作文 
コンクールについて 

(5) 横浜修悠館高等学校の入会について 
【協議事項】 
１ 平成 23年度事業報告案の件 

(1) 学校安全の普及充実事業 
(2) 見舞金等の給付事業 
(3) 修学奨励事業 
(4) その他の事業 
(5) 諸会議の記録 

２ 平成 23年度決算報告案の件  
３ 定款変更の件 
４ 共済規程等諸規則施行日及び審査委員会の 

審査を理事会が代行する件 
５ 個人情報保護規定策定の件 
６ 役員等の報酬等及び費用に関する規定策定 

の件 
７ 公益財団法人認定申請の件 
８ 平成 24年度事業予定案の件 
９ 評議員・理事・監事候補選任の件 

第 2回 平成 24年 7月 5日（木） 
【報告事項】 
１ 加入及び見舞金給付状況について 
２ 公益認定申請事前協議報告 
３ 事務局職員の人事について 
４ その他の報告について 

(1)『平成 24 年度安全振興会事業概要』の発 
行について 

(2) 平成 23 年度事業報告書の教育長への提 
出について 

(3)『作文コンクール最優秀集作品集』の発行 
について 

【協議事項】 
１ 平成 24年度修学奨励生採用の件 

第 3回 平成 24年 8月 31 日（金） 
【報告事項】 
１ 全国高等学校安全互助会連絡協議会総会及 
   び研究大会神奈川大会について 
２ 加入及び見舞金給付状況について 
３ 修学奨励生採用について 

【協議事項】 
１ 個人情報保護方針について 

第 4回 平成 2４年 12月 20日（木） 
【報告事項】 
１ 加入及び見舞金給付状況について 
２ 中間会計監査結果報告について 
３ 公益認定審議会への対応について 
４ ポスターコンクール選考結果について 
５ 作文コンクール選考結果について 
６ 事務局職員の人事について 
７ その他の報告について 

(1)『安全振興会報第 59 号』の発行について 
(2)『平成 25 年度安全振興会のご案内』の発
行予定について 

16



【協議事項】 
１ 平成 25年度会費の件 
２ 委託事業変更の件 
３ 平成 25年度補助金･委託金の件 
４ 修学奨励金給付基準一部改正の件 
５ 会費減額申請資格基準の改正の件 
６ 平成 25年度支払請求書等諸様式の改正の 
   件 
７ ポスターコンクール実施形態の件 
８ 内部管理に係る担当者選任の件 
９ 神奈川総合高等学校後期選抜による入学生 
   徒の共済加入の扱いの件 

第 5回 平成 25年 2月 5日（火） 
【協議事項】 
１ 公益法人移行認定申請取り下げの件 

第 6回 平成 25年 3月 21 日（木） 
【報告事項】 
１ 公益財団法人移行認定申請経緯について 
２ 第２回全国高等学校安全互助会連絡協議会 
   総会及び研究大会神奈川大会報告について 
３ 事務局職員の人事について 
４ 加入及び見舞金給付状況について 
５ その他の報告について 
（1）『平成 25年度安全振興会のご案内』の発

行について 
（2）『安全振興会報第 60 号』の発行について 

【協議事項】 
１ 平成 25年度補助金・委託金の件 
２ 平成 25年度事業計画（案）の件 
３ 過年度見舞金及び供花料の扱いの件 
４ 通信制に係る共済掛金算出の扱いの件 
５ 平成 25年度予算案の件 
６ 旅費等に関する内規の件 
７ 加入者異動届様式改正の件 

 
◆ 評議員会 
定時 平成 24年 6月 21日（木） 
【報告事項】 
１ 作文コンクール選考委員の委嘱について 
２ 共済事業認可について 
３ 平成 24年度補助金・委託金の執行について 
４ 資産運用について 
５ 平成 24年度年間事業予定について 
６ その他の報告について 

(1) 平成 24 年度収支予算書及び事業計画書
の教育長への提出について 

(2) 平成 24 年度事業説明会について 
(3)『安全振興会の手引き』(平成 24 年度版) 
の発行について 

(4) 平成 24 年度ポスターコンクール、作文
コンクールについて 

(5) 横浜修悠館高等学校の入会について  
【協議事項】 
１ 平成 23年度事業報告案の件 
２ 平成 23年度決算報告案の件 
３ 定款変更の件 

４ 共済規程等諸規則施行日及び審査委員会の 
審査を理事会が代行する件 

５ 個人情報保護規定策定の件 
６ 役員等の報酬等及び費用に関する規定策定 

の件 
７ 公益財団法人認定申請の件 
８ 評議員選任の件 
９ 理事及び監事選任の件 

臨時 平成 25年 3月 21日（木） 
【報告事項】 
１ 公益財団法人移行認定申請経緯について 
２ 内部管理に係る担当者選任について 
３ 事務局職員の人事について 
４ 第２回全国高等学校安全互助会連絡協議会 

総会及び研究大会神奈川大会について 
５ 加入及び見舞金給付状況について 
６ 平成 24年度修学奨励生採用について 
７ 平成 24年度中間会計監査結果報告につい 
   て 
８ 平成 25年度会費について 
９ 諸規則の改正及び設定について 

(1) 会費減額申請資格基準の改正 
(2) 修学奨励金給付基準の一部改正 
(3) 個人情報保護方針の設定 

10 平成 25 年度補助金・委託金について 
11 平成 25 年度事業計画について 
12 過年度見舞金及び供花料の扱いについて 
13 平成 25 年度予算について 
14 ポスターコンクール・作文コンクール選考 

結果について 
15 支払請求書等諸様式の改正について 
16 その他の報告について 

(1)『平成 24 年度安全振興会事業概要』の発 
行について 

(2) 平成 23 年度事業報告書の教育長への提 
出について 

(3)『作文コンクール最優秀作品集』の発行に 
ついて 

(4)『安全振興会報 59 号・60 号』の発行につ 
いて 

(5)『安全振興会のご案内(平成 25 年度版) 』 
の発行について 

【協議事項】 
１ 旅費等に関する内規の件 
２ 通信制に係る共済掛金算出の扱いの件 

 
◆ 監査 
第 1回 平成 24年 5月 24 日（木） 
１ 平成 23年度事業報告 

(1) 学校安全の普及充実事業 
(2) 見舞金等の給付事業 
(3) 修学奨励事業 
(4) その他の事業 
(5) 諸会議の記録 

２ 平成 23年度決算報告 
３ 税理士による財務諸表調査報告書 
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４ 期末会計監査 
５ 監事講評 

第 2回 平成 24年 11月 15 日（木） 
１ 中間決算報告 
２ 中間会計監査 
３ 監事講評 

 
◆ 作文コンクール選考委員会 
第 1回 平成 24年 5月 30 日（水） 
１ 選考委員に関する確認事項について 
２ 最優秀作品の扱いについて 
３ 最近の応募状況について 
４ 平成 24年度募集要項について 
５ 平成 24年度の選考方法について 
６ 選考の日程について 
７ その他 

第 2回 平成 24年 11月 9 日（金） 
１ 第一次選考 

第 3回 平成 24年 11月 21 日（水） 
１ 第二次選考の１ 

第 4回 平成 24年 11月 28 日（水） 
１ 第二次選考の２（最終選考） 

 
◆ 常務理事会 
第１回 平成 24年 4 月 16 日 （月） 
第２回 平成 24年 4 月 26 日 （木） 
第３回 平成 24年 5 月 17 日 （木） 
第４回 平成 24年 5 月 24 日 （木） 
第５回 平成 24年 6 月 10 日 （日） 
第６回 平成 24年 6 月 14 日 （木） 
第７回 平成 24年 6 月 21 日 （木） 
第８回 平成 24年 7 月 5 日 （木） 
第９回 平成 24年 8 月 31 日 （金） 
第 10 回 平成 24年 9 月 18 日 （火） 
第 11 回 平成 24年 11月 15 日 （木） 
第 12 回 平成 24年 12月 6 日 （木） 
第 13 回 平成 24年 12月 20 日 （木） 
第 14 回 平成 25年 2 月 5 日 （火） 
第 15 回 平成 25年 3 月 11 日 （月） 
第 16 回 平成 25年 3 月 21 日 （木） 
 
◆ 法人移行準備委員会 
第 9回 平成 24年 4 月 16 日 （月） 
第 10 回 平成 24年 5 月 17 日 （木） 
第 11 回 平成 24年 6 月 14 日 （木） 

 

 

 
役員の改選 第 11 代理事長に相馬孝雄 

理事 相馬孝雄(理事長)、堀英雄、小泉力也、倉

金榮(以上、常務理事)、安達秀子、荒木高司、栁

川秀史、早野通哲 

監事 清水泰成、小野力、木下紀美 

 

義歯見舞金申請方法等の変更 
義歯見舞金申請における災害認定の明確化を

図るため、義歯見舞金申請方法等を次のとおり変

更した。 

①平成 26 年４月１日以降に発生した災害につい 

て、義歯見舞金申請の際、歯科医師が記入する 

「歯科補綴報告書」（様式 10号別紙）を添付す 

る。文書作成については神奈川県歯科医師会と 

の取り決めにより無料として協力を願ってい 

るが、有料になる場合もある。また、同医師会 

に所属していない歯科医師の場合は有料とな 

る。 

②「運営規則」の改正に伴い、神奈川県歯科医師 

会医師及び本会常務理事より構成される義歯 

見舞金審査委員会が設置され、「歯科補綴報告 

書」により義歯見舞金給付の可否を審査する。 

③「共済規程」「共済規程の運用について」を改正 

し、義歯見舞金支給要件の文章表現を明確化し 

た。 

義歯見舞金支給要件 

学校管理下の災害による負傷のため、歯科補綴

を受けた場合で、障害見舞金の対象とならない２

本以下の歯科補綴。（共済規程） 

「歯科補綴」とは、欠損補綴及び歯冠が３分の

２以上欠け、歯冠修復をした場合をいう。（共済規

程の運用について） 

 

公益財団法人不認定について 
国の公益法人制度改革の当初より公益財団法

人認定を目指し、平成 24 年 7 月以来認定申請を

行ってきたが、平成 25 年４月に県公益認定等審

議会の「不認定相当」の答申を受け、不認定処分

とされた。 

 

一般財団法人へ移行 
公益財団法人の不認定処分を受け、12 月に一般

財団法人に移行し、名称を一般財団法人神奈川県

立高等学校安全振興会とした。そのため、決算や

事業報告は、財団法人は平成 25 年 4 月 1 日から

12 月１日、一般財団法人は 12月 2日から平成 26

年 3月 31の２つにわかれている。 

 

平成２５年度（2013年度） 

18



諸事業 
１．会報の発行 9 月に第 61 号を 135,400 部発

行、2 月に第 62 号を 132,960 部発行。 

２．「安全振興会のご案内」（平成 26 年度版）の発

行 表紙に高Ｐ連広報紙コンクール安全振興

会特別賞受賞作品（写真部門 県立座間高等学

校ＰＴＡ広報紙「ZAMAKO 第 111 号」）を使

用。1 月に 157,000 部発行。全会員・新入生の

保護者及び教職員に配付。協賛事業、補助事業

等の諸会場において PR用にも使用。 

３．作文コンクール テーマは「『安全』又は『健

康』」。応募数 18 校 721 編。最優秀賞 2 編、優

秀賞 5 編、佳作 39 編。最優秀賞の県立川和高

校の山田真友子、県立海洋科学高校の野口実沙

子の作品を『安全振興会のご案内』(平成 26年

度版)に掲載。 

４．ポスターコンクール 高文連美術・工芸専門

部に委託して実施。応募数 10 校 130 点。最優

秀賞 2 点、優秀賞 10 点、佳作 12点。最優秀横

浜隼人高校佐野未織の作品を安全推進月間キ

ャンペーン用ポスターに、市立横須賀総合高校

髙城玲那の作品を作文コンクール作品募集用

ポスターに作成し、県立学校に送付。 

５．補助事業 「学校安全の普及充実事業」とし

て、各団体に補助金を交付した。 

(1) 高Ｐ連交通安全運動事業 

(2) 校長会交通安全教育推進運動「スタートか

ながわ」を中心とした交通安全運動の展開と

交通安全教育に係る指導方法の研究 

(3) 高文連安全対策事業 

(4) 高体連安全対策事業 

(5) 高Ｐ連安全啓発事業 

(6) 定時制通信制高校における安全・健康のあ

り方の研究 

６．見舞金の給付 死亡見舞金 1件、障害見舞金

3件、負傷等見舞金 2,060件、義歯見舞金29件、

供花料 16 件。合計 2,109 件に 1 億 476 万余円

を給付。 

７．修学奨励事業 採用定員は県立学校全日制及

び定時制課程につき各 1名計 164 名。新基準によ

り募集。月額 6,000 円を給付。 

８．会費減額 2770 名 

 

諸会議の記録 
◆評議員会 

定時 平成 25年 6月 24日(月) 

【報告事項】 

１ 公益財団法人移行認定申請経緯について 

２ 作文コンクール選考委員の委嘱について 

３ 事務局職員の人事について 

４ 資産運用について 

５ 役員・評議員等の選出と任期に関する内規

改正について 

６ 法人移行準備委員会改組について 

７ 平成 25年度年間事業予定について 

８ その他の報告について 

(1) 平成 25 年度収支予算書及び事業計画書 

の教育長への提出について 

(2) 共済事業開始届及び安全普及啓発活動等 

実施届の教育長への提出について 

(3) 平成 25 年度事業説明会について 

(4)『安全振興会の手引き』(平成 25年度版) 

の発行について 

(5) 平成 25 年度ポスターコンクール、作文 

コンクールについて 

(6) 平成 25 年度補助金・委託金の執行につ 

いて 

(7) 祝い金について 

【協議事項】 

１ 一般財団法人認可申請に係る定款変更案の 

件 

２ 平成 24年度事業報告及び事業報告の附属 

明細書案の件 

３ 平成 24年度決算報告案の件 

４ 評議員選任の件 

５ 理事・監事選任の件 

６ 算出方法書修正と平成 26 年度共済掛金の 

件 

一般財団法人 

臨時 平成 26 年 2 月 24 日(月) 

【報告事項】 

１ 理事長及び常務理事選定について 

２ 内部管理に係る担当者選任について 

３ 事務局職員の人事について 

４ 加入・減額及び見舞金給付状況について 

５ 平成 25年度修学奨励生採用について 

６ 公益認定申請経緯について 

７ 一般財団法人移行に伴う諸規則の策定及び 

改廃について 

８ 法人移行に伴う平成 25年度監査について 

９ 共済監査結果報告について 

10 第 3 回全国高等学校安全互助会連絡協議会 

総会ならびに研究大会報告 

11 行政課立入検査報告について 

12 平成 26年度補助金・委託金について 

13 平成 26年度事業計画について 

14 平成 26年度予算について 

15 ポスターコンクール・作文コンクール選考 

結果について 

16 義歯見舞金申請手続き変更について 

17 その他の報告について 

(1)『平成 25 年度安全振興会事業概要』の発 

行について 

(2) 平成 24 年度事業報告書の教育長への提 
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出について 

(3)『作文コンクール最優秀作品集』の発行に 

ついて 

(4)『安全振興会報第 61 号』の発行について 

(5)『安全振興会のご案内(平成 26 年度版)』 

の発行について 

【協議事項】 

１ 一般財団法人移行に伴う諸規則策定の件 

２ 公益財団法人定款案の件 

３ 財団法人神奈川県立高等学校安全振興会平 

成 25 年度事業報告及び事業報告の附属明 

細書案の件 

４ 財団法人神奈川県立高等学校安全振興会平 

成 25 年度決算報告案の件 

５ 算出方法書修正の件 

 

◆理事会 

第 1 回 平成 25 年 4 月 22 日(月) 

【報告事項】 

１ 役員・評議員等の選出と任期に関する内規

の改正について 

【協議事項】 

１ 公益財団法人移行認定申請の件 

２ 評議員・理事・監事候補選任の件 

３ 法人移行準備委員会の改組の件 

第 2 回 平成 25 年 6 月 24 日(月) 

【報告事項】 

１ 公益財団法人移行認定申請経緯について 

２ 作文コンクール選考委員の委嘱について 

３ 事務局職員の人事について 

４ 資産運用について 

５ その他の報告について 

(1) 平成 25 年度収支予算書及び事業計画書 

の教育長への提出について 

(2) 共済事業開始届及び安全普及啓発活動等 

実施届の教育長への提出について 

(3) 平成 25 年度事業説明会について 

(4)『安全振興会の手引き』(平成 25年度版) 

の発行について 

(5) 平成 25 年度ポスターコンクール、作文 

コンクールについて 

(6) 平成 25 年度補助金・委託金の執行につ 

いて 

(7) 祝い金について 

【協議事項】 

１ 一般財団法人認可申請に係る定款変更案の 

件 

２ 平成 24年度事業報告及び事業報告の附属 

明細書案の件 

３ 平成 24年度決算報告案の件 

４ 平成 25年度年間事業計画(案)の件 

５ 算出方法書修正と平成 26 年度共済掛金の

件 

第 3 回 平成 25 年 6 月 24 日(月) 

【協議事項】 

１ 理事長選定の件 

２ 常務理事選定の件 

３ 内部管理に係る担当者選任の件 

第 4 回 平成 25 年 7 月 8 日(月) 

【報告事項】 

１ 加入及び見舞金給付状況について 

２ 平成 25年度第 1 回法人移行準備委員会報 

告について 

３ その他の報告について 

(1)『平成 25 年度安全振興会事業概要』の発 

行について 

(2) 平成 24 年度事業報告書の教育長への提 

出について 

(3)『作文コンクール最優秀作品集』の発行に 

ついて 

【協議事項】 

１ 平成 25年度修学奨励生採用の件 

第 5 回 平成 25 年 8 月 26 日(月) 

【報告事項】 

１ 事務局職員の人事について 

２ 加入及び見舞金給付状況について 

３ 平成 25年度修学奨励生採用について 

【協議事項】 

１ 公益財団法人移行認定申請取り下げ及び一 

般財団法人移行認可申請の件 

第 6 回 平成 25 年 11 月 5 日(火) 

【報告事項】 

１ 加入及び見舞金給付状況について 

２ ポスターコンクール選考結果について 

３ その他の報告について 

(1)『安全振興会報第 61 号』の発行について 

【協議事項】 

１ 特例民法法人の解散の登記及び一般法人の 

設立の登記の件 

２ 公益財団法人移行認定申請の件 

３ 法人移行に伴う平成 25年度監査の件 

一般財団法人 

第１回 平成 25 年 12 月 18 日(水) 

【報告事項】 

１ 一般法人移行登記について 

２ 加入及び見舞金給付状況について 

３ 事務局員の人事について 

４ 一般財団法人移行認可申請書類について 

５ 公益法人移行認可申請における共済の説明 

について 

６ 作文コンクール選考結果について 

７ 義歯見舞金申請手続きについて 

８ 第３回全国高等学校安全互助会総会及び研 

究大会報告 
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９ 行政課立入検査報告について 

10 その他報告について 

(1)『安全振興会のご案内』(平成 26年度版) 

の発行予定について 

【協議事項】 

１ 一般法人移行に伴う諸規則の策定及び改廃 

の件 

２ 平成 26年度補助金・委託金の件 

第 2 回 平成 26 年 2 月 3 日(月) 

【報告事項】 

１ 加入・減額及び見舞金給付状況について 

２ 共済監査結果報告について 

３ その他報告について 

(1)『平成 26 年度安全振興会のご案内』の発 

行について 

【協議事項】 

１ 公益財団法人定款案の件 

２ 財団法人神奈川県立高等学校安全振興会平 

成 25 年度事業報告及び事業報告の附属明 

細書案の件 

３ 財団法人神奈川県立高等学校安全振興会平 

成 25 年度決算報告案の件 

４ 算出方法書修正の件 

５ 平成 26年度事業計画案の件 

６ 平成 26年度予算案の件 

７ 平成 26年度補助金・委託金の件 

８ 義歯見舞金申請手続き変更の件 

９ 平成 25年度臨時評議員会開催の件 

第３回 平成 26 年 3 月 26 日(水) 

【報告事項】 

１ 公益認定申請について 

２ 事務局職員の人事について 

３ 義歯見舞金申請手続き変更について 

【協議事項】 

１ 事務局長選任の件 

 

◆監査 

財団法人 

第 1 回 平成 25 年 5 月 20 日(月) 

１ 平成 24年度事業報告 

(1) 学校安全の普及充実事業 

(2) 見舞金等の給付事業 

(3) 修学奨励事業 

(4) その他の事業 

(5) 諸会議の記録 

２ 平成 24年度決算報告 

３ 税理士による財務諸表調査報告書 

４ 期末会計監査 

５ 監事講評 

第２回 平成 26 年 1 月 27 日(月) 

(平成 25 年 4 月 1 日～12 月 1 日) 

１ 平成 25年度事業報告 

(1) 学校安全の普及充実事業 

(2) 見舞金等の給付事業 

(3) 修学奨励事業 

(4) 諸会議の記録 

２ 平成 25年度決算報告 

３ 税理士による財務諸表調査報告書 

４ 期末会計監査 

５ 監査講評 

 

◆作文コンクール選考委員会 

第 1 回 平成 25 年 5 月 31 日(金) 

１ 選考委員に関する確認事項について 

２ 最優秀作品の扱いについて 

３ 最近の応募状況について 

４ 平成 25年度募集要項について 

５ 平成 25年度の選考方法について 

６ 選考の日程について 

７ その他 

第 2 回 平成 25 年 11 月 8 日(金) 

１ 第一次選考 

第 3 回 平成 25 年 11 月 20 日(水) 

１ 第二次選考の１ 

一般財団法人 

第 4 回 平成 25 年 12 月 2 日(月) 

 １ 第二次選考の２(最終選考) 

 

◆常務理事会 

財団法人 

第１回 平成 25年 4 月 4 日 (木) 

第２回 平成 25年 4 月 16 日 (火) 

第３回 平成 25年 4 月 22 日 (月) 

第４回 平成 25年 5 月 20 日 (月) 

第５回 平成 25年 6 月 16 日 (日) 

第６回 平成 25年 6 月 24 日 (月) 

第７回 平成 25年 6 月 24 日 (月) 

第８回 平成 25年 7 月 8 日 (月) 

第９回 平成 25年 8 月 7 日 (水) 

第 10 回 平成 25年 8 月 26 日 (月) 

第 11 回 平成 25年 9 月 13 日 (金) 

第 12 回 平成 25年 10月 7 日 (月) 

第 13 回 平成 25年 11月 5 日 (火) 

一般財団法人 

第１回 平成 25年 12月 18 日 (水) 

第２回 平成 26年 1 月 27 日 (月) 

第３回 平成 26年 2 月 3 日 (月) 

第４回 平成 26年 2 月 24 日 (月) 

第５回 平成 26年 3 月 26 日 (水) 

 

◆法人移行準備委員会 

第１回 平成 25年 7 月 8 日 (月) 
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役員の補充改選 〈◎印新任〉 
理事 相馬孝雄(理事長)、堀英雄、小泉力也、倉
金榮(以上、常務理事)、◎松本一彦、◎渡辺英
司、栁川秀史、早野通哲 

監事 ◎小川陽子、◎時乗洋昭、木下紀美 
〔退任〕（理事）安達秀子、荒木高司 

（監事）清水泰成、小野力 
 

諸事業 
１．会報の発行 9 月に第 63 号を 138,500 部発
行、2 月に第 64 号を 135,650 部発行。 

２．「安全振興会のご案内」（平成 27 年度版）の発
行 表紙に高Ｐ連広報紙コンクール安全振興
会写真賞受賞作品（県立氷取沢高等学校ＰＴＡ
広報紙）を使用。1 月に 157,000 部発行。全会
員・新入生の保護者及び教職員に配付。協賛事
業、補助事業等の諸会場において PR 用にも使
用。 

３．作文コンクール テーマは「『安全』又は『健
康』」。応募数 16 校 500 編。最優秀賞 2 編、優
秀賞 5 編、佳作 26 編。最優秀賞の県立茅ケ崎
高校の千徳茉有、県立麻生総合高校の苑原珠生
の作品を『安全振興会のご案内』(平成 27 年度
版)に掲載。 

４．ポスターコンクール 高文連美術・工芸専門
部に委託して実施。応募数 10校 131 点。最優
秀賞 2 点、優秀賞 9 点、佳作 14 点、最優秀市
立横須賀総合高校松島萌の作品を安全推進月
間キャンペーン用ポスターに、県立神奈川総合
高校内野花梨の作品を作文コンクール作品募
集用ポスターに作成し、県立学校に送付。 

５．補助事業 「学校安全の普及充実事業」とし
て、各団体に補助金を交付した。 
(1) 高Ｐ連交通安全運動事業 
(2) 校長会交通安全教育推進運動「スタートか
ながわ」を中心とした交通安全運動の展開と
交通安全教育に係る指導方法の研究 

(3) 高文連安全対策事業 
(4)  
高体連安全対策事業 
(5) 高Ｐ連安全啓発事業 
(6) 定時制通信制高校における安全・健康のあ
り方の研究 

６．見舞金の給付 死亡見舞金 0件、障害見舞
金 4件、負傷等見舞金 1,998 件、義歯見舞金 36
件、供花料 14 件。合計 2,052 件に 8,311 万余
円を給付。 

７．修学奨励事業 採用定員は県立学校全日制及 
び定時制課程につき各 1名計 163 名。新基準に 
より募集。月額 6,000 円を給付。 

８．会費減額 3,382 名 

 
諸会議の記録 
◆評議員会 

定時 平成 26 年 6 月 24 日(火)  
【報告事項】 
１ 公益財団法人不認定処分に対する当面の対
応について 

２ 事務局職員の人事について 
３ 作文コンクール選考委員の委嘱について 
４ コンプライアンス規程策定について 
５ 共済監査結果報告について 
６ 資産運用について 
７ 平成 26年度年間事業予定について 
８ その他の報告について 

(1) 公益目的財産額の確定について 
(2) 安全普及啓発活動実施届の提出について 
(3) 平成 26 年度事業説明会について 
(4) 『安全振興会の手引き』(平成 26年度版) 

 の発行について 
(5) 平成 26 年度ポスターコンクール、作文 

コンクールについて 
(6) 平成 26 年度補助金・委託金の執行につ 

いて 
(7) 安全振興会報第 62 号発行について 

【協議事項】 
１ 平成 25年度事業報告及び事業報告の附属 

明細書案の件 
２ 平成 25年度決算報告案の件 
３ 運営規則及び運営規則の運用について改正の件 
４ 算出方法書修正及び平成27年度共済掛金の件 
５ 共済規程及び共済規程の運用について改正の件 
６ 評議員選任の件 
７ 理事及び監事選任の件 

臨時 平成 27 年 3 月 26 日(木)  
【報告事項】 
１ 事務局長選任について 
２ 作文コンクール選考委員選任について 
３ 義歯見舞金審査委員選任について 
４ 公益認定に係る今後の対応について 
５ 行政訴訟の可否について 
６ 加入・減額及び見舞金等給付状況について 
７ 平成 26年度修学奨励生採用について 
８ 第 4回全国高等学校安全互助会連絡協議会 

総会及び研究大会福岡大会報告 
９ 平成 26年度中間会計監査結果報告につい 

て 
10 修学奨励金給付基準一部改正について 
11 会費減額申請資格基準改正について 
12 資産運用について 
13 平成 27年度補助金・委託金について 
14 平成 27年度事業計画について 
15 平成 27年度予算について 
16 ポスターコンクール選考結果について 
17 作文コンクール選考結果について 
18 その他の報告について 

(1) 県議会傍聴について 
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(2) 平成 25 年度業務報告書の教育長への提 
出について 

(3) 公益目的支出計画実施報告書の提出につ 
いて 

(4) 『作文コンクール最優秀作品集』の発行 
について 

(5) 『平成 26 年度事業概要』の発行について 
(6) 共済規程変更の承認について 
(7) 『安全振興会報第 63 号』の発行について 
(8) 平成 26 年度コンプライアンス研修につ 

いて 
(9) 『安全振興会のご案内(平成 27 年度版) 』 

の発行について 
(10)『安全振興会報第 64 号』の発行について 

【協議事項】 
１ 定款変更の件 

【報告事項】 
１ 役員・評議員等の選出と任期に関する内規 

変更について 
 

◆理事会 
第 1 回 平成 26 年 6 月 4 日(水) 
【報告事項】 
１ 作文コンクール選考委員の委嘱について 
２ 共済監査結果報告について 
３ 資産運用について 
４ その他の報告について 

(1) 公益目的財産額の確定について 
(2) 安全普及啓発活動実施届の提出について 
(3) 平成 26 年度事業説明会について 
(4)『安全振興会の手引き』(平成 26年度版) 

 の発行について 
(5) 平成 26 年度ポスターコンクール、作文 

コンクールについて 
(6) 平成 26 年度補助金・委託金の執行につ 

いて 
(7) 安全振興会報第 62 号発行について 

【協議事項】 
１ 評議員・理事・監事候補選任の件 
２ 運営規則及び運営規則の運用について改正 

の件   
３ 共済規程及び共済規程の運用について改正 

の件 
４ 平成 25年度事業報告及び事業報告の附属 

明細書案の件 
５ 平成 25年度決算報告案の件  
６ 算出方法書修正及び平成 27年度共済掛金 

の件 
７ 平成 26年度事業計画(案)の件 
８ 作文コンクール選考委員に関する内規改正 

の件 
９ 義歯見舞金審査委員会設置及び義歯見舞金 

審査委員会設置要綱策定の件 
10 コンプライアンス規程策定の件 
11 公益財団法人不認定処分への当面の対応の 

件 

12 平成 26年度定時評議員会開催の件 
第 2 回 平成 26 年 7 月 9 日(水) 
【報告事項】 
１ 加入及び見舞金等給付状況について 
２ 県議会傍聴について 
３ その他の報告について 

(1) 平成 25 年度業務報告書の教育長への提 
出について 

(2) 公益目的支出計画実施報告書の提出につ 
いて 

(3)『作文コンクール最優秀集作品集』の発行 
について 

【協議事項】 
１ 平成 26年度修学奨励生採用の件 

第 3 回 平成 26 年 8 月 29 日(金)  
【報告事項】 
１ 加入及び見舞金等給付状況について 
２ 公益認定に係る今後の対応について 
３ その他の報告について 

(1) 平成 26 年度事業概要の発行について 
(2) 共催規程変更の承認について 

【協議事項】 
１ 行政訴訟の可否についての件 
２ 義歯見舞金審査委員選任の件 

第 4 回 平成 26 年 12 月 19 日(金)  
【報告事項】 
１ 加入・減額及び見舞金等給付状況について 
２ 平成 26年度中間会計監査結果報告につい 

て 
３ ポスターコンクール選考結果について 
４ 作文コンクール選考結果について 
５ 第 4回全国高等学校安全互助会総会及び研 

究大会福岡大会報告 
６ その他の報告について 

(1)『安全振興会報第 63 号』の発行について 
(2)『平成 27 年度安全振興会のご案内』の発
行予定について 

【協議事項】 
１ 平成 27年度補助金・委託金申請の件 
２ 修学奨励金給付基準一部改正の件 
３ 会費減額申請資格基準改正の件 

第 5 回 平成 27 年 3 月 9 日(月)  
【報告事項】 
１ 加入・減額及び見舞金等給付状況について 
２ 平成 26年修学奨励生採用について 
３ 資産運用について 
４ その他の報告について 

(1) 平成 26 年度コンプライアンス研修につ 
いて 

(2)『平成 27 年度 安全振興会のご案内』の 
発行について 

(3)『安全振興会報第 64 号』の発行について 
【協議事項】 
１ 事務局長選任の件 
２ 作文コンクール選考委員選任の件 
３ 定款変更の件 
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４ 役員・評議員等の選出と任期に関する内規 
変更の件 

５ 平成 27年度補助金・委託金の件 
６ 平成 27年度事業計画案の件 
７ 平成 27年度予算案の件 
８ 平成 26年度臨時評議員会開催の件 

 
◆監査 
平成 25年度 PTA・青少年教育団体共済監査 
  平成 26年 5 月 21 日(水)  
平成 25年度監事監査 
  平成 26年 5 月 26 日(月)  
平成 26年度中間会計監査 
  平成 26年 11月 28日(金)  

 
◆作文コンクール選考委員会 

第 1 回 平成 26 年 5 月 30 日(金)  
１ 選考委員に関する確認事項について 
２ 最優秀作品の扱いについて 
３ 最近の応募状況について 
４ 平成 26年度募集要項について 
５ 平成 26年度の選考方法について 
６ 選考の日程について 
７ その他 

第 2 回 平成 26 年 11 月 11 日(火)  
１ 第一次選考 

第 3 回 平成 26 年 11 月 21 日(金)  
１ 第二次選考の１ 

第 4 回 平成 26 年 12 月 5 日(金)  
１ 第二次選考の２(最終選考)  

 
◆常務理事会 

第１回 平成 26年 4 月 21 日 (月)  
第２回 平成 26年 5 月 20 日 (火)  
第３回 平成 26年 5 月 26 日 (月)  
第４回 平成 26年 6 月 4 日 (水)  
第５回 平成 26年 6 月 15 日 (日)  
第６回 平成 26年 6 月 24 日 (火)  
第７回 平成 26年 7 月 9 日 (水)  
第８回 平成 26年 8 月 27 日 (水)  
第９回 平成 26年 8 月 29 日 (金)  
第 10 回 平成 26年 9 月 5 日 (金)  
第 11 回 平成 26年 10月 3 日 (金)  
第 12 回 平成 26年 11月 20 日 (木)  
第 13 回 平成 26年 11月 28 日 (金)  
第 14 回 平成 26年 12月 19 日 (金)  
第 15 回 平成 27年 1 月 28 日 (水)  
第 16 回 平成 27年 2 月 1 日 (日)  
第 17 回 平成 27年 2 月 23 日 (月)  
第 18 回 平成 27年 3 月 9 日 (月)  
第 19 回 平成 27年 3 月 26 日 (木)  
 

◆役員等研修会 
 平成 26 年 12 月 19 日(金)  
  コンプライアンス研修 
  (役員・事務局員 対象)  

 
 

 

役員の改選 第 12 代理事長に倉金榮 
理事 倉金榮(理事長)、小泉力也、荒木高司、栁
川秀史(以上、常務理事)、松本一彦、川口吉秋、
赤松伸一、渡辺英司 

監事 中野真衣子、伊東由美、平賀美奈子 
 

事務局長人事 
第 11 代事務局長に元校長の関明が就任 

 
事務局移転 
本会事務局は平成 16 年 4 月 1 日以降、県青少

年課神之木台分館(横浜市神奈川区神之木台 22-
14)に置かれていた。県青少年課神之木台分館の
閉鎖に伴い、平成 27 年 12 月 17 日に移転。新住
所は横浜市中区山下町1番地 シルクセンター326
号室。 
 

顧問の選任に伴う定款の変更 
本会より全国高等学校等安全互助会連絡協議

会の会長が選任されることに伴い「顧問」を新設
するために定款の変更を行った。顧問には相馬孝
雄（前理事長）を選任。 

 
共済マニュアル策定 
ＰＴＡ・青少年教育団体共済法施行規則第16条

第 1項に基づき、共済マニュアルを策定した。 
 

郵送料の本会負担について 
各校からの書類の提出にあたり、従来は学校又

は PTA負担でお願いをしていたが、令和 28年度
より本会負担とした。郵便局の「料金受取人払」
制度を利用し、承認を受けた「安全振興会の手引
き」内の様式「料金受取人払郵便」をコピーし、
封筒全面に貼り付け、普通郵便は投函、特定記録
郵便は郵便局へ持参することにより使用。 

 
諸事業 

１．会報の発行 9 月に第 65 号を 139,000 部発
行、2 月に第 66 号を 137,000 部発行。 

２．「安全振興会のご案内」（平成 28 年度版）の発
行 表紙に高Ｐ連広報紙コンクール安全振興
会写真賞受賞作品（県立愛川高等学校ＰＴＡ広
報紙）を使用。1 月に 158,000 部発行。全会員・
新入生の保護者及び教職員に配付。協賛事業、
補助事業等の諸会場において PR用にも使用。 

３．作文コンクール テーマは「『安全』又は『健
康』」。応募数 21 校 607 編。最優秀賞 2 編、優
秀賞 7 編、佳作 22 編。最優秀賞の県立多摩高
校の高品日苗、県立相模原中央支援学校の糸数
夢乃の作品を『安全振興会のご案内』(平成 28
年度版)に掲載。 

４．ポスターコンクール 高文連美術・工芸専門
部に委託して実施。応募数 10 校 131 点。最優
秀賞 2 点、優秀賞 10 点、佳作 11点。最優秀の
横浜隼人高校川畑聡美作品を安全推進月間キ

平成2７年度（2015年度） 
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ャンペーン用ポスターに、市立横須賀総合高校
永山笑の作品を作文コンクール作品募集用ポ
スターに作成し、県立学校に送付。 

５．補助事業 「学校安全の普及充実事業」とし
て、各団体に補助金を交付した。 
(1) 高Ｐ連交通安全運動事業 
(2) 校長会交通安全教育推進運動｢スタートか 

ながわ｣を中心とした交通安全運動の展開 
と交通安全教育に係る指導方法の研究 

(3) 高 P連安全啓発事業 
(4) 高文連安全対策事業 
(5) 高体連安全対策事業 
(6) 定時制通信制高校における安全・健康のあ 

り方の研究 
６．見舞金の給付 死亡見舞金 1件、障害見舞金

5件、負傷等見舞金 1,951件、義歯見舞金32件、
供花料 21 件。合計 2,010 件に 9,801 万余円を
給付。 

７．修学奨励事業 採用定員は県立学校全日制及 
び定時制課程につき各 1名計 163 名。新基準に 
より募集。月額 6,000 円を給付。 

８．会費減額 5,179 名 
 

諸会議の記録 
◆評議員会 

定時 平成 27 年 6 月 25日（木） 
【報告事項】 

1 平成 26年度共済監査報告について 
2 平成 26年度行政課立入検査報告ついて 
3 顧問選任について 
4 平成 27年度年間事業予定について 
5 その他の報告について 

(１) 安全普及啓発活動実施届の提出につい 
て 

(２) 共済規程変更申請の承認について 
(３) 定款変更届の提出について 
(４) 平成 27 年度事業説明会について 
(５)『安全振興会の手引き』(平成 27 年度版) 

の発行について 
(６) 平成 27 年度ポスターコンクール、作文 

コンクールについて 
(７) 平成 27 年度補助金・委託金の執行につ 

いて 
(８) 平成 26 年度コンプライアンス担当理事 

報告について 
【協議事項】 

1 平成 26年度事業報告及び事業報告の附属明 
細書案の件 

2 平成 26年度決算報告案の件 
3 算出方法書修正及び平成 28年度共済掛金の 

件 
4 評議員選任の件 
5 理事及び監事選任の件 

臨時 平成 28 年 3 月 23 日（水） 
【報告事項】 
１ 主たる事務所の移転について 
２ 平成 27年度修学奨励生採用について 
３ ポスターコンクール選考結果について 
４ 作文コンクール選考結果について 
５ 作文コンクール選考委員選任について 

６ 申請書等の様式変更について 
７ 加入・減額及び見舞金給付状況について 
８ マイナンバー（特定個人情報）取扱規程策 

定について 
９ 「共済規程の運用について」の変更について 
10 「共済マニュアル」の策定及び変更について 
11 第５回全国高等学校等安全互助会連絡協議 

会総会及び研究大会沖縄大会報告について 
12 税理士による中間財務諸表調査結果報告に 

ついて 
13 ＰＴＡ・青少年教育団体共済法第 18条の 

規定に基づく立入検査の結果報告について 
14 平成 27年度中間会計監査結果報告につい 

て 
15 郵送料の本会負担について 
16 義歯見舞金審査委員の辞任・解任及び選任 

について 
17 事務局職員の人事について 
18 平成 28年度事業計画について 
19 平成 28年度補助金・委託金について 
20 平成 28年度予算について 
21 その他の報告について 

(１)『平成 27 年度安全振興会事業概要』の発 
行について 

(２)『作文コンクール最優秀作品集』の発行 
について 

(３) 平成 26 年度事業報告書の教育長への提 
出について 

(４) 公益目的支出計画実施報告書の提出に 
ついて 

(５)『安全振興会報第 65号』の発行について 
(６) 平成27年度コンプライアンス研修について 
(７)『平成 28 年度版安全振興会のご案内』の 

発行について 
(８)『安全振興会報 66 号』の発行について 
 

◆理事会 
第１回 平成 27 年 6 月 10 日(水) 
【報告事項】 
１ 平成 26年度共済監査報告について 
２ 平成 26年度行政課立入検査報告について 
３ 平成 26年度コンプライアンス担当理事報 

告について 
４ その他の報告について 

(1) 安全普及啓発活動実施届の提出について 
(2) 共済規程変更申請の承認について 
(3) 定款変更届の提出について 
(4) 平成 27 年度事業説明会について 
(5)『安全振興会の手引き』(平成 27年度版) 

 の発行について 
(6) 平成 27 年度ポスターコンクール、作文 

コンクールについて 
(7) 平成27年度補助金・委託金の執行について 

【協議事項】 
１ 平成 26年度事業報告及び事業報告の附属 

明細書案の件 
２ 平成 26年度決算報告案の件 
３ 算出方法書修正及び平成28年度共済掛金の件 
４ 平成 27年度年間事業予定案の件 
５ 評議員及び理事・監事候補選任の件 
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６ 顧問選任の件 
７ 平成 27年度定時評議員会開催の件 

第２回 平成 27 年 6 月 25 日(木)  
【協議事項】 
１ 理事長選定の件 
２ 常務理事選定の件 
３ 内部管理に係る担当者選任の件 

【報告事項】 
１ 事務局職員の人事について 

第３回 平成 27 年 7 月 7 日(火)  
【報告事項】 
１ 加入及び見舞金等給付状況について 

【協議事項】 
１ 平成 27年度修学奨励生採用の件 
２ 義歯見舞金審査委員の辞任及び選任の件 

第４回 平成 27 年 11 月 17 日(火)  
【報告事項】 
１ 加入・減額及び見舞金等給付状況について 
２ 税理士による中間財務諸表調査結果報告に 

ついて 
３ ＰＴＡ・青少年教育団体共済法第 18 条の規 

定に基づく立入検査の結果報告について 
４ 平成27年度中間会計監査結果報告について 
５ ポスターコンクール選考結果について 
６ 第 5回全国高等学校安全互助会総会及び研 

究大会沖縄大会報告について 
７ 郵送料の本会負担について 
８ その他の報告について 

(1)『安全振興会報第 65 号』の発行について 
(2)『平成 28 年度版安全振興会のご案内』の
発行予定について 

【協議事項】 
１ 平成 28年度補助金・委託金申請の件 
２ 共済マニュアル策定の件 

第５回 平成 27 年 12 月 7 日(月)  
【協議事項】 
１ 主たる事務所の移転の件 

第６回 平成 28 年３月９日(月)  
【報告事項】 
１ 事務職員の人事について 
２ 平成 27年度修学奨励生採用について 
３ 申請等の様式変更について 
４ 加入･減額及び見舞金給付状況について 
５ その他の報告について 

(1)『平成 28 年度版安全振興会のご案内』の 
発行について 

(2)『安全振興会報 66 号』の発行について 
【協議事項】 
１ マイナンバー(特定個人情報) 取扱規程の件 
２ 作文コンクール選考委員選任の件 
３ 平成 28年度事業計画案の件 
４ 平成 28年度補助金・委託金の件 
５ 平成 28年度予算案の件 
６ 義歯見舞金審査委員の解任及び選任の件 
７ 「共済規程の運用について」の変更の件 
８ 「共済マニュアル」の変更の件 
９ 平成 27年度臨時評議員会開催の件 

 
◆監査等 
平成 26年度 PTA・青少年教育団体共済監査 

平成 27年 5 月 14 日(土)  
平成 26年度財務諸表調査報告 

平成 27年 5 月 8 日(金)  
平成 26年度監事監査 

平成 27年 6 月 1 日(月)  
平成 26年度 PTA共済法に基づく立入検査 

平成 27年 10月 19日(月)  
平成 27年度中間会計監査 

平成 27年 11月 17日(月)  
平成 27年度個人情報保護業務監査 

平成 27年 3 月 15 日(火)  
 

◆作文選考委員会 
第 1 回 平成 27 年 5 月 27 日(水)  
１ 選考委員に関する確認事項について 
２ 最優秀作品の扱いについて 
３ 最近の応募状況について 
４ 平成 27年度募集要項について 
５ 平成 27年度の選考方法について 
６ 選考の日程について 
７ その他 

第 2 回 平成 27 年 11 月 10 日(火)  
１ 第一次選考 

第 3 回 平成 27 年 11 月 20 日(金)  
１ 第二次選考の１ 

第 4 回 平成 27 年 12 月 4 日(金)  
１ 第二次選考の２ 

 
◆常務理事会 

第 1回 平成 27年  4月3 日(金)  
第 2回 平成 27年 4 月 20 日 (月)  
第 3回 平成 27年 5 月 15 日 (金)  
第 4回 平成 27年 6 月 1 日 (月)  
第 5回 平成 27年 6 月 10 日 (水)  
第 6回 平成 27年 6 月 21 日 (月)  
第 7回 平成 27年 6 月 25 日 (木)  
第 8回 平成 27年 6 月 25 日 (木)  
第 9回 平成 27年 7 月 7 日 (火)  
第 10 回 平成 27年 7 月 17 日 (金)  
第 11 回 平成 27年 8 月 6 日 (木)  
第 12 回 平成 27年 8 月 25 日 (火)  
第 13 回 平成 27年 9 月 29 日 (火)  
第 14 回 平成 27年 11月 10 日 (火)  
第 15 回 平成 27年 11月 17 日 (火)  
第 16 回 平成 27年 12月 7 日 (月)  
第 17 回 平成 28年 1 月 27 日 (水)  
第 18 回 平成 28年 2 月 9 日 (火)  
第 19 回 平成 28年 2 月 23 日 (火)  
第 20 回 平成 28年 3 月 9 日 (水)  
第 21 回 平成 28年 3 月 23 日 (水)  
 

◆義歯見舞金審査委員会 
第 1回 平成 27年 4 月 23 日 (木)  
第 2回 平成 27年 6 月 11 日 (木)  
第 3回 平成 27年 8 月 20 日 (木)  
第 4回 平成 27年 11月 5 日 (木)  
第 5回 平成 28年 1 月 14 日 (木)  
第 6回 平成 28年 3 月 17 日 (木) 
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役員の補充改選 〈◎印新任〉 
理事 倉金榮(理事長)、小泉力也、荒木高司、栁
川秀史(以上、常務理事)、◎大石幸和、◎市川
陽一、赤松伸一、渡辺英司 

監事 中野真衣子、伊東由美、平賀美奈子 
〔退任〕（理事）松本一彦、川口吉秋 
 

諸事業 
１．会報の発行 9 月に第 67 号を 140,500 部発
行、2 月に第 68 号を 137,190 部発行。 

２．「安全振興会のご案内」（平成 29 年度）の発行 
表紙に高Ｐ連広報紙コンクール安全振興会写
真賞受賞作品（県立神奈川工業高等学校ＰＴＡ
会報）を使用。1 月に 158,000 部発行。全会員・
新入生の保護者及び教職員に配付。協賛事業、
補助事業等の諸会場において PR用にも使用。 

３．作文コンクール テーマは「『安全』又は『健
康』」。応募数 14 校 870 編。最優秀賞 2 編、優
秀賞 6 編、佳作 38 編。最優秀賞の県立大和西
高校高田夏美、県立吉田島総合高校井上友花の
作品を『安全振興会のご案内』(平成 29年度版)
に掲載。 

４．ポスターコンクール 高文連美術・工芸専門
部に委託して実施。応募数 9校 142 点。最優秀
賞 2点、優秀賞 11点、佳作 12 点。最優秀市立
横須賀総合高校入澤友香の作品を安全推進月
間キャンペーン用ポスターに、横浜隼人高校川
畑聡美の作品を作文コンクール作品募集用ポ
スターに作成し、県立学校に送付。 

５．補助事業 「学校安全の普及充実事業」とし
て、各団体に補助金を交付した。 
(1) 高 P連交通安全運動事業 
(2) 高 P連安全啓発事業 
(3) 校長会交通安全教育推進運動｢スタートか
ながわ｣を中心とした交通安全運動の展開と
交通安全教育に係る指導方法の研究 

(4)高文連安全対策事業 
(5) 高体連安全対策事業 
(6) 定時制通信制高校における安全・健康のあ
り方の研究 

６．見舞金の給付 死亡見舞金 0件、障害見舞金
4件、負傷等見舞金 2,105件、義歯見舞金23件、
供花料 29 件。合計 2,161 件に 1 億 267 万余円
を給付。 

７．修学奨励事業 採用定員は県立学校全日制及
び定時制課程につき各1名計163名。月額 6,000
円を給付。 

８．会費減額 6,897 名 
 

諸会議の記録 
◆評議員会 

定時 平成 28年６月 23日(木) 
【報告事項】 

1 平成 27年度共済監査報告について 
2 平成 27年度個人情報保護監査について 
3 平成28年度年間事業予定について 

4 平成27年度コンプライアンス担当理事報告について 
5 その他の報告について 

(１) 安全普及啓発活動実施届の提出について 
(２) 共済規程変更申請の承認について 
(３) 平成 28 年度事業説明会について 
(４)『安全振興会の手引き』(平成 28 年度版)  

の発行について 
(５) 平成 28 年度ポスターコンクール、作文 

コンクールについて 
(６) 平成28年度補助金･委託金の執行について 
(７) 役員賠償責任保険及び情報漏えい保険 

について 
【協議事項】 

1 平成27年度事業報告及び事業報告の附属明 
細書案の件 

2 平成 27年度決算報告案の件 
3 公益目的支出計画実施報告書の件 
4 平成 28年度算出方法書修正の件 
5 平成29年度算出方法書修正及び共済掛金の件 
6 評議員選任の件 
7 理事選任の件 

臨時 平成 29年３月 14日(火) 
【報告事項】 
１ 加入・減額及び見舞金等給付状況について 
２ 平成 28年度修学奨励生採用について 
３ ポスターコンクール選考結果について 
４ 作文コンクール選考結果について 
５ 作文コンクール選考委員選任について 
６ 税理士による中間財務諸表調査結果報告に 

ついて 
７ 平成 28年度中間会計監査結果報告につい 
  て 
８ 第６回全国高等学校等安全互助会連絡協議 

会総会及び研究大会岐阜大会報告について 
９ ＰＴＡ・青少年教育団体共済法第 18 条の規 

定に基づく立入検査の結果報告について 
10 公印取扱規程の策定について 
11 「共済規程の運用について」等の改訂について 
12 事務局長選任について 
13 平成 29年度事業計画について 
14 平成 29年度補助金・委託金について 
15 平成 29年度予算について 
16 その他の報告について 

(１)『作文コンクール最優秀作品集』の発行について 
(２)『平成 28 年度安全振興会事業概要』の発 

行について 
(３) 平成 27 年度事業報告書の教育長への提 

出について 
(４) 公益目的支出計画実施報告書の提出について 
(５)『安全振興会報第 67号』の発行について 
(６)『平成 29 年度版安全振興会のご案内』の 

発行について 
(７) 平成28年度コンプライアンス研修について 
(８)『安全振興会報第 68 号』の発行について 

【協議事項】 
１ 規程等改訂の件 

(１)「運営規則」の改訂 
(２)「会費減額申請資格基準」の改訂 
(３)「役員・評議員等の選出と任期に関する 
   内規」の改訂 

平成2８年度（201６年度） 
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(４)「役員等の報酬等及び費用に関する規程」の改訂 
◆理事会 

第１回 平成 28 年６月９日(木) 
【報告事項】 
１ 平成 27年度共済監査報告について 
２ 平成 27年度個人情報保護監査について 
３ 平成 27年度コンプライアンス担当理事報 

告について 
４ その他の報告について 

(1) 安全普及啓発活動実施届の提出について 
(2) 共済規程変更申請の承認について 
(3) 平成 28 年度事業説明会について 
(4)『安全振興会の手引き』(平成 28年度版) 

の発行について 
(5) 平成 28 年度ポスターコンクール、作文 

コンクールについて 
(6) 平成 28年度補助金・委託金の執行について 
(7) 役員賠償責任保険及び情報漏えい保険に 

ついて 
【協議事項】 
１ 平成 27年度事業報告及び事業報告の附属 

明細書案の件 
２ 平成 27年度決算報告案の件 
３ 公益目的支出計画実施報告書の件 
４ 平成 28年度算出方法書修正の件 
５ 平成29年度算出方法書修正及び共済掛金の件 
６ 平成 28年度年間事業予定案の件 
７ 評議員及び理事候補選任の件 
８ 平成 28年度定時評議員会開催の件 

第２回 平成 28 年７月 14 日(木) 
【報告事項】 
１ 加入及び見舞金等給付状況について 

【協議事項】 
１ 平成 28年度修学奨励生採用の件 

第３回 平成 28 年 12 月１日(木) 
【報告事項】 
１ 加入・減額及び見舞金等給付状況について 
２ 税理士による中間財務諸表調査結果報告について 
３ ＰＴＡ・青少年教育団体共済法第 18 条の規 

定に基づく立入検査の結果報告について 
４ 平成 28年度中間会計監査結果報告について 
５ ポスターコンクール選考結果について 
６ 作文コンクール審査結果について 
７ 第６回全国高等学校等安全互助会連絡協議 

会総会及び研究大会岐阜大会報告について 
８ その他の報告について 

(1)『安全振興会報第 67 号』の発行について 
(2)『平成 29 年度版安全振興会のご案内』の 
  発行予定について 

【協議事項】 
１ 平成 29年度補助金・委託金申請の件 
２ 関東地区高Ｐ連大会神奈川大会への補助金の件 
３ 事務局長選任の件 

第４回 平成 29 年２月９日(木) 
【報告事項】 
１ 加入・減額及び見舞金等給付状況について 
２ ＰＴＡ・青少年教育団体共済法第 18 条の規 

定に基づく立入検査の結果について 
【協議事項】 
１ 作文コンクール選考委員選任の件 

２ 平成 29年度事業計画案の件 
３ 平成 29年度補助金・委託金の件 
４ 平成 29年度予算案の件 
５ 公印取扱規程の策定及び規程等の改訂の件 
６ 平成 28年度臨時評議員会開催の件 

 
◆監査等 
平成 27年度財務諸表調査報告 

平成 28年５月６日(金) 
平成 27年度 PTA･青少年教育団体共済監査 

平成 28年５月 10日(火) 
平成 27年度監事監査 

平成 28年５月 19日(木) 
平成 28年度 PTA共済法に基づく立入検査 

平成 28年 10月 11日(火) 
平成 28年度中間会計監査 

平成 28年 11月 16日(水) 
平成 28年度個人情報保護業務監査 

平成 29年２月 23日(木) 
 

◆作文選考委員会 
第 1 回 平成 28 年５月 26 日(木) 
１ 選考委員に関する確認事項について 
２ 最優秀作品の扱いについて 
３ 最近の応募状況について 
４ 平成 28年度募集要項について 
５ 平成 28年度の選考方法について 
６ 選考の日程について 
７ その他 

第 2 回 平成 28 年 10 月 5 日(水) 
１ 第一次選考 

第 3 回 平成 28 年 10 月 19 日(水) 
１ 第二次選考の１ 

第 4 回 平成 28 年 10 月 27 日(木) 
１ 第二次選考の２ 

 
◆常務理事会 

第１回 平成 28年 ４月 14 日 (木) 
第２回 平成 28年 ４月 26 日 (火) 
第３回 平成 28年 ５月 19 日 (木) 
第４回 平成 28年 ６月 ９日 (木) 
第５回 平成 28年 ６月 23 日 (木) 
第６回 平成 28年 ７月 14 日 (木) 
第７回 平成 28年 ８月 18 日 (木) 
第８回 平成 28年 ９月 15 日 (木) 
第９回 平成 28年 10月 25 日 (火) 
第 10 回 平成 28年 11月 17 日 (木) 
第 11 回 平成 28年 12月 １日 (木) 
第 12 回 平成 28年 12月 22 日 (木) 
第 13 回 平成 29年 １月 26 日 (木) 
第 14 回 平成 29年 ２月 ９日 (木) 
第 15 回 平成 29年 ２月 23 日 (木) 
第 16 回 平成 29年 ３月 14 日 (火) 
 

◆義歯見舞金審査委員会 
第１回 平成 28年 ５月 12 日 (木) 
第２回 平成 28年 ７月 28 日 (木) 
第３回 平成 28年 10月 13 日 (木) 
第４回 平成 29年 １月 12 日 (木) 
第５回 平成 29年 ３月 23 日 (木) 
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役員の改選 第 13 代理事長に栁川秀史 
理事 栁川秀史(理事長)、荒木高司、渡辺英司、
勝又修(以上、常務理事)、大石幸和、反町聡之、
松下孝、小宮龍一 

監事 中野真衣子、林忠、北村桃子 
 

公印取扱規程施行 
公印取扱規程を平成 29年 4月 1 日より施行。 

 
諸事業 

１．会報の発行 9 月に第 69 号を 139,500 部発
行、2 月に第 70 号を 138,370 部発行。 

２．「安全振興会のご案内」（平成 30 年度版）の発
行 表紙に高Ｐ連広報紙コンクール安全振興
会写真賞受賞作品（県立藤沢総合高等学校ＰＴ
Ａ広報紙 第 27号）を使用。12月に 157,000部
発行。全会員・新入生の保護者及び教職員に配
付。協賛事業、補助事業等の諸会場において PR
用にも使用。 

３．作文コンクール テーマは「『安全』又は『健
康』」。応募数 22 校 1025 編。最優秀賞 2編、優
秀賞 5 編、佳作 35 編。最優秀賞の県立瀬谷高
校石井航大、県立瀬谷西高校鈴木楓の作品を
『安全振興会のご案内』(平成 30 年度版)に掲
載。 

４．ポスターコンクール 高文連美術・工芸専門
部に委託して実施。応募数 12 校 146 点。最優
秀賞 2 点、優秀賞 10 点、佳作 12点。最優秀市
立横須賀総合高校千葉未帆の作品を安全推進
月間キャンペーン用ポスターに、県立神奈川総
合高校田口静来の作品を作文コンクール作品
募集用ポスターに作成し、県立学校に送付。 

５．補助事業 「学校安全の普及充実事業」とし
て、各団体に補助金を交付した。 
(1) 高Ｐ連交通安全運動事業 
(2) 高Ｐ連安全啓発事業 
(3) 校長会交通安全教育推進運動｢スタートか 

ながわ｣を中心とした交通安全運動の展開 
と交通安全教育に係る指導方法の研究 

(4) 高文連安全対策事業 
(5) 高体連安全対策事業 
(6) 定時制通信制高校における安全・健康のあ 

り方の研究 
(7) 関東地区高等学校 PTA 連合会大会神奈川 

大会 
６．見舞金の給付 死亡見舞金 2件、障害見舞金

7件、負傷等見舞金 2,112件、義歯見舞金17件、
供花料 16 件。合計 2,154 件に 1 億 3,164 万余
円を給付。 

７．修学奨励事業 採用定員は県立学校全日制及 
び定時制課程につき各 1名計 163 名。新基準に 

より募集。月額 6,000 円を給付。 
８．会費減額 7,696 名 
 

諸会議の記録 
◆評議員会 

定時 平成 29 年 6 月 22 日（木） 
【報告事項】 

1 平成 28年度共済監査報告について 
2 平成 30年度共済掛金について  
3 平成 29年度年間事業予定について 
4 平成 28年度個人情報保護監査について  
5 平成 28年度個人情報保護研修について  
6 共済マニュアル変更について 
7 平成 28年度コンプライアンス担当理事報告 

について 
8 その他の報告について 

(１) 安全普及啓発活動実施届の提出につい 
て  

(２) 共済規程変更申請の承認について 
(３) 平成 29 年度事業説明会について 
(４)『安全振興会の手引き』(平成 29 年度版)  

の発行について 
(５) 平成 29 年度ポスターコンクール、作文 

コンクールについて 
(６) 平成 29 年度補助金・委託金の執行につ 

いて 
(７) 役員賠償責任保険及び情報漏えい保険 

について 
【協議事項】 

1 平成 28年度事業報告及び事業報告の附属明 
細書案の件 

2 平成 28年度決算報告案の件 
3 公益目的支出計画実施報告書案の件 
4 評議員選任の件 
5 理事及び監事選任の件 

臨時 平成 30 年３月 13日（火） 
【報告事項】 
１ 加入・減額及び見舞金等給付状況について 
２ 平成 29年度修学奨励生採用について 
３ ポスターコンクール選考結果について 
４ 作文コンクール選考結果について 
５ 作文コンクール選考委員選任について 
６ 税理士による中間財務諸表調査結果報告に 

ついて 
７ 平成 29年度中間会計監査結果報告につい 
  て 
８ 第７回全国高等学校等安全互助会連絡協議 

会総会及び研究大会埼玉大会報告について 
９ ＰＴＡ・青少年教育団体共済法第 18 条の規 

定に基づく立入検査の結果報告について 
10 共済マニュアル改訂について 
11 情報公開規程策定について 
12 リスク管理の基本方針及びリスク管理規程 

策定について 
13 平成 30年度事業計画について 
14 平成 30年度補助金・委託金について 

平成2９年度（201７年度） 
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15 平成 30年度予算について 
16 その他の報告について 

(１) 『作文コンクール最優秀作品集』の発 
行について 

(２) 『平成 29年度安全振興会事業概要』の 
発行について 

(３) 平成 28 年度事業報告書の提出につい 
   て 
(４) 公益目的支出計画実施報告書の提出に 

ついて 
(５) 『安全振興会報第 69 号』の発行につい 
   て 
(６) 『平成 30年度版安全振興会のご案内』 

の発行について 
(７) 平成 29 年度コンプライアンス研修に 

ついて 
(８) 『安全振興会報第 70 号』の発行につい 
   て 

【協議事項】 
１ 運営規則及び共済規程改訂の件 
 
◆理事会 

第１回 平成 29 年６月８日(木) 
【報告事項】 
１ 平成 28年度修学奨励生採用について 
２ 平成 28年度共済監査報告について 
３ 平成 28年度個人情報保護監査について 
４ 平成 28年度個人情報保護研修について 
５ 平成 28年度コンプライアンス担当理事報 

告について 
６ その他の報告について 

(1) 安全普及啓発活動実施届の提出について 
(2) 共済規程変更申請の承認について 
(3) 平成 29 年度事業説明会について 
(4)『安全振興会の手引き』(平成 29年度版)  

の発行について 
(5) 平成 29 年度ポスターコンクール、作文 

コンクールについて 
(6) 平成 29 年度補助金・委託金の執行につ 

いて 
(7) 役員賠償責任保険及び情報漏えい保険に 

ついて 
【協議事項】 
１ 平成 28年度事業報告及び事業報告の附属 

明細書案の件 
２ 平成 28年度決算報告案の件 
３ 公益目的支出計画実施報告書案の件 
４ 平成 30年度共済掛金案の件 
５ 共済マニュアル変更案の件 
６ 平成 29年度年間事業予定案の件 
７ 評議員、理事並びに監事候補選任の件 
８ 平成 29年度定時評議員会開催の件 

第２回 平成 29 年 6 月 22 日(木) 
【協議事項】 
１ 理事長選定の件 
２ 常務理事選定の件 

３ 内部管理に係る担当者選任の件 
４ 義歯見舞金審査委員の解任及び選任の件 

第３回 平成 29 年７月 18 日(火) 
【報告事項】 
１ 加入及び見舞金等給付状況について 
２ 平成 29年度個人情報保護研修について 
３ その他の報告について 

(1) 平成 29 年度作文コンクール募集につい 
  て 
(2)「平成 28 年度業務報告書」の提出につい 
  て 
(3)「平成 28 年度公益目的支出計画実施報告 

書等」の提出について 
(4)「平成 29 年度安全振興会事業概要」につ 

いて 
【協議事項】 
１ 平成 29年度修学奨励生採用の件 

第４回 平成 29 年 12 月 14 日(木) 
【報告事項】 
１ 平成 29年度修学奨励生採用について 
２ 加入・減額及び見舞金等給付状況について 
３ 税理士による中間財務諸表調査結果報告に 

ついて 
４ ＰＴＡ･青少年教育団体共済法第 18 条の規 

定に基づく立入検査の結果報告について 
５ 平成 29年度中間会計監査結果報告につい 
  て 
６ ポスターコンクール選考結果について 
７ 作文コンクール審査結果について 
８ 第７回全国高等学校等安全互助会連絡協議
会総会及び研究大会埼玉大会報告について 

９ その他の報告について 
(1)『安全振興会報第 69 号』の発行について 
(2)『平成 30 年度版安全振興会のご案内』の
発行について 

【協議事項】 
１ 平成 30年度補助金･委託金申請の件 

第５回 平成 30 年２月８日(木) 
【報告事項】 
１ 加入・減額及び見舞金等給付状況について 
２ ＰＴＡ・青少年教育団体共済法第 18 条の規 

定に基づく立入検査の結果について 
【協議事項】 
１ 作文コンクール選考委員選任の件 
２ 平成 30年度事業計画案の件 
３ 平成 30年度補助金・委託金の件 
４ 平成 30年度予算案の件 
５ 共済マニュアル改訂の件 
６ 運営規則及び共済規程改訂の件 
７ 情報公開規程策定の件 
８ リスク管理の基本方針及びリスク管理規程
策定の件 

９ 平成 29年度臨時評議員会開催の件 
 
◆監査等 
平成 28年度財務諸表調査報告 
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平成 29年４月 24日(月) 
平成 28年度 PTA･青少年教育団体共済監査 

平成 29年５月 11日(木) 
平成 28年度監事監査 

平成 29年５月 18日(木) 
平成 29年度中間会計監査 

平成 29年 11月 16日(木) 
平成 29年度 PTA共済法に基づく立入検査 

平成 29年 11月 28日(火) 
平成 29年度個人情報保護業務監査 

平成 30年３月２日(金) 
 

◆作文選考委員会 
第１回 平成 29 年５月 25 日(木) 
１ 選考委員に関する確認事項について 
２ 最優秀作品の扱いについて 
３ 最近の応募状況について 
４ 平成 29年度募集要項について 
５ 平成 29年度の選考方法について 
６ 選考の日程について 
７ その他 

第２回 平成 29 年 10 月 4 日(水) 
１ 第一次選考 

第３回 平成 29 年 10 月 11 日(水) 
１ 第二次選考の１ 

第４回 平成 29 年 10 月 26 日(木) 
１ 第二次選考の２ 
 
◆常務理事会 

第１回 平成 29年 ４月 20 日 (木) 
第２回 平成 29年 ５月 18 日 (木) 
第３回 平成 29年 ６月 ８日 (木) 
第４回 平成 29年 ６月 22 日 (木) 
第５回 平成 29年 ６月 22 日 (木) 
第６回 平成 29年 ７月 18 日 (火) 
第７回 平成 29年 ７月 20 日 (木) 
第８回 平成 29年 ８月 22 日 (火) 
第９回 平成 29年 ９月 １日 (金) 
第 10 回 平成 29年 ９月 20 日 (水) 
第 11 回 平成 29年 10月 18 日 (水) 
第 12 回 平成 29年 11月 16 日 (木) 
第 13 回 平成 29年 12月 14 日 (木) 
第 14 回 平成 30年 １月 17 日 (水) 
第 15 回 平成 30年 ２月 ８日 (木) 
第 16 回 平成 30年 ３月 13 日 (火) 
 

◆義歯見舞金審査委員会 
第１回 平成 29年 ５月 11 日 (木) 
第２回 平成 29年 ７月 27 日 (木) 
第３回 平成 29年 ９月 28 日 (木) 
第４回 平成 29年 11月 30 日 (木) 
第５回 平成 30年 １月 25 日 (木) 
第６回 平成 30年 ３月 29 日 (木) 

 
 

 

役員の補充改選 〈◎印新任〉 
理事 栁川秀史(理事長)、荒木高司、渡辺英司、
勝又修(以、常務理事)、◎中野真衣子、◎久保
田啓一、松下孝、小宮龍一 

監事 ◎長俊介、林忠、北村桃子 
〔退任〕（理事）大石幸和、反町聡之 

（監事）中野真衣子 
 

本会事業見直しに着手 
生徒数（会員数）の減少と見舞金の件数及び給

付額の増加に伴い、収支バランスが崩れている状
況にあり、今後の本会の運営をより安定したもの
にするため令和元年４月１日以降に発生した災
害に対しての見舞金給付率を下げる、減額制度の
廃止等を検討、決定。 
 

加入並びに更新届の締め切りの変更 
従来 6 月 20 日の締め切りであった加入並びに

更新届を 6 月末に変更した。運営規則及び共済規
程の変更。これにより、6月 20 日に締め切った後
にまだ来ていない学校の督促が余裕をもってで
きることになった。（保険法により、期限を過ぎた
受付ができないため） 

 
情報公開規程、リスク管理の基本方針、

及びリスク管理規程策定 
平成 29 年度理事会において情報公開規程、リ

スク管理の基本方針、及びリスク管理規程が提案
され決議された。平成 30年度より施行。 
 

諸事業 
１．会報の発行 9 月に第 71 号を 139,000 部発
行、2 月に第 72 号を 137,740 部発行。 

２．「2019 年度版 安全振興会のご案内」の発行 
表紙に高Ｐ連広報紙コンクール安全振興会写
真賞受賞作品（県立生田東高等学校ＰＴＡ広報
紙「生田東」第 108 号）を使用。12月に 155,000
部発行。全会員・新入生の保護者及び教職員に
配付。協賛事業、補助事業等の諸会場において
PR 用にも使用。 

３．作文コンクール テーマは「『安全』又は『健
康』」。応募数 18 校 940 編。最優秀賞 2 編、優
秀賞 7 編、佳作 40 編。最優秀賞の県立大和西
高校加藤碧梨、県立大船高校郷右近夏海の作品
を『安全振興会のご案内』(2019 年度版)に掲載。 

４．ポスターコンクール 高文連美術・工芸専門
部に委託して実施。応募数 10 校 113 点。最優
秀賞 2 点、優秀賞 10 点、佳作 10点。最優秀相
洋高校梅津舞の作品を安全推進月間キャンペ
ーン用ポスターに、市立横須賀総合高校高橋
奈々の作品を作文コンクール作品募集用ポス

平成３０年度（201８年度） 
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ターに作成し、県立学校に送付。 
５．補助事業 「学校安全の普及充実事業」とし
て、各団体に補助金を交付した。 
(1) 高Ｐ連交通安全運動等健全育成事業 
(2) 高Ｐ連安全啓発事業 
(3) 交通安全教育推進運動｢スタートかながわ｣ 

を中心とした交通安全運動の展開と交通 
安全教育に係る指導方法の研究 

(4) 高文連安全対策事業 
(5) 高体連安全対策事業 
(6) 定時制通信制高校における安全・健康のあ 

り方の研究 
６．見舞金の給付 死亡見舞金 1件、障害見舞金

4件、負傷等見舞金 2,123件、義歯見舞金31件、
供花料 12 件。合計 2,171 件に 1 億 1,223 万余
円を給付。 

７．修学奨励事業 採用定員は県立学校全日制及
び定時制課程につき各 1名計 163 名。新基準によ
り募集。月額 6,000 円を給付。 
８．会費減額 7,669 名 
 

諸会議の記録 
◆評議員会 

定時 平成 30 年 6 月 21 日（木） 
【報告事項】 

1 平成 29年度共済監査報告について 
2 平成 29度個人情報保護監査について 
3 平成 29年度個人情報保護研修について 
4 平成29年度コンプライアンス担当理事報告について 
5 平成 30年度年間事業予定について 
6 その他の報告について 

(１) 安全普及啓発活動実施届の提出について 
(２) 共済規程変更申請の承認について 
(３) 平成 30 年度事業説明会について 
(４)『安全振興会の手引き』(平成 30 年度版) 

 の発行について 
(５) 平成 30 年度ポスターコンクール、作文 

コンクールについて 
(６) 平成30年度補助金・委託金の執行について 
(７) 保険の加入について 

【協議事項】 
1 平成 29年度事業報告及び事業報告の附属明
細書案の件 

2 平成 29年度決算報告案の件 
3 公益目的支出計画実施報告書案の件 
4 評議員、理事及び監事選任の件 

臨時 平成 30 年 10 月 18 日（木） 
【報告事項】 
１ 加入及び見舞金等給付状況について 
２ 平成 30年度修学奨励生採用について 
３ 顧問退任に伴う記念品の決定及び慶弔に関 

する内規の改訂について 
４ その他の報告について  

(１) 平成30年度作文コンクール募集について 
(２)「平成29年度業務報告書」の提出について 
(３)「平成 29 年度公益目的支出計画実施報 

告書等」の提出について 
(４)「平成 30 年度版安全振興会事業概要」に 

ついて 

(５) 評議員・理事及び監事の就任及び退任届 
の提出について 

(６)「安全振興会報第 71 号」の発行について 
【協議事項】 
１ 見舞金給付率変更の件  
２ 負傷等見舞金の支給要件変更の件 
３ 会費減額制度廃止の件 
４ 見舞金の支払期限変更の件 

臨時 平成 31 年 3 月 14 日（木)  
【報告事項】 
１ 加入・減額及び見舞金等給付状況について 
２ 平成 30年度修学奨励生採用について 
３ ポスターコンクール選考結果について 
４ 作文コンクール審査結果について 
５ 作文コンクール選考委員選任について 
６ 税理士による中間財務諸表調査結果報告に 

ついて 
７ 平成30年度中間会計監査結果報告について 
８ 第８回全国高等学校等安全互助会連絡協議 

会総会及び研究大会静岡大会報告について 
９ ＰＴＡ・青少年教育団体共済法第 18 条の規 

定に基づく立入検査の結果報告について 
10 修学奨励生給付基準変更について 
11 共済マニュアル変更について 
12 事務局長選任について 
13 2019 年度事業計画について 
14 2019 年度補助金・委託金について 
15 2019 年度予算について 
16 その他の報告について 

(1）『2019 年度版 安全振興会のご案内』 
     の発行について 
(2) 平成30年度コンプライアンス研修について 
(3) 『安全振興会報第72号』の発行について 
(4) 共済規程変更申請承認について 
 

◆理事会 
第１回 平成 30 年６月７日(木) 
【報告事項】 
１ 平成 29年度共済監査報告について 
２ 平成 29年度個人情報保護監査について 
３ 平成 29年度個人情報保護研修について 
４ 平成 29年度コンプライアンス担当理事報 

告について 
５ その他の報告について 

(1) 安全普及啓発活動実施届の提出について 
(2) 共済規程変更申請の承認について 
(3) 平成 30 年度事業説明会について 
(4)『安全振興会の手引き』(平成 30年度版)  

の発行について 
(5) 平成 30 年度ポスターコンクール、作文 

コンクールについて 
(6) 平成30年度補助金・委託金の執行について 
(7) 保険の加入について 

【協議事項】 
１ 平成 29年度事業報告及び事業報告の附属 

明細書案の件 
２ 平成 29年度決算報告案の件 
３ 公益目的支出計画実施報告書案の件 
４ 平成 30年度年間事業予定案の件 
５ 評議員、理事並びに監事候補選任の件 
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６ 平成 30年度定時評議員会開催の件 
第２回 平成 30 年７月 11 日(水) 
【報告事項】 
１ 加入及び見舞金等給付状況について 
２ その他の報告について 
３ 平成 30年度作文コンクール募集について 
４ 「平成 29年度業務報告書」の提出について 
５ 平成 29年度公益目的支出計画実施報告書 

等」の提出について 
６ 「平成30年度安全振興会事業概要」について 

【協議事項】 
１ 平成 30年度修学奨励生採用の件 
２ 顧問退任に伴う記念品の件 

第３回 平成 30 年９月 20 日(木) 
【報告事項】 
１ 加入及び見舞金等給付状況について 
２ 平成 30年度修学奨励生採用について 
３ その他の報告について 

(1) 『安全振興会報第 71 号』の発行について 
(2) 評議員・理事及び監事の就任及び退任届 

の提出について 
【協議事項】 
１ 本会の事業見直しの件 
２ 共済規程改訂の件 
３ 共済掛金及び準備金に関する算出方法書改訂の件 
４ 運用規定改訂の件 
５ 会費減額申請資格基準廃止の件 
６ 平成 30年度臨時評議員会開催の件 

第４回 平成 30 年 12 月 13 日(木) 
【報告事項】 
１ 加入・減額及び見舞金等給付状況について 
２ 税理士による中間財務諸表調査結果報告に 

ついて 
３ ＰＴＡ･青少年教育団体共済法第１８条の 

規定に基づく立入検査の結果報告について 
４ 平成30年度中間会計監査結果報告について 
５ ポスターコンクール選考結果について 
６ 作文コンクール審査結果について 
７ 第８回全国高等学校等安全互助会連絡協議 

会総会及び研究大会静岡大会報告について 
８ その他の報告について 
９ 『2019 年度安全振興会のご案内』の発行について 
10 共済規程変更申請の承認について 

【協議事項】 
１ 2019 年度補助金･委託金申請の件 
２ 修学奨励金給付基準変更の件 
３ 共済マニュアル変更の件 
４ 事務局長選任の件 

第５回 平成 31 年２月７日(木) 
【報告事項】 
１ 加入・減額及び見舞金等給付状況について 
２ 平成 30年度修学奨励生採用について 

【協議事項】 
１ 作文コンクール選考委員選任の件 
２ 2019 年度事業計画案の件 
３ 2019 年度補助金・委託金の件 
４ 2019 年度予算案の件 
５ 平成 30年度臨時評議員会開催の件 

 
◆監査等 

平成 29年度財務諸表調査報告 
平成 30年４月 19日(木) 

平成 29年度 PTA･青少年教育団体共済監査 
平成 30年５月２日(水) 

平成 29年度監事監査 
平成 30年５月 17日(木) 

平成 30年度 PTA共済法に基づく立入検査 
平成 30年 10月 29日(月) 

平成 30年度個人情報保護監査 
平成 30年 10月 31日(水) 

平成 30年度中間会計監査 
平成 30年 11月 29日(木) 

 
◆作文選考委員会 

第１回 平成 30 年５月 24 日(木) 
１ 選考委員に関する確認事項について 
２ 最優秀作品の扱いについて 
３ 最近の応募状況について 
４ 平成 30年度募集要項について 
５ 平成 30年度の選考方法について 
６ 選考の日程について 
７ 来年度の募集締切日について 
８ その他 

第２回 平成 30 年 10 月 10 日(水) 
１ 第一次選考 

第３回 平成 30 年 10 月 18 日(木) 
１ 第二次選考の１ 

第４回 平成 30 年 10 月 25 日(木) 
 １ 第二次選考の２ 

 
◆常務理事会 

第１回 平成 30年 ４月 19 日 (木) 
第２回 平成 30年 ５月 17 日 (木) 
第３回 平成 30年 ６月 ７日 (木) 
第４回 平成 30年 ６月 21 日 (木) 
第５回 平成 30年 ７月 11 日 (水) 
第６回 平成 30年 ８月 27 日 (月) 
第７回 平成 30年 ９月 ７日 (金) 
第８回 平成 30年 ９月 20 日 (木) 
第９回 平成 30年 10月 18 日 (木) 
第 10 回 平成 30年 11月 29 日 (木) 
第 11 回 平成 30年 12月 13 日 (木) 
第 12 回 平成 31年 １月 16 日 (水) 
第 13 回 平成 31年 ２月 ７日 (木) 
第 14 回 平成 31年 ３月 14 日 (木) 
 

◆義歯見舞金審査委員会 
第１回 平成 30年 ５月 10 日 (木) 
第２回 平成 30年 ７月 ５日 (木) 
第３回 平成 30年 ８月 30 日 (木) 
第４回 平成 30年 10月 18 日 (木) 
第５回 平成 30年 12月 20 日 (木) 
第６回 平成 31年 ２月 28 日 (木) 
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役員の改選 第 14 代理事長に勝又修 
理事 勝又修(理事長)、渡辺英司、小宮龍一、松

下孝(以上、常務理事)、中野真衣子、井坂
秀一、赤松伸一、反町聡之 

監事 佐藤理恵、林忠、静井こずえ 
 

見舞金給付率の変更及び「調整１割給付」
等に対する対応 
生徒数（会員数）の減少と見舞金の件数及び給

付額の増加に伴い、収支バランスが崩れている状
況にあり、今後の本会の運営をより安定したもの
にするため平成 31 年４月１日以降に発生した災
害に対しての見舞金給付率を次のように変更し
た。 
〇死亡見舞金  スポーツ振興センターの給

付額の 70％ → 50％ 
〇障害見舞金  スポーツ振興センターの給

付額の 70％ → 50％ 
〇負傷等見舞金 スポーツ振興センターの給

付額の 60％ → 50％ 
また、非課税世帯等で医療費の窓口負担無しの

場合の負傷等見舞金給付の不公平を是正するた
め、負傷等見舞金の支給要件に、次のように「調
整１割給付」等に対する対応を追加した。 

スポーツ振興センター「医療費支払通知書」備
考欄に「調整１割給付」等とあるものについて
は、同一の事由による災害に対するスポーツ振
興センターの医療費給付額の合計が３，７５０
円以上となったとき、医療費給付額の４倍をス
ポーツ振興センターの給付額とみなす。 

上記に伴い、共済規程及び共済マニュアルの改
訂を行った。 

 
見舞金支払い期限の変更 
見舞金の支払の期限が、「決定から６０日以内」

となっていたがが、これを「請求完了日から６０
日以内」と変更した。「決定」の期日はあいまいで
あり、変動する場合があるため、請求書類の提出
が整った「請求完了日」とすることで、あいまい
さをなくし、給付までの期間をより短くするため
である。 
 

減額制度の廃止 
「奨学給付金」制度により、会費相当金額の給

付が受けられる状況になっているなど、非課税世
帯等への支援制度が充実してきているため。また、
資格確認のための収入額等の個人情報の取扱い
が厳しくなり、減額申請のために経費が掛かる場
合も出ているため、減額制度を廃止した。そのこ
とに対応して非課税世帯等への見舞金給付を充
実させることとした。 

 
交通安全運動報告会の廃止について 
前年度まで１月に行われる高Ｐ連主催の「交通

安全対策特別委員会」及び「交通安全運動連絡会」
と同日に本会主催の「安全振興会補助事業交通安
全運動報告会」が行われていたが、これを１本化
し、令和元年度より高Ｐ連主催の「第２回交通安
全運動連絡会」として開催されることとなった。 
 

諸事業 
１．会報の発行 9 月に第 73 号を 136,500 部発
行、2 月に第 74 号を 135,390 部発行。 

２．「安全振興会のご案内」（令和２年度版）の発
行 表紙に高Ｐ連広報紙コンクール安全振興
会特別賞受賞作品（写真部門 県立松陽高校Ｐ.
Ｔ.Ａ.NEWS No.113）を使用。12 月に 154,000
部発行。全会員・新入生の保護者及び教職員に
配付。協賛事業、補助事業等の諸会場において
PR 用にも使用。 

３．作文コンクール テーマは「『安全』又は『健
康』」。応募数 20 校 898 編。最優秀賞 2 編、優
秀賞 5 編、佳作 42 編。最優秀賞の県立七里ガ
浜高校池田結月、県立新城高校鈴木こころの作
品を『安全振興会のご案内』(令和２年度版)に
掲載。 

４．ポスターコンクール 高文連美術・工芸専門
部に委託して実施。応募数 12 校 121 点。最優
秀賞 2 点、優秀賞 10 点、佳作 12点。最優秀市
立横須賀総合高校清水咲妃の作品を安全推進
月間キャンペーン用ポスターに、県立白山高校
岩本桃佳の作品を作文コンクール作品募集用
ポスターに作成し、県立学校に送付。 

５．補助事業 「学校安全の普及充実事業」とし
て、各団体に補助金を交付した。 
(1) 高Ｐ連交通安全運動等健全育成事業 
(2) 高Ｐ連安全啓発事業 
(3) 校長会交通安全教育推進運動｢スタートか 

ながわ｣を中心とした交通安全運動の展開 
と交通安全教育に係る指導方法の研究 

(4) 高文連安全対策事業 
(5) 高体連安全対策事業 
(6) 定時制通信制高校における安全・健康のあ 

り方の研究 
６．見舞金の給付 死亡見舞金 2件、障害見舞金

7件、負傷等見舞金 2,123件、義歯見舞金24件、
供花料 17 件。合計 2,173 件に 1 億 4,697 万余
円を給付。 

７．修学奨励事業 採用定員は県立学校全日制及
び定時制課程につき各 1 名計 163 名。新基準に
より募集。月額 6,000 円を給付。 

 
諸会議の記録 
◆評議員会 

定時 令和元年６月 20 日(木) 
【報告事項】 
１ 平成 30年度共済監査報告について 

令和元年度（平成31･2019年度） 
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２ 平成 30年度個人情報保護監査について 
３ 平成 30年度個人情報保護研修について 
４ 平成 30年度コンプライアンス担当理事報 

告について 
５ 令和元年度年間行事予定について 
６ その他報告について 

(1) 2019 年度事業説明会について 
(2)『2019 年度版安全振興会の手引き』の発 

行について 
(3) 令和元年度ポスターコンクール 
(4) 作文コンクールについて 
(5) 令和元年度補助金・委託金について 

【協議事項】 
１ ・平成 30 年度事業報告及び事業報告の附属
明細書案の件 

２ 平成 30年度決算報告案の件 
３ 公益目的支出計画実施報告書案の件 
４ 評議員選任の件 
５ 理事及び監事選任の件 
６ 共済規程（別表及び共済掛金及び準備金に
関する算出方法書) 改定の件 

 

臨時 令和 2 年 3 月 13 日（金) 
新型コロナウイルス感染状況及び県教育委員会 
等の対応を鑑み、中止した。 

 
◆ 理事会 

第１回 令和元年５月 31 日(金) 
【報告事項】 
１ 平成 30年度共済監査報告について 
２ 平成 30年度個人情報保護監査について 
３ 平成 30年度個人情報保護研修について 
４ 平成 30年度コンプライアンス担当理事報
告について 

５ その他の報告について 
(1)安全普及啓発活動実施届の提出について 
(2)2019 年度事業説明会について 
(3)『2019 年度版安全振興会の手引き』の発 

行について 
(4)令和元年度ポスターコンクール、作文コン 

クールについて 
(5)令和元年度補助金・委託金の執行について 

【協議事項】 
１ 平成 30年度事業報告及び事業報告の附属
明細書案の件 

２ 平成 30年度決算報告案の件 
３ 公益目的支出計画実施報告書案の件 
４ 令和元年度年間事業予定案の件 
５ 評議員候補選任の件 
６ 理事並びに監事候補選任の件 
７ 共済規程改定(別表及び共済掛金に関する
算出方法書)の件 

８ 令和元年度定時評議員会開催の件 
第２回 令和元年 6 月 20 日(木) 
【協議事項】 
１ 理事長選定の件 

２ 常務理事選定の件 
３ 内部管理に係る担当者選定の件 
４ 義歯見舞金審査委員の解任及び選任の件 

第３回 令和元年７月 19 日(金) 
【報告事項】 
１ 加入及び見舞金等給付状況について 
２ その他の報告について 

(1)共済規程変更承認申請について 
(2)「平成 30 年度業務報告書」の提出につい 

て 
(3)「平成 30 年度公益目的支出計画実施報告
書等」の提出について 

【協議事項】 
１ 令和元年度修学奨励生採用の件 
２ 義歯見舞金審査委員の解任及び選任の件 

第４回 令和元年 12 月 13 日(金) 
【報告事項】 
１ 加入及び見舞金等給付状況について 
２ 令和元年度修学奨励生採用について 
３ ＰＴＡ･青少年教育団体共済法第１８条の 

規定に基づく立入検査の結果報告について 
４ 税理士による中間財務諸表調査結果報告に 

ついて 
５ 令和元年度中間会計監査結果報告について 
６ ポスターコンクール選考結果について 
７ 作文コンクール審査結果について 
８ 第 9 回全国高等学校等安全互助会連絡協議
会総会及び研究大会北海道大会報告につい
て 

９ 交通安全運動報告会について 
10 個人情報保護監査について 
11 その他の報告について 

(1)『安全振興会報第 73 号』の発行について 
(2)『令和２年度版安全振興会のご案内』の発
行について 

(3) 評議員・理事及び監事の就任及び退任届
の提出について 

【協議事項】 
１ 令和２年度補助金･委託金申請の件 
２ 令和２年度新規学校安全の普及充実事業

(熱中症アラーム) の件 
第５回 令和２年２月７日(金) 
【報告事項】 
１ 加入及び見舞金等給付状況について 
２ 令和元年度第２回交通安全運動連絡会につ
いて 

【協議事項】 
１ 作文コンクール選考委員選任の件 
２ 令和２年度事業計画案の件 
３ 令和２年度補助金・委託金の件 
４ 令和２年度予算案の件 
５ 共済マニュアル改訂の件 
６ 令和元度臨時評議員会開催の件 

 
◆監査等 
平成 30年度財務諸表調査報告 
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平成 31年４月 25日(木) 
平成 30年度 PTA･青少年教育団体共済監査 

令和元年５月 10日(金) 
平成 30年度監事監査 

令和元年５月 17日(金) 
令和元年度 PTA共済法に基づく立入検査 

令和元年 10月 28日(月) 
令和元年度個人情報保護監査 

令和元年 11月 15日(金) 
令和元年度中間会計監査 

令和元年 11月 15日(金) 
 

◆作文選考委員会 
第１回 令和元年５月 24 日(金) 
１ 選考委員に関する確認事項について 
２ 最優秀作品の扱いについて 
３ 最近の応募状況について 
４ 令和元年度募集要項について 
５ 令和元年度の選考方法について 
６ 選考の日程について 
７ 来年度の募集締切日について 
８ その他 

第 2 回 令和元年 10 月９日(水) 
１ 第一次選考 

第 3 回 令和元年 10 月 28 日(月) 
１ 第二次選考の１ 

第 4 回 令和元年 11 月１日(金) 
１ 第二次選考の２ 
 
◆常務理事会 

第１回 平成 31年 ４月 19 日 (金)  
第２回 令和元年 ５月 17 日 (金)  
第３回 令和元年 ５月 31 日 (金)  
第４回 令和元年 ６月 20 日 (金)  
第５回 令和元年 ６月 20 日 (金)  
第６回 令和元年 ７月 19 日 (金)  
第７回 令和元年 ８月 30 日 (金)  
第８回 令和元年 ９月 ６日 (金)  
第９回 令和元年 10月 17 日 (木)  
第 10 回 令和元年 11月 15 日 (金)  
第 11 回 令和元年 12月 13 日 (金)  
第 12 回 令和２年 ２月 ７日 (金)  
 

◆義歯見舞金審査委員会 
第１回 平成 31年 ４月 25 日 (木) 
第２回 令和元年 ８月 １日 (木) 
第３回 令和元年 ９月 30 日 (月) 
第４回 令和元年 11月 ７日 (木) 
第５回 令和２年 １月 ９日 (木) 
第６回 令和２年 ２月 ６日 (木) 

 
 

 

役員の補充改選 〈◎印新任〉 
理事 勝又修(理事長)、渡辺英司、小宮龍一、松

下孝(以上、常務理事)、◎米山賢、井坂秀一、
赤松伸一、反町聡之 

監事 ◎田中玲、◎熊坂和也、◎中野真衣子 
〔退任〕（理事）中野真衣子 

（監事）佐藤理恵、林忠、静井こずえ 
 

事務局長人事 
第 12 代事務局長に元校長の髙尾成弘が就任 

 
定款の改訂 
コロナ感染症緊急事態宣言等の緊急事態下に

おける評議員の開催及び決議方法が課題となっ
た。また、教育局行政課行政グループの立入検査
において、コロナ対応時等における評議員会の書
面決裁を前向きに検討するよう口頭にて指摘を
受けた。これらを受け、第 19 条第 3 項に評議員
会の決議の省略について新設した。 
 

熱中症アラーム寄贈 
近年、熱中症による災害の報告が増加している

ことに鑑み、本会としても事故防止に向けて検討
してきた。令和元年度運営懇談会において県保健
体育課、県立学校長会、県高等学校ＰＴＡ連合会
からも希望があり、令和２年度学校安全の普及充
実事業として、県立高等学校・中等教育学校に「黒
球式熱中症指数計」（ＷＢＧＴ計）141 台を寄贈し
た。また、令和２年３月 27 日に神奈川県教育委
員会から感謝状が贈呈され、桐谷教育長より「指
数計を活用することで、一段と適切な対応ができ
ると感じている。生徒の安心、安全を第一に考え
て今後も対応していく」との謝辞をいただいた。 

 
修学奨励生給付基準の改訂 
本会の修学奨励金は、なるべく多くの困窮して

いる生徒を対象にしたいという趣旨により、従来
は『他の奨学金の給付を受けていたい者』として
いた。しかし、社会状況の変化により、奨学金の
種類も増え、学校によっては既給付生以外の希望
者が出ない場合がある。また生徒の事情によって
は重複した奨学金制度を活用させたい生徒がい
るとの声もある。このことから修学奨励生給付基
準を改定し、令和 3年度より重複推薦も可とした。 
 

諸事業 
１．会報の発行 9 月に第 75 号を 134,700 部発
行、2 月に第 76 号を 133,740 部発行。 

２．「令和 3年度版 安全振興会のご案内」の発行 
表紙に令和 2年度高P連広報紙コンクール安全
振興会写真賞受賞作品(県立相模原弥栄高等学

令和２年度（2020年度） 
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校 令和元年度 PTA 広報紙 「弥栄」24 号)を
使用。12月に 149,000 部発行。全会員・新入生
の保護者及び教職員に配付。協賛事業、補助事
業等の諸会場において PR 用にも使用。 

３．作文コンクール テーマは「『安全』又は『健
康』」。応募数 17 校 366 編。最優秀賞 2 編、優
秀賞 6 編、佳作 20 編。最優秀賞の県立二俣川
看護福祉高校谷口柚羽、県立小田原高校古藤杏
奈の作品を『安全振興会のご案内』(令和３年度
版)に掲載。 

４．ポスターコンクール 高文連美術・工芸専門
部に委託して実施。応募数 10校 86 点。最優秀
賞 2点、優秀賞 9点、佳作 9点。最優秀横浜隼
人高校岩渕威秀の作品を安全推進月間キャン
ペーン用ポスターに、県立白山高校川上夏生の
作品を作文コンクール作品募集用ポスターに
作成し、県立学校に送付。 

５．補助事業 「学校安全の普及充実事業」とし
て、各団体に補助金を交付した。 
(1) 高Ｐ連交通安全運動等健全育成事業 
(2) 高Ｐ連安全啓発事業 
(3) 校長会交通安全教育推進運動｢スタートか 

ながわ｣を中心とした交通安全運動の展開 
と交通安全教育に係る指導方法の研究 

(4) 高文連安全対策事業 
(5) 高体連安全対策事業 
(6) 定時制通信制高校における安全・健康のあ 

り方の研究 
６．見舞金の給付 死亡見舞金 0件、障害見舞金

2件、負傷等見舞金 1,725件、義歯見舞金22件、
供花料 19 件。合計 1,768 件に 7,257 万余円を
給付。コロナ禍の休校や部活動の自粛に伴い、
大幅な減となった。 

７．修学奨励事業 採用定員は県立学校全日制及
び定時制課程につき各1名計158名。月額 6,000
円を給付。 

 
諸会議の記録 
◆評議員会 

定時 令和 2 年６月 25 日(木) 
 令和元年度臨時評議員会が中止になったため 
多くの報告事項が持ち越しされた。 
【報告事項】 
１ 令和元年度修学奨励生採用について 
２ 令和元年度作文コンクール選考結果につい
て 

３ 令和２年度作文コンクール選考委員選任に
ついて 

４ 令和元年度ポスターコンクール審査結果に
ついて 

５ 令和元年度第２回交通安全運動連絡会につ
いて 

６ 義歯見舞金審査委員の辞任・解任及び選任
について 

７ 令和元年度コンプライアンス担当理事報告
について 

８ 第９回全国高等学校等安全互助会連絡協議
会総会及び研究大会北海道大会報告につい
て 

９ 令和元年度ＰＴＡ・青少年教育団体共済法
第 18 条の規定に基づく立入検査の結果報告
について 

10 共済マニュアル改訂について 
11 令和元年度個人情報保護監査について 
12 令和元年度個人情報保護研修について 
13 令和２年度新規学校安全の普及充実事業 
（熱中症アラーム寄贈）について 
14 事務局長選任について 
15 令和２年度予算について 
16 令和元年度共済監査報告について 
17 令和２年度事業計画について 
18 令和２年度年間事業予定について 
19 その他の報告について 

(1)「令和元年度安全振興会事業概要」の発行
について 

(2)「平成 30 年度事業報告書」の提出につい
て 

(3)「平成 30 年度公益目的支出計画実施報告
書等」の提出について 

(4) 共済規程変更承認申請について 
(5) 評議員・理事及び監事の就任及び退任届
の提出について 

(6) 安全普及啓発活動実施届の提出について 
(7) 令和２年度事業説明会について 
(8)『令和２年度版安全振興会の手引き』の発
行について 

(9) 令和２年度ポスターコンクール、作文コ
ンクールについて 

(10) 令和２年度補助金・委託金について 
【協議事項】 
１ 令和元年度事業報告及び事業報告の附属明
細書案の件 

２ 令和元年度決算報告案の件 
３ 公益目的支出計画実施報告書案の件 
４ 評議員・理事及び監事選任の件 
 

臨時 令和３年３月 11 日（木) 
コロナ感染症感染防止のためオンラインによ

り開催した。 
【報告事項】 
 １ 加入及び見舞金等給付状況について 
 ２ 令和 2年度修学奨励生採用について 
 ３ ポスターコンクール審査結果について 
 ４ 作文コンクール選考結果について 
 ５ 作文コンクール選考委員選任について 
 ６ 税理士による中間財務諸表調査結果報告 

について 
 ７ 令和 2年度中間会計監査結果報告について 
 ８ 第 10回全国高等学校等安全互助会連絡協 

議会総会及び研究大会山梨大会報告につ 
いて 

 ９ PTA・青少年教育団体共済法第 18条の規 
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定に基づく立入検査の結果報告について 
 10 令和 2 年度個人情報保護監査について 
 11 令和 2 年度個人情報保護研修について 
 12 内部管理に係る担当者選任について 
 13 評議員の任期満了について 
 14 令和２年度第2回交通安全運動連絡会につ 

いて 
 15 安全振興会財団設立 40 周年記念事業につ 

いて 
 16 令和 3 年度事業計画について 
 17 令和 3 年度補助金・委託金について 
 18 令和 3 年度予算について 
 19 その他の報告について 
【協議事項】 
 １ 定款の改訂の件 
 ２ 修学奨励金給付基準の改訂の件 
 ３ 事務局運用規程の改訂の件 
 

◆ 理事会 
第１回 令和２年６月 11 日(木) 
【報告事項】 
１ 令和元年度共済監査報告について 
２ 令和２年度新規学校安全の普及充実事業
（熱中症アラーム寄贈）について 

３ 令和元年度個人情報保護監査について 
４ 令和元年度個人情報保護研修について 
５ 事務局長選任について 
６ 令和元年度コンプライアンス担当理事報告
について 

７ その他の報告について 
(1) 安全普及啓発活動実施届の提出について 
(2) 令和２年度事業説明会について 
(3)『令和２年度版安全振興会の手引き』の発
行について 

(4) 令和２年度ポスターコンクール、作文コ
ンクールについて 

(5) 令和２年度補助金・委託金について 
【協議事項】 
１ 令和元年度事業報告及び事業報告の附属明
細書案の件 

２ 令和元年度決算報告案の件 
３ 公益目的支出計画実施報告書案の件 
４ 令和２年度年間事業予定案の件 
５ 評議員、理事及び監事候補選任の件 
６ 令和２年度定時評議員会開催の件 

第 2 回 令和２年７月 16 日(木) 
【報告事項】 
１ 加入及び見舞金等給付状況について 
２ その他の報告について 
３ 「令和元年度業務報告書」の提出について 
４ 「令和元年度公益目的支出計画実施報告書
等」の提出について 

【協議事項】 
１ 令和２年度修学奨励生採用の件 

第３回 令和２年 11 月 19 日(木) 
【報告事項】 

１ 評議員の任期満了について 
２ 加入及び見舞金等給付状況について 
３ 令和２年度修学奨励生採用について 
４ ＰＴＡ・青少年教育団体共済法第 18 条の規
定に基づく立入検査の結果報告について 

５ 税理士による中間財務諸表調査結果報告に
ついて 

６ 令和２年度中間会計監査結果報告について 
７ ポスターコンクール審査結果について 
８ 作文コンクール選考結果について 
９ 第 10 回全国高等学校等安全互助会連絡協
議会総会及び研究大会山梨大会報告につい
て 

10 令和２年度個人情報保護監査について 
11 その他の報告について 

(1)『安全振興会報第 75 号』の発行について 
(2)『令和３年度版安全振興会のご案内』の発
行予定について 

(3)評議員・理事及び監事の就任及び退任届の
提出について 

【協議事項】 
１ 令和３年度補助金・委託金申請の件 
２ 内部管理に係る担当者選任の件 
３ 定款の改訂の件 
４ 事務局運用規程の改訂の件 
５ 安全振興会 財団設立 40 周年記念事業の件 

第４回 令和３年２月 18 日(木) 
 コロナ感染症感染防止のためオンラインで開 
催した。 

【報告事項】 
１ 加入及び見舞金等給付状況について 
２ 令和２年度第２回交通安全運動連絡会につ
いて 

３ 令和２年度個人情報保護研修について 
４ 安全振興会報第 76 号の発行について 

【協議事項】 
１ 修学奨励金給付基準の改訂について 
２ 作文コンクール選考委員選任の件 
３ 令和３年度事業計画案の件 
４ 令和３年度補助金・委託金の件 
５ 令和３年度予算案の件 
６ 令和２年度臨時評議員会開催の件 

 
◆監査等 
令和元年度財務諸表調査報告 
令和２年５月 28日(木) 

令和元年度 PTA･青少年教育団体共済監査 
令和２年６月５日(金) 

令和元年度監事監査 
令和２年６月９日(火) 

令和２年度 PTA共済法に基づく立入検査 
令和２年 10月 16日(金) 

令和２年度個人情報保護監査 
令和２年 11月 12日(木) 

令和２年度中間会計監査 
令和２年 11月 12日(木) 
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◆作文選考委員会 
第１回 令和２年５月（書面） 
１ 選考委員に関する確認事項について 
２ 最優秀作品の扱いについて 
３ 最近の応募状況について 
４ 令和２年度募集要項について 
５ 令和２年度の選考方法について 
６ 選考の日程について 
７ 来年度の募集締切日について 
８ その他 

第２回 令和２年 10 月８日(木) 
１ 第一次選考 

第３回 令和２年 10 月 21 日(水) 
１ 第二次選考の１ 

第 4 回 令和２年 10 月 30 日(金) 
１ 第二次選考の２ 

 
◆ 常務理事会 

第 1回 令和２年 ４月 ９日 （木） 
第２回 令和２年 ５月 21 日 （木） 
第３回 令和２年 ６月 11 日 （木） 
第４回 令和２年 ６月 25 日 （木） 
第５回 令和２年 ７月 16 日 （木） 
第６回 令和２年 ８月 27 日 （木） 
第７回 令和２年 ９月 10 日 （木） 
第８回 令和２年 10月 22 日 （木） 
第９回 令和２年 11月 12 日 （木） 
第 10 回 令和２年 12月 17 日 （木） 
第 11 回 令和 3 年 1 月 14 日 （木） 
第 12 回 令和 3 年 2 月 18 日 （木） 
第 13 回 令和３年 3 月 11 日 （木） 
 
◆義歯見舞金審査委員会 
第 1回 令和２年 ４月 ２日 （木) 
第 2回 令和２年 ７月 ９日 （木) 
第３回 令和２年 ８月 ６日 （木) 
第 4回 令和２年 10月 １日 （木) 
第 5回 令和２年 12月 ３日 （木) 
第 6回 令和３年 ２月 ４日 （木) 
第 7回 令和３年 ３月 ４日 （木) 

 
 

 

役員の改選 第 15 代理事長に松下孝 
理事 松下孝(理事長)、小宮龍一、反町聡之、赤

松伸一(以上、常務理事)、米山賢、井坂秀

一、中野真衣子、林忠 

監事 田中玲、 川亮、勝又修 

 

歯牙欠損見舞金創設 
スポーツ振興センターは、令和３年４月から新

たに「歯牙欠損見舞金」を支給することとした。

「歯牙欠損見舞金」は、これまで障害見舞金の対

象となっていなかった１歯の歯牙の欠損につい

ても対象としている（1 歯 8 万円）。これを受け、

本会の共済事業にも同様に「歯牙欠損見舞金」を

創設。給付額はスポーツ振興センターの給付額の

50％とした。「共済規程」「共済規程の運用につい

て」及び「共済マニュアル」を改定し、施行日は

令和４年４月１日とした。 

 

安全振興会財団設立 40 周年記念誌発行 
「財団法人神奈川県立高等学校安全振興会」を

引継ぎ、令和３年（2021 年）に設立 40 周年を迎

えたが、コロナ感染症感染防止及び経費削減のた

め、記念式典の開催は行わないこととした（令和

２年度臨時評議員会）。また、30周年以降の 10年

分の記録を本会 HP に掲載し、書面をもっての紹

介をする。 

 

諸事業 
１．会報の発行 9 月に第 77 号を 129,300 部発

行、2 月に第 78 号を発行予定。 

２．「安全振興会のご案内」（平成４年度版）の発

行 表紙に高Ｐ連広報紙コンクール安全振興

会写真賞受賞作品（県立川和高等学校ＰＴＡ広

報紙「川和」第 120号）を使用。12月に 145,000

部発行。全会員・新入生の保護者及び教職員に

配付。協賛事業、補助事業等の諸会場において

PR 用にも使用。 

３．作文コンクール テーマは「『安全』又は『健

康』」応募数 24 校 1,456 編。最優秀賞 2 編、優

秀賞 7 編、佳作 42 編。最優秀賞の県立新城高

校岩本依澄、県立海老名高校大槻莉実の作品を

『安全振興会のご案内』(令和 4 年度版)に掲載。

過去最大の応募数であった。 

４．ポスターコンクール 高文連美術・工芸専門

部に委託して実施。応募数 14 校 119 点。最優

秀賞 2 点、優秀賞 10 点、佳作 9 点。最優秀県

立上矢部高校岩田和佳の作品を安全推進月間

令和３年度 （2021年度） 
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キャンペーン用ポスターに、県立白山高校岡本

來千の作品を作文コンクール作品募集用ポス

ターに作成し、県立学校に送付。 

５．補助事業 「学校安全の普及充実事業」とし

て、各団体に補助金を交付した。 

(1) 高Ｐ連交通安全運動等健全育成事業 

(2) 高Ｐ連安全啓発事業 

(3) 校長会交通安全教育推進運動｢スタートか

ながわ｣を中心とした交通安全運動の展開と

交通安全教育に係る指導方法の研究 

(4) 高文連安全対策事業 

(5) 高体連安全対策事業 

(6) 定時制通信制高校における安全・健康のあ

り方の研究 

６．見舞金の給付  

７．修学奨励事業 採用定員は県立学校全日制及

び定時制課程につき各 1 名計 158 名。新基準

（他の奨学金との併給も可）により募集。月額

6,000 円を給付。 

 

諸会議の記録 
◆評議員会 

定時 令和３年６月 27 日(日) 
 コロナ感染症感染防止のためオンラインで開 
催施した。 

【報告事項】 
１ 令和２年度共済監査報告について 
２ 令和２年度コンプライアンス担当理事報告 

について 
３ 令和３年度年間事業予定について 
４ その他報告について 

【協議事項】 
１ 令和２年度事業報告及び事業報告の附属明 

細書案の件 
２ 令和２年度決算報告案の件 
３ 公益目的支出計画実施報告書案の件 
４ 評議員選任の件 
５ 理事及び監事選任の件 
６ 運営規則の別表と共済掛金及び準備金に関 

する算出方法書における共済規程改定の件 
７ 歯牙欠損見舞金の創設に関する共済規程改 

定の件 
 

臨時 令和４年３月 10 日（木) 予定 
 

◆ 理事会 
第１回 令和３年５月 27 日(木) 
【報告事項】 
１ 令和２年度共済監査報告について 
２ 令和２年度コンプライアンス担当理事報告） 

について 
３ その他報告について 

【協議事項】 
１ 令和２年度事業報告及び事業報告の附属明 

細書案の件 
２ 令和２年度決算報告案の件 
３ 公益目的支出計画実施報告書案の件 
４ 令和３年度年間事業予定案の件 
５ 評議員候補選任の件 
６ 理事及び監事候補選任の件 
７ 別表及び共済掛金及び準備金に関する算出 

方法における共済規程の改定の件 
８ 歯牙欠損見舞金の創設に関する共済規程の 

改定の件 
第 2 回 令和２年６月 24 日(木) 
【協議事項】 
１ 令和３年度定時評議員会日程変更の件 

第３回 令和３年７月１日(木) 
【協議事項】 
１ 理事長選定の件 
２ 常務理事選定の件 
３ 内部管理に係る担当者選任の件 
４ 義歯見舞金審査委員の解任及び選任の件 

第４回 令和３年７月 15 日(木) 
【報告事項】 
１ 加入及び見舞金等給付状況について 
２ その他の報告について 

【協議事項】 
１ 令和３年度修学奨励生採用の件 
２ 法人名変更に伴う義歯見舞金審査委員会に 

関する規程の改定の件 
３ 義歯見舞金審査委員の辞任及び選任の件 

第５回 令和３年 12 月 16 日(木) 
【報告事項】 
１ 加入及び見舞金等給付状況について 
２ PTA・青少年教育団体共済法第 18 条の規 

定に基づく立入検査の結果報告について 
３ 税理士による中間財務諸表調査結果報告に 

ついて 
 ４ 令和 3年度中間会計監査結果報告について 
 ５ ポスターコンクール選考結果について 
 ６ 作文コンクール選考結果について 
 ７ 第 11回全国高等学校等安全互助会連絡協 

議会総会書面審査報告について 
 ８ 令和 3年度個人情報保護監査について 
 ９ その他の報告について 
【協議事項】 
１ 歯牙欠損見舞金創設に伴う運営規則の改定 

の件 
２ 令和 4 年度補助金・委託金申請の件 
３ 安全振興会財団設立 40周年における表彰 

者の件 
第６回 令和４年２月 17 日(木) 予定 

 
◆監査等 
令和２年度財務諸表調査報告 
令和３年５月 10日(月) 

令和２年度 PTA･青少年教育団体共済監査 
令和３年５月 20日(木) 

令和２年度監事監査 
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令和３年５月 20日(木) 
令和３年度 PTA共済法に基づく立入検査 
令和３年 11月 25日(木) 

令和３年度個人情報保護監査 
令和３年 11月 11日(木) 

令和３年度中間会計監査 
令和３年 11月 11日(木) 

 
◆作文選考委員会 

第１回 令和３年５月 21 日(金) 
１ 選考委員に関する確認事項について 
２ 最優秀作品の扱いについて 
３ 最近の応募状況について 
４ 令和３年度募集要項について 
５ 令和３年度の選考方法について 
６ 選考の日程について 
７ 来年度の募集締切日について 
８ その他 

第２回 令和３年 10 月６日(水) 
１ 第一次選考 

第３回 令和３年 10 月 21 日(木) 
１ 第二次選考の１ 

第 4 回 令和３年 10 月 29 日(金) 
１ 第二次選考の２ 

 
◆ 常務理事会 

第 1回 令和３年 ４月 15 日 (木) 
第 2回 令和３年 ５月 20 日 (木) 
第３回 令和３年 ５月 27 日 (木) 
第 4回 令和３年 ６月 24 日（木) 
第 5回 令和３年 ７月  1 日（木) 
第 6回 令和３年 ７月 15 日（木) 
第 7回 令和３年 ９月  3 日（木) 
第８回 令和 3 年 10月 21 日（木） 
第９回 令和 3 年 11月 11 日（木） 
第 10 回 令和 3年 12月 16 日（木) 
第 11 回 令和 4 年 1 月 13 日（木) 
第 12 回 令和４年 ２月  9 日（水） 予定 
第 13 回 令和４年 2 月 17 日（水） 予定 
第 14 回 令和４年 ３月 10 日（木） 予定 
 
◆義歯見舞金審査委員会 
第 1回 令和３年 ４月  1 日（木) 
第 2回 令和３年 ５月  7 日（木) 
第３回 令和３年 12月  2 日（木) 
第 4回 令和４年 ２月  3 日（木） 予定 
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年 度 昭和56(1981) 昭和57(1982)

理 事 ⾧ 小野　倬石 小野　倬石

全 128校/130校 128校/130校

定 6校/23校 6校/23校

会 費 610円　 600円　

人 数 139,906名 145,866名

減 額 2分の1以内 563名 329名
学校安全､健康管理に関するもの
応募245編

学校安全、健康管理について
 応募137編
「安全管理月間」原画作成
学校へ委託

非常用メガホン給付 非常用メガホン給付

学校事故 学校事故

川崎南 川崎南､西湘

高P連

校⾧会

高P連
協賛:各種研修会､
地区協議会に講師派遣(2地区)

⇒
⇒

校⾧会

件数 263件 228件

金額 3,600万余円 2,338万余円

基準の改正
等

災害共済会の基準を継承
死亡見舞金:学校安全会の1/2(600
万)
障害見舞金:学校安全会の1/2(1級
750万)
負傷等見舞金:治療費5万ごとに1
万。治療費が100万を越える場合は5
万円ごとに2万加算
供花料:死亡の理由･状況等により給
付
①生徒の故意や犯罪行為 1万
②故意でない災害及び病気 3万
③支給制限に該当し､死亡見舞金が
支払いが行われなかった場合 10万

採用数 19名 17名

給付額 月額5,000円 ⇒

基準の改正
等

「修学奨励金給与基準」制定
対象:生活保護法に規定する要保
護者等

神奈川県立高等学校災害共済会
(S52-55(1977-1980))が法人
化し財団設立
事務所は県立青少年センター(横浜
市西区紅葉ケ丘)

寄附行為改正(理事8～11名に増
員)
｢日本学校安全会｣が｢日本学校健
康会｣に名称変更

昭和56年度
～令和3年度

その他

修学奨励

見舞金

学校安全教育の援助学
校
安
全
の
普
及
充
実

その他補助･委
託･協賛

交通安全への
委託・補助

学校安全研修会 講演テーマ

研究委託(学校内外の安全と
管理)

加入校

 (加入校数/学校数)

会　費　等

作文募集

ポスターコンクール

４．年譜
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昭和58(1983) 昭和59(1984) 昭和60(1985) 昭和61(1986)

小野　倬石 小野　倬石 小野　倬石 小野　倬石

142校/147校 147校/153校 153校/155校 158校/160校

6校/23校 6校/23校 7校/23校 6校/23校

全600円､定240円 ⇒　 ⇒ ⇒

157,602名 174,132名 　192,570名 202,524名

328名 529名 476名 347名
⇒
応募42編

⇒
応募35編

⇒
応募35編

⇒
応募30編

⇒ 「安全管理月間」「作文募集」原画
作成　学校へ委託

⇒ ⇒

ライト付きラジオ､ヘルメット給付 ライト付きラジオ､ヘルメット給付 レターケース給付 レターケース給付

学校事故 学校事故 反社会的行動 スポーツ障害

西湘､平塚工業 平塚工業､山北 山北､神田 神田､荏田
委託研究誌第1号
(川崎南「健康度測定」)

委託研究誌第2号
(西湘「救急処置」)

委託研究誌第3号
(平塚工業「校内ジョギングコースの
建設と健康づくりの試み」)

委託研究誌第4号
(山北「体育の授業時における救急
処置法について」)

研究委託「高校生の交通安全につ
いて」

⇒(8地区)

⇒
地区協議会で講演会(6地区)

⇒
⇒

⇒
⇒(8地区)

⇒
⇒(7会場)

委託:健康状態調査 ⇒

352件 541件 482件 640件
3,243万余円 5,788万余円 3,583万余円 6,278万余円

死亡･障害:学校健康会の1/2
(600万･1級900万)
負傷等:学校健康会支給額２万円
以上につきその1/2

義歯見舞金新設
(障害見舞金に該当しない学校管
理下における歯の欠損補綴に対し1
本3万､2本まで)

死亡:健康センター改定による増額
(700万)

23名 36名 29名 38名
⇒ ⇒ ⇒ ⇒

第1回全国研究大会(箱根) 第2回全国研究大会(横浜) ｢日本学校健康会｣が｢日本体育･
学校健康センター｣に名称変更

「4+1ない運動始まる」
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年 度 昭和62(1987) 昭和63(1988) 平成元(1989)

理 事 ⾧ 小野　倬石 小野　倬石 小野　倬石

全 162校/165校 162校/165校 161校/165校

定 6校/23校 6校/23校 7校/23校

会 費 (全600円､定240円)　 ⇒ ⇒

人 数 210,149名 218,131名 220,733名

減 額 332名 379名 435名

⇒(作文募集｢学校安全、健康管
理について｣) 応募30編

⇒
応募16編

作文コンクール｢学校安全、健康管
理について｣ 応募14編

⇒(「安全管理月間」「作文募集」
原画作成学校へ委託)

⇒(学校へ委託) ⇒

救急鞄､救急用品給付 救急鞄､救急用品給付

運動の効用､危険性 交通安全 教室の環境調査 交通安全 自転車の安全

荏田､大原 大原 津久井浜
委託研究誌第5号
(神田「」体力低位者のためのトレー
ニングプログラム)

委託研究誌第6号
(荏田「教室の環境調査」)

委託研究誌第7号
(大原「自転車を安全に乗るため
に」)

高P連

⇒(研究委託｢高校生の交通安全
について｣)(9地区)

⇒(10地区) ⇒
地区交通安全集会(県教委･校⾧
会共催)

校⾧会

研究委託｢交通安全教育の研究｣
ストップ･ザ･交通事故高校生大会
(県教委･高P連共催)

高P連

協賛:各種研修会､
講師派遣(9会場)

⇒
⇒(10会場)
協賛:高Ｐ連発足40周年記念事
業

⇒
⇒地区協議会連携事業に

高文連
安全思想の普及充実の実践を委託

件数 570件 735件 753件

金額 4,124万余円 6,027万余円 7,419万余円

基準の改正
等

障害:健康センター改定による増額
(1級945万)

死亡･障害:健康センター支給額の
6/10(840万･1級1134万)
負傷:2万円以上の6/10
特別見舞金支給要綱制定
供花料:理由を問わず10万

採用数 33名 43名 41名

給付額 月額5,000円 ⇒ 月額6,000円

基準の改正
等

「十年の歩み」刊行 第6回全国研究大会(横浜)

その他

その他補助･委
託･協賛

見舞金

修学奨励

加入校

 (加入校数/学校数)

会　費　等

学
校
安
全
の
普
及
充
実

作文(募集)コンクール

ポスターコンクール

学校安全教育の援助

研究委託(学校内外の安全と
管理)

交通安全への
委託・補助

学校安全研修会 講演テーマ

44



平成2(1990) 平成3(1991) 平成4(1992) 平成5(1993)

小野　倬石 常盤　孝二 常盤　孝二 常盤　孝二

163校/165校 163校/165校 164校/165校 全校/165校

8校/23校 9校/23校 9校/23校 10校/23校

⇒ ⇒ ⇒ ⇒　

218,919名 205,442名 191,521名 178,231名

 394名  295名  366名 2分の1　　434名

⇒ 応募15編 ⇒ 応募14編 ⇒ 応募14編
⇒ ｢安全と健康｣
応募36編

「安全推進月間」「作文募集」原画
作成　学校へ委託

⇒ ⇒ ⇒

交通安全 バイク かながわ新運動 二輪車 かながわ新運動 校内救急体制 エイズ 喫煙

津久井浜､大秦野 大秦野､城郷 城郷､厚木 厚木､和泉
委託研究誌第8号(津久井浜「高
校生に対する二輪車の運転実技指
導とその効果について」)

委託研究誌第9号
(大秦野「校内の救急体制の確
立」)

委託研究誌第10号
(城郷「生徒の健康管理について」)

⇒
⇒
「かながわ新運動」始まる

⇒
⇒(高P連独自開催)(10地区)

⇒
⇒

⇒
⇒

⇒

⇒

⇒

交通安全高校生大会(10地区)

⇒

⇒

⇒

⇒

⇒
⇒(11会場)
委託:第36回関東地区高P連神奈
川大会

⇒
⇒

⇒
⇒

⇒
⇒

⇒ ⇒ ⇒ ⇒

820件 846件 945件 929件

10,124万余円 6,375万余円 8,170万余円 7,846万余円

供花料:非常災害による供花料は
理事会が定める

死亡･障害:健康センター改定による
増額(1020万､1級1374万)

44名 43名 43名 43名

⇒ ⇒ ⇒ ⇒

対象:授業料全額免除者

財団創設10周年記念式典､
「10周年記念誌」刊行
寄附行為改正(理事11～13名に
増員)

｢修学奨励給付基準｣と名称変更
全日制全校加入を達成
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年 度 平成6(1994) 平成7(1995) 平成8(1996)
理 事 ⾧ 柳川　貞夫 栁川　貞夫 栁川　貞夫

全 全校/166校 全校/166校 全校/166校
定 12校/23校 12校/23校 13校/23校
通 - 0校/3校 0校/3校

盲 聾 養 - - 3校/20校
会 費 (全600円､定240円)　　 全支900円､定360円､通80円　 ⇒
人 数 168,544名 159,671名 149,543名
減 額 1,038名 廃止

「安全」又は「健康」 応募88編 ⇒ 応募283編 ⇒ 応募384編
高文連美術工芸専門部会へ委託
応募30点

応募32点 応募52点

学校安全
　　研修会

講演テーマ
栄養と健康
持久走授業での安全

(高等学校安全担当者会議と共
催)

和泉
委託研究誌第11号
(厚木「持久走授業における安全指
導について」)

委託研究誌第12号
(和泉「学校管理下での事故防止に
ついて」)

高P連
⇒(研究委託｢高校生の交通安全
について｣(10地区))
委託:地区PTA交通安全集会 補助:地区PTA交通安全集会 ⇒

校⾧会
⇒(委託｢交通安全教育の研究｣)
⇒(交通安全高校生大会)

⇒
⇒委託から補助へ

⇒

⇒

高P連

⇒(協賛:各種研修会)
協賛:地区大会(11会場)

⇒
⇒

⇒
⇒

校⾧会

 高P連･校⾧会

高文連
委託:生徒の安全意識の高揚につ
ながる活動

補助:生徒の安全意識の高揚につ
ながる活動

⇒

〃美術工芸 委託:ポスター原画コンクール ⇒ ⇒

件数 977件 984件 970件

金額 7,105万余円 8,007万余円 8,720万余円

基準の改正
等

供花料:非常災害による供花料は
理事会が定めるを削除

障害見舞金支給対象1～14級全
てに適用

死亡･障害:健康センター改定による
増額(1260万､1級1698万)

採用数 46名 80名 82名
給付額 (月額6,000円)⇒ ⇒ ⇒
基準の改正
等

運営規則改正(通信制の加入を認
める)

運営規則改正(特別支援学校の加
入認める。会費は全日制と同額。)

特別支援学校3校加入

加入校

(加入校数/
学校数)

会　費　等

見舞金

修学奨励

その他

学
校
安
全
の
普
及
充
実

作文コンクール

ポスターコンクール

学校安全教育の援助

研究委託(学校内外の安全と
管理)

交通安全への
委託・補助

その他補助･委
託･協賛
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平成9(1997) 平成10(1998) 平成11(1999) 平成12(2000)
栁川　貞夫 栁川　貞夫 横田　芳之 横田　芳之
全校/166校 全校/166校 全校/166校 全校/166校
15校/23校 14校/22校 14校/22校 15校/21校
0校/3校 0校/3校 0校/3校 0校/3校
2校/20校 - - -
全支1200円､定600円､通180円　 ⇒ ⇒ ⇒

142,013名 136,741名 135,340名 133,201名

⇒ 応募309編 ⇒ 応募485編 ⇒ 応募565編 ⇒ 応募423編
応募57点 応募77点 応募96点 応募132点

廃止
廃止

⇒ ⇒ ⇒ ⇒

⇒

⇒

⇒

⇒

⇒

⇒

⇒

⇒

⇒
⇒
協賛:広報紙コンクール
委託:「青少年を取り巻く社会環境
健全化推進に関する研究」
協賛:第43回関東地区高Ｐ連神
奈川大会

⇒
⇒
⇒
⇒

⇒
⇒
⇒

⇒
⇒
⇒

補助:関東地区普通科高等学校⾧
研究協議会

協賛:校⾧会50周年記念事業

補助:交通安全連絡会
⇒ ⇒

協賛:高文連10周年記念事業
⇒ 補助:生徒の精神的健康維持と健

全思想の育成のための活動援助

⇒ ⇒ ⇒ ⇒

1,007件 902件 945件 1,026件

8,423万余円 6,502万余円 6,374万余円 9,292万余円

支給制限の一部廃止
返還請求権の放棄
死亡･障害:健康センター支給額の
7/10(1470万､1級1981万)、義
歯:1本5万、2本10万

負傷見舞金給付期間を7年に
死亡･障害:健康センター改定による
増額(1750万､1級2359万)

80名 98名 100名 100名
⇒ ⇒ ⇒ ⇒

10地区校⾧会ごとに採用人数決
定(総定員100名に増員)

第17回高等学校安全互助全国研
究会神奈川大会
財団創設20周年記念式典･「財団
創設二十周年記念誌」刊行
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年 度 平成13(2001) 平成14(2002) 平成15(2003)

理 事 ⾧ 諸星　照美 諸星　照美 松岡　武彦

全 全校/166校 全校/166校 全校/162校

定 15校/21校 15校/20校 17校/19校
通 0校/3校 0校/3校 0校/3校

盲 聾 養 - - -
会 費 (全支1200円､定600円､通180円) ⇒ ⇒
人 数 128,342名 121,159名 117,675名
減 額

⇒(「安全」又は「健康」 )
 応募600編

⇒ 応募618編 ⇒ 応募617編

応募135点 応募130点 応募121点

希望校に安全対策物品(ハンドメガ
ホン､センサーライト他)

高P連 ⇒(地区PTA交通安全集会) ⇒ ⇒

校⾧会
⇒(委託:交通安全教育の研究)
⇒(交通安全高校生大会）

委託:効果的な交通安全教育の指
導方法の研究
⇒

⇒

⇒

高P連

⇒(協賛:各種研修会)
⇒(協賛:地区大会(11会場))
⇒(協賛:広報紙コンクール)
協賛:県大会

委託:青少年を取り巻く社会環境健
全化の推進に関する研究

⇒
⇒
⇒
⇒

委託:高校生の健全教育のための
生徒･教職員向け資料作成

⇒
⇒
⇒
⇒

⇒

高P連･
校⾧会

⇒(補助:交通安全連絡会) ⇒ ⇒

高文連

⇒(生徒の精神的健康維持と健全
思想の育成のため活動援助)

⇒ ⇒

〃美術工
芸専門部

 ⇒(委託:ポスターコンクール) ⇒ ⇒

件数 934件 911件 1,047件

金額 7,841万余円 8,988万余円 7,633万余円

基準の改正
等

採用数 100名 100名 100名

給付額 (月額6,000円)⇒ ⇒ ⇒

基準の改正
等

作文最優秀作品2編とも「安全振
興会のご案内」に掲載

｢日本体育･学校健康センター｣が｢
独立行政法人日本スポーツ振興セ
ンター｣に名称変更

加入校

(加入校数/
学校数)

会　費　等

見舞金

修学奨励

その他

学
校
安
全
の
普
及
充
実

作文コンクール

ポスターコンクール

寄贈品

交通安全への
委託・補助

その他補助･委
託･協賛
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平成16(2004) 平成17(2005) 平成18(2006) 平成19(2007)

松岡　武彦 小山　秀文 小山　秀文 櫻井　智定

全校/153校 全校/152校 全校/152校 全校/152校

17校/19校 18校/19校 全校/19校 全校/19校
0校/3校 0校/3校 0校/3校 0校/3校

- - - -
⇒ ⇒ ⇒ ⇒

115,471名 113,318名 109,927名 108,721名

⇒ 応募617編 ⇒ 応募549編
⇒ 優秀作品集刊行
応募412編 ⇒ 応募492編

応募154点 応募125点 応募99点 応募145点

AED(自動体外式除細動器)全県
立高校へ152台寄贈

⇒ ⇒ ⇒ ⇒

委託:｢かながわ新運動｣啓発資料
の作成
⇒

委託:効果的な交通安全教育の指
導方策の研究
⇒

⇒

⇒

⇒

⇒
⇒
⇒
⇒
⇒
関東地区高P連神奈川大会
委託:高校生の健全育成のための
生徒・教職員向け資料の作成

⇒
⇒
⇒
⇒

委託:高校生の健全育成のための
生徒･教職員･保護者向け資料作
成

⇒
⇒
⇒
⇒
補助:エイズ･薬物乱用防止事業
⇒

⇒
⇒
⇒
⇒
補助:健全育成大会
協賛:研修大会
⇒

⇒ ⇒

補助:活動援助 ⇒ ⇒ ⇒

⇒ ⇒ ⇒ ⇒

1,074件 934件 1,293件 1,343件

5,834万余円 6,206万余円 6,563万余円 5,806万余円

負傷見舞金給付期間を10年に 死亡･障害:健康センター改定による
増額(1960万､1級2639万)

負傷:スポーツ振興センター支給額
1.5万円以上超えた場合の6割

99名 100名 152名 171名
⇒ ⇒ ⇒ ⇒

採用人数:各学校につき1名 採用人数:県立学校全日制及び定
時制課程につき各１名

事務所を県少年課神之木台分館
(横浜市神奈川区神之木台)へ移
転

スポーツ振興センターの共済掛金が
値上げされたが、本会は賛助会費
据え置き(以降、据え置き)

定時制全19校加入を達成
会費納入期限:5/31⇒6/20
基本財産12億に
全国高等学校安全互助会連絡協
議会設立
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年 度 平成20(2008) 平成21(2009) 平成22(2010)

理 事 ⾧ 櫻井　智定 諸星　照美 諸星　照美

全 全校/146校 全校/143校 全校/141校

定 全校/19校 全校/19校 全校/20校

通 0校/2校 0校/2校 0校/2校

中 等 全校/2校 全校/2校

盲 聾 養 - - -

会 費 （全支1200円､定600円､通180円） 全中支1200円､定600円､通180円 ⇒

人 数 109,830名 112,029名 115,559名

減 額 1/2　4,953名  5,909名  3,175名

⇒ 応募792編 ⇒ 応募961編 ⇒ 応募549編
応募110点 応募120点 応募123点

高P連

⇒(地区PTA交通安全集会) ⇒(｢かながわ新運動｣終了) ⇒(「スタートかながわ」が展開)

校⾧会

⇒

⇒(交通安全高校生大会）

⇒

⇒

委託:効果的な交通安全教育指導
方法の研究
⇒

高P連

⇒(各種研修会・研修大会)
⇒(協賛:地区大会(11会場))
⇒(協賛:広報紙コンクール)
⇒(協賛:県大会)
補助:健全育成事業
⇒(委託:高校生の健全育成のため
の生徒･保護者用資料作成)

⇒
⇒
⇒
⇒
⇒
⇒

⇒
⇒
⇒
⇒
⇒
⇒
関東地区高P連神奈川大会

高文連

補助:諸行事 ⇒ ⇒

〃美術工芸専門部 (委託:ポスターコンクール) ⇒ ⇒ ⇒

高体連

赤十字安全講習会(救急法･水上
安全短期講習)､赤十字救急員資
格取得講習会､スポーツ医科学サ
ポート事業｢指導者研修会｣)

⇒

定通教頭会

その他
第19回全国産業教育フェア神奈川
大会

件数 1,479件 1,518件 1,808件

金額 1億5,800万余円 7,017万余円 9,262万余円
基準の改正等

採用数 165名 164名 163名

給付額 (月額6,000円)⇒ ⇒ ⇒
基準の改正
等

授業料不徴収に対応し、修学奨励
金給付基準改正

見舞金給付額過去最高
賛助会費減免

中等教育学校の開設に伴い加入
(運営規則改正)、中等教育全2校
加入(会費は全日と同額）高体連
補助金交付

全国大会神奈川大会
財団創設30周年記念式典･記念
誌刊行
運営規則、賛助会費減額申請資
格基準改定
PTA共済法成立

加入校

(加入校数/
学校数)

会　費　等

交通安全への
委託・補助

その他補助･委
託･協賛

見舞金

修学奨励

その他

学
校
安
全
の
普
及
充
実

作文コンクール

ポスターコンクール
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平成23(2011) 平成24(2012) 平成25(2013) 平成26(2014)

團野 勝美 團野 勝美 相馬 孝雄 相馬 孝雄

全校/141校 全校/141校 全校/141校 全校/139校

全校/20校 全校/20校 全校/20校 全校/21校

0校/2校 1校/2校 1校/2校 1校/2校

全校/2校 全校/2校 全校/2校 全校/2校

- - - -

⇒ ⇒ ⇒ ⇒

117,490名 122,141名 122,980名 125,855名

 3,021名  3,109名  2,770名  3,382名

⇒ 応募984編 ⇒ 応募748編 ⇒ 応募721編 ⇒ 応募500編
応募134点 応募130点 応募130点 応募131点

⇒ 補助:交通安全運動事業(地区交
通安全高校生･PTA大会､交通安
全対策会議含､健全育成大会)

補助:交通安全運動事業(研修大
会､健全育成大会､交通安全大会
および交通安全担当者会議)

補助:交通安全運動事業(研修大
会､地区交通安全高校生･PTA大
会､健全育成大会･広報紙コンクー
ル表彰式)

⇒

⇒

補助:交通安全教育推進運動｢ス
タートかながわ｣を中心とした交通安
全運動の展開と交通安全教育に係
る指導方法の研究

⇒ ⇒

⇒
⇒
⇒
⇒
⇒

⇒

補助:安全啓発事業
研修大会、定期総会
広報紙コンクール表彰式

健全育成大会

⇒

⇒
⇒
健全育成大会、広報紙コンクール表
彰式
校⾧会との合同研究での安全啓発
活動

⇒
⇒
⇒
県大会

⇒ 補助:安全対策事業
安全対策講習会､安全対策解説
資料､各行事における衛生管理

⇒ ⇒

⇒ ⇒ ⇒ ⇒

⇒ ⇒ 赤十字救急員資格取得講習会、ス
ポーツ医科学サポート事業(指導者
研修会、国立スポーツ科学センター
研修会)

赤十字救急員資格講習会、スポー
ツ医科学サポート事業指導者研修
会

補助:定時制通信制高校における
安全･健康のあり方の研究

⇒ ⇒

神奈川新聞厚生文化事業団に東
日本大震災義援金

1,754件 1,950件 2,109件 2,052件

7,438万余円 8,984万余円 1億476万余円 8,311万余円

見舞金時効3年 義歯見舞金審査委員会設置

163名 163名 164名 163名

⇒ ⇒ ⇒ ⇒

寄付行為を定款に変更(理事8､監
事3､評議員11)
公益法人を目指し法人移行準備
委員会を設置
最初の評議員選任

定款施行、PTA共済認可
通信制初めて1校加入
審査委員会を撤廃
校⾧会議設立
個人情報保護方針策定
公益財団法人へ移行申請

PTA・青少年教育団体共済法に基
づく共済事業開始
一般財団法人へ移行
公益財団法人不認定
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年 度 平成27(2015) 平成28(2016) 平成29(2017)

理 事 ⾧ 倉金　榮 倉金　榮 栁川　秀史

全 全校/139校 全校/139校 全校/139校

定 全校/21校 全校/21校 全校/21校

通 1校/2校 1校/2校 1校/2校

中 等 全校/2校 全校/2校 全校/2校

盲 聾 養 - - -

会 費 (全中支1200円､定600円､通180円) ⇒ ⇒

人 数 126,948名 127,321名 127,254名

減 額  5,179名  6,897名  7,696名

⇒応募607編 ⇒ 応募870編 ⇒ 応募1025編

応募131点 応募142点 応募146点

高P連

⇒補助:交通安全大会等健全育成
事業(地区交通安全大会他)

⇒ ⇒

校⾧会

補助:｢みんなの交通安全教育推進
運動『スタートかながわ』｣を中心とし
た交通安全教育運動の展開と交通
安全教育に係る指導方法の研究

⇒ ⇒

高P連

⇒補助:交通安全運動等健全育成
事業･安全啓発事業
⇒(各種研修会)
⇒(県大会(広報紙コンクール含))
⇒(研修大会)
⇒(定期総会)

⇒

⇒
⇒

⇒
⇒

⇒

⇒
⇒

⇒
⇒
関東地区高P連神奈川大会

高文連 ⇒(補助:安全対策事業) ⇒ ⇒

〃美術工芸専門部 (ポスターコンクール) ⇒ ⇒ ⇒

高体連
⇒赤十字救急員資格取得講習会 ⇒ ⇒

定通教頭会
⇒(定通における安全･健康のあり方
に関する研究)

⇒ ⇒

その他

件数 2,010件 2,161件 2,154件

金額 9,801万余円 1億267万余円 1億3,164万余円

基準の改正
等

採用数 163名 163名 163名

給付額 (月額6,000円)⇒ ⇒ ⇒

基準の改正等

事務局をシルクセンターに移転
全国会⾧選任に伴い顧問新設(定
款変更)
共済マニュアル策定

学校からの郵送料は「料金受取人
払」制度を利用し本会負担

ポスター応募数過去最高
公印取扱規程施行

見舞金

修学奨励

その他

加入校

(加入校数/
学校数)

会　費　等

学
校
安
全
の
普
及
充
実

作文コンクール

ポスターコンクール

寄贈品

交通安全への
委託・補助

その他補助･委
託･協賛
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平成30(2018) 平成31/令和元(2019) 令和2(2020) 令和3(2021)

栁川　秀史 勝又　修 勝又　修 松下　孝

全校/139校 全校/139校 全校/135校 全校/135校

全校/21校 全校/21校 全校/20校 全校/20校

1校/2校 1校/2校 1校/2校 1校/2校

全校/2校 全校/2校 全校/2校 全校/2校

- - - -

⇒ ⇒ ⇒ ⇒

126,208名 123,891名 121,043名 117,412名(12月31日現在)

 7,669名 廃止

⇒ 応募940編 ⇒ 応募898編 ⇒ 応募366編 ⇒ 応募1,456編

応募113点 応募121点 応募89点 応募119点

全加入校に熱中症アラーム141台
寄贈

補助:交通安全運動等健全育成事
業(地区交通安全大会､研修大
会､県大会）

補助:交通安全運動等健全育成事
業(地区交通安全大会､健全育成
研修会･委員会運営､研修大会､
県大会）

⇒(コロナ禍のため交通安全大会中
止。研究集録等配布)

補助:交通安全大会等健全育成事
業(地区交通安全大会他)

⇒(交通安全大会･スケアードストレ
イト3地区)

⇒(交通安全大会･スケアードストレ
イト5地区)

⇒(コロナ禍のため交通安全大会中
止。研究集録等配布、スケアードス
トレイト5校)

⇒(交通安全大会･スケアードストレ
イト5地区)

補助:交通安全運動等健全育成事
業･安全啓発運動
⇒
⇒

⇒
⇒

⇒

⇒
⇒

⇒
⇒

⇒

⇒(中止、縮小､オンライン）
⇒(オンライン）
⇒(中止）
⇒(冊子配送)

補助:交通安全運動等健全育成事
業･安全啓発事業
各種研修会
県大会(広報紙コンクール含む)
研修大会
定期総会

⇒ ⇒ ⇒ ⇒

⇒ ⇒ ⇒ ⇒

⇒ ⇒ コロナにより救急法基礎講習中止、
安全対策物品購入

⇒

⇒ ⇒ ⇒ ⇒

2,171件 2,713件 1,768件 1,167件（12月31日現在）

1億1,233万余円 1億4,697万余円 7,257万余円 4,602万余円（12月31日現在）

死亡･障害7割→5割(1500万､1
級2000万)
負傷6割→5割
1割給付はセンター4倍の5割

163名 163名 158名 158名

⇒ ⇒ ⇒ ⇒

他の奨学金との併給可

減額廃止を決定、加入更新届締切
変更、情報公開規程、リスク管理の
基本方針､リスク管理規程策定

見舞金件数過去最高
見舞金給付率変更、支払期限の
変更

定款変更(評議員会決議省略)
修学奨励給付基準改定(他の奨学
金との併給可)

作文応募数過去最高
財団創設40周年記念誌刊行
歯牙欠損見舞金創設(R4より)
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第２章 学校安全の普及充実事業 
 

 
 

一般財団法人神奈川県立高等学校安全振興会『定款』 第 4 条第 1 号の「学校安全の普及充実」

事業として、生徒の安全意識の高揚を図るため、財団創設時当初より作文コンクールを実施し

ており現在に至っている。41 年間の総応募数は 18,607 編になる。 
 

テーマ 「『安全』又は『健康』」 
 

応募資格  

神奈川県立の高等学校、中等教育学校（後期課

程）及び特別支援学校（高等部）に在学する生徒 
 
最優秀作品の発表 

コンクール入賞者は『安全振興会報』に発表し、

最優秀作品 2 編と審査委員講評を掲載。『安全振

興会のご案内』にも最優秀作品を掲載。また、高

P 連大会（平成 26 年度まで広報紙コンクール表

彰式、平成 27 年度は広報大会、平成 28 年度以降

高 P 連大会）にて、最優秀作品の朗読が生徒本人

により行われている。 
 

選考委員 

 退職した国語科の校長に選考委員を委嘱。委員

長以下６名で構成。 
 

「最優秀作品集」の刊行 

平成 13 年度以降各年度の最優秀作品を 1 冊の

作品集にまとめ、『安全振興会作文コンクール最

優秀作品集』として毎年刊行して各学校や関係者

に配付している。 
 

応募数と最優秀作品 
年度 応募数 学校数 学校名 生徒名 作品題名 

H22 549  17  
中央農業 
中央農業 

菅井 昭雄 
八木 由紀 

「心の健康 ～僕が目指す療法士～」 
「変わること ～心と食について～」 

23 984  24  
中央農業 
多摩 

三川 浩正 
前之園和喜 

「心と心を繋ぐ輪・野菜を育てて」 
「前を向いて歩いていくために」 

24 748  25  
中央農業 
相模原中央支援 

三川 浩正 
保田 健太 

「志を継ぐ者・緑の庭」 
「終わりなき心の甲子園」 

25 721  18  
川和 
海洋科学 

山田真友子 
野口実沙子 

「今を生きる私にできること」 
「カッター実習で学んだこと」 

26 500  16  
茅ケ崎 
麻生総合 

千徳 茉有 
苑原 珠生 

「ナイトハイク」 
「絶対気をつけて帰ってね」 

27 607  21  
多摩 
相模原中央支援 

高品 日苗  
糸数 夢乃  

「日常の中に」 
「本当のバリアフリーとは何か」 

28 870  14  
大和西 
吉田島総合 

高田 夏美 
井上 友花  

「会いたい人」 
「いつでも地域に安心を～地元野菜で備えを常に～」 

29 1,025  22  
瀬谷 
瀬谷西 

石井 航大 
鈴木 楓 

「『日常』をリハビリする」 
「聲の衰退」 

30 940  18  
大和西 
大船 

加藤 碧梨 
郷右近夏海 

「小さなボタンが救った命」 
「私が死んだら助かる命」 

R1 898  20  
七里ガ浜 
新城 

池田 結月 
鈴木こころ 

「コンビニ」 
「『人参って綺麗ね』」 

2 366  17  
二俣川看護福祉 
小田原 

谷口 柚羽 
古藤 杏奈 

「コミュニケーションを大切にできる看護師を目指して」 
「『自分らしく』と言われて」 

3 1,456  24  
新城 
海老名 

岩本 依澄 
大槻 莉実 

「献血という架け橋を」 
「私がすべきこと」 

 
 

１．作文コンクール 
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一般財団法人神奈川県立高等学校安全振興会『定款』第４条第１号の「学校安全の普及充実」

事業として、ポスターの作成及び配布を財団創設の翌年の昭和 57年より実施している。 

 

 

生徒の安全や健康に対する関心を喚起するた

め、「安全推進月間キャンペーン」用と「作文コン

クール募集」用の２種類のポスター原画を県内高

校の生徒からコンクールとして募集している。作

成したポスターは県立学校等に配付し、安全推進

月間及び作文コンクールの周知を図っている。 

平成 6 年度から神奈川県高等学校文化連盟美

術・工芸専門部会へ委託し、令和３年度よりコン

クール名を『ポスターコンクール』から、安全振

興会を冠して『安全振興会ポスターコンクール』

に変更した。 

｢作文募集｣のポスターについては、平成 28 年

度より、翌年度募集分として使用している。 

令和２年度は新型コロナ感染症のため、学校の

休業や部活動の自粛期間があり応募数が減った

が、令和３年度は前々年度（令和元年度）とほぼ

同数となった。 

 

テーマ 「『安全』又は『健康』」 

 

応募資格  

神奈川県内の公・私立問わず、高等学校・中等

教育学校（後期課程）及び特別支援学校（高等部）

等に在学する生徒 

 

 

 応募数と最優秀生徒名 

年
度 

応
募
数 

安全推進月間用 作文コンクール用 

学校名 生徒名 学校名 生徒名 

H22 123 横須賀総合 太田 亮 神奈川総合 中野 太超 

23 134 横須賀総合 田辺 瑠美 神奈川総合 北爪 萌子 

24 130 横須賀総合 片山 麗音 横浜隼人 佐野 未織 

25 130 横浜隼人 佐野 未織 横須賀総合 髙城 玲那 

26 131 横須賀総合 松島 萌 神奈川総合 内野 花梨 

27 131 横浜隼人 川畑 聡美 横須賀総合 永山 笑 

28 142 横須賀総合 入澤 友香 横浜隼人 川畑 聡美 

29 146 横須賀総合 千葉 未帆 神奈川総合 田口 静来 

30 113 相洋 梅津 舞 横須賀総合 高橋 奈々 

R1 121 横須賀総合 清水 咲妃 白山 岩本 桃佳 

2 86 横浜隼人 岩渕 威秀 白山 川上 夏生 

3 119   上矢部 岩田 和佳 白山 岡本 來千 

 

 

 

２．安全振興会ポスターコンクール 
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「学校安全の普及充実事業」として、高P連、校長会の「みんなの交通安全教育推進運動『ス

タートかながわ』」等に補助金を交付し、その活動を支援している。これは昭和 58年からの「４

＋１ない運動」、平成 2年からの「かながわ新運動」より引き続き一貫した支援である。令和３

年度は、高 P連に 265万円、校長会に 340 万円を交付した。 

現在、県教育委員会、県立高等学校等交通安全教育推進協議会、高 P連地区協議会が県下 10

地区で交通安全大会を行っている。新型コロナウイルス感染症対策のため、令和 2 年度より形

式を工夫しながらの開催となっている。 
 

地区ＰＴＡ交通安全大会・交通安全高校生大会一覧表(*平成 27 年度まで横須賀三浦地区は

地区 PTA 交通安全大会と交通安全高校生大会は別々に開催されている。残りの地区は合同開催) 

 
平成 22 年度 

地区PTA交通安全大会 参加者計 2,303名 補助金 高P連地区PTA交通安全大会 150万円 

交通安全高校生大会等 (準備等含む) 3,717名 補助金 校長会交通安全運動  350万円 

地 区 会  場 区分 テーマ 

横浜北 神奈川総合高校  
PTA 「語り合おう、私たちの交通安全」 

高校生 ｢スタートかながわって何？｣ 

横浜中 横浜平沼高校 
地区 「自分の身 守るのは自分だけ 守られるのも自分だけ」 

交通 〃 ～交通ルール  みんな知らなきゃ意味がない～ 

横浜南 関内ホール 「自己の世界入り込んだら事故の世界」 

川 崎 エポックなかはら 
PTA 「事故そのときあなたは 加害者・被害者・目撃者」 

高校生 「守ろうよ 信号·命·あなたの未来」 

横 三 
横須賀市文化会館 PTA 「未来のための交通ルールとマナー、再確認」 

横須賀市総合福祉会館 高校生 ｢行って来ますは ただいまを言うた めに」 

湘鎌(鎌湘) 茅ヶ崎市民文化会館 「交通安全～私たちが主役～」 

中(平秦) 平塚市中央公民館 「世代をつなぐ交通安全」 

県 西 小田原市生涯学習センター 「安全も危険も自分でつくるー安全な未来へ進み出そうー」 

県 央 海老名市文化会館 「気をつけろ 命が行きかう 交差点」 

相模原 杜のホールはしもと 「命より大切なものってありますか？」 

 

平成 23 年度 
地区PTA交通安全大会 参加者計 2,329名 補助金 高P連地区PTA交通安全大会 150万円 

交通安全高校生大会等 (準備等含む) 2,870名 補助金 校長会交通安全運動 350万円 

地 区 会  場 区分 テーマ 

横浜北 神奈川総合高校  「語り合おう、私たちの交通安全」 

横浜中 横浜平沼高校 「ルールを守れずに命が守れるか！！」 

横浜中 あーすぷらざ 「前向いて 自分で守ろう その命」 

川 崎 エポックなかはら 「何のため 尊い命 君のため」  

横 三 
横須賀文化会館 PTA 「Ｋ（危険）Ｙ（予知）Ｔ（訓練）、我が身を守ろう」 

横須賀市総合福祉会館 高校生 ｢気をつけろ！スピード出し過ぎ 事故のもと」 

湘鎌(鎌湘) 鎌倉芸術館 「交通安全～私たちが主役～」 

中(平秦) 平塚市中央公民館 「安全へ つなぐ一歩は ゆずりあい」 

県 西 開成町福祉会館 「マナーで守れる秩序と命 ～みんなの心にゆとりを持って～」  

県 央 海老名市文化会館 「気をつけよう、ブレーキ・ハンドル、右・左」  

相模原 杜のホールはしもと 「命より大切なものってありますか？」 ～あなたの命の守り方～ 

３．交通安全運動を支援 
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平成 24 年度 
地区PTA交通安全大会 参加者計 2,315名 補助金 高P連交通安全運動事業に含む 202万円 

交通安全高校生大会等 (準備等含む) 2,561名 補助金 校長会交通安全教育推進運動に含む 410万円 

地 区 会  場 区分 テーマ 

横浜北 神奈川公会堂 「語り合おう、私たちの交通安全」 

横浜中 横浜平沼高校 「Ｎｏルール Ｎｏライフ ～ルールを守って命を守ろう!～」 

横浜南 港南公会堂 「上の空（ウワノソラ） ひかれたときには 空の上」 

川 崎 エポックなかはら 「見つめ直そう 心の余裕とブレーキを」 

横 三 
横須賀市文化会館 PTA 「親子で考える交通ルールとマナー」 

横須賀市総合福祉会館 高校生 「無視する勇気より待つ根気」 

湘鎌(鎌湘) 茅ヶ崎市民文化会館 「交通安全 ～私たちが主役～」 

中(平秦) 平塚市民センター 「365 日、交通事故ゼロの日を目指して ～みんなでルールを守ろう～」 

県 西 南足柄市文化会館 守ろうルール  ～「誰も見ていない」でもあなた自身は見ています～ 

県 央 海老名市文化会館 
PTA 

「子どもたちの命を守りたい・・・有効な手段は」 

「まだ平気！まだ大丈夫！その先に潜むもの」 

高校生 「まだ平気」 その一言が命取り 

相模原 杜のホールはしもと 「命より大切なものってありますか？」～突然の事故でなくすもの～ 

 
 
 
 

平成 25 年度 
地区PTA交通安全大会 参加者計 2,267名 補助金 高P連交通安全運動事業に含む 202万円 

交通安全高校生大会等 (準備等含む) 2,341名 補助金 校長会交通安全教育推進運動に含む 410万円 

地 区 会  場 テーマ 

横浜北 都筑公会堂 「語り合おう、私たちの交通安全」 

横浜中 県立よこはま看護専門学校 「守ろうルール・守ろう安全 大切な命は一つだけ」 

横浜南 地球市民かながわプラザ 「画面より 現実を見よう 君の目で」 

川 崎 エポックなかはら 「はじめよう、 命を守る 交通安全」 

横 三 横須賀市総合福祉会館 「安全第一 ～無事故の意識～」 

湘鎌(鎌湘) 茅ヶ崎市民文化会館 「交通安全～私たちが主役～」 

中(平秦) 平塚市中央公民館 「尊き命」守れ！一人ひとりの身の安全 

県 西 大井町生涯学習センター 「安全」は、あせらず、無理せず、油断せず！～私には家で家族が待っています～ 

県 央 海老名市文化会館 「ながら運転、事故の元」 

相模原 杜のホールはしもと 「命より大切なものってありますか?」 ～知ろう 守ろう～ 
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平成 26 年度 
地区PTA交通安全大会 参加者計 3,414名 補助金 高P連交通安全運動事業に含む 193万円 

交通安全高校生大会等 参加者計 3,610名 補助金 校長会交通安全教育推進運動に含む410万円 

地 区 会  場 テーマ 

横浜北 都筑公会堂 「語り合おう、私たちの交通安全」 

横浜中 県立よこはま看護専門学校 「自慢しようぜ 事故ゼロを  ～Ａction for Ｎo accident～」 

横浜南 地球市民かながわ プラザ 「ひかれるな ケータイよりも自動車に」 

川 崎 エポックなかはら 「青信号 命をつなぐ 安全のサイン」  

横 三 横須賀市総合福祉会館 「知ろう、守ろう、広めよう  ～無事故の社会へ一歩ずつ～」 

湘鎌(鎌湘) 茅ヶ崎市民文化会館 「交通安全 ～私たちが主役～」 

中(平秦) 平塚市中央公民館 「かけがえのない いのちだいじに」 

県 西 南足柄市文化会館 
「『帰りたい場所がある』『待ってくれている人がいる』 

「私の命は私だけのものではない だからこそ大切にしよう」 

県 央 海老名市文化会館 「左右（ひだりみぎ）」みんなの命 左右する 

相模原 杜のホールはしもと 「命より大切なものってありますか？」  ～一歩さがって見た世界～ 

 
 
 
 
平成 27 年度 *平成 27 年度よりすべての地区で合同開催 
地区交通安全高校生・PTA大会 参加者計 3,462名  

補助金 高P連交通安全運動事業に含む 218万円、校長会交通安全教育推進運動に含む 410万円 

地 区 会  場 テーマ 

横浜北 鶴見区民文化センター 「語り合おう、私たちの交通安全」 

横浜中 県立よこはま看護専門学校 
「事故無きところに青春あり 

 ～Nothing is more precious than your life～」 

横浜南 地球市民かながわプラザ 「「平気だよ」その油断こそ事故のもと」 

川 崎 エポックなかはら 「ながら歩き スマホと未来 どっち見る？」 

横 三 横須賀市総合福祉会館 「なんとなくではダメなんだ １人１人の無事故の意識」 

湘 鎌 茅ヶ崎市民文化会館 「交通安全～私たちが主役～」 

平 秦 平塚市中央公民館 「守るのは、あなた、みらい、ゆずりあい」 

県 西 南足柄市文化会館 『油断大敵 軽い気持ちと 重い命 ― 「大丈夫だろう」は危険のサイン』 

県 央 海老名市文化会館 「無くそう 『事故』 守ろう 『自己』」 

相模原 杜のホールはしもと 「命より大切なものってありますか？」 
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平成 28 年度  
地区交通安全高校生・PTA大会 参加者計 3,378名  

補助金 高P連交通安全運動事業に含む 228万円、校長会交通安全教育推進運動に含む 315万円 

地 区 会  場 テーマ 

横浜北 緑公会堂 『語り合おう、私たちの交通安全』 

横浜中 県立よこはま看護専門学校 『自分たちから広げよう交通安全の輪』 

横浜南 地球市民かながわプラザ 『命より大切ですか？ その画面』 

川 崎 エポックなかはら 『よそ見して あなたの命 赤信号』 

横 三 横須賀市総合福祉会館 『一瞬で 命の重さ 忘れるな』 

湘 鎌 茅ヶ崎市民文化会館 『交通安全～私たちが主役～』 

平 秦 平塚市中央公民館 『無事に帰ってきて』 

県 西 南足柄市文化会館 『事故は一瞬 傷は一生 守ろう -大切な自分の命-』 

県 央 海老名市文化会館 『みんなで広げよう 「安心安全心がけ」』 

相模原 杜のホールはしもと 『命より大切なものってありますか？』 

 

 

 

 

平成 29 年度  
地区交通安全高校生・PTA大会 参加者計 3,397名  

補助金 高P連交通安全運動事業に含む 198万円、校長会交通安全教育推進運動に含む 343万円 

地 区 会  場 テーマ 

横浜北 緑公会堂 『語り合おう、私たちの交通安全』 

横浜中 県立よこはま看護専門学校 『守ろう安全 ～ 小さなことから一つずつ』 

横浜南 地球市民かながわプラザ 曲を聴き 事故の足音 聞こえない 

川 崎 エポックなかはら 見つめ直そう あなたの命 あなたの未来 

横 三 横須賀市総合福祉会館 平気でしょ、その一言が自己の元 

湘 鎌 鎌倉芸術館 交通事故ゼロを目指して ～私たちの交通安全～』 

平 秦 平塚市中央公民館 「交通ルール？知ってるよ」「じゃあ守ってる？」 

県 西 南足柄市文化会館 聞くべきは はやりの歌より 交通音 

県 央 海老名市文化会館 事故のない 「未来」は作れる 僕たちで 

相模原 杜のホールはしもと 「命より大切なものってありますか？」 ～身の周りに潜む危険って何だろう～ 
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平成 30 年度 ※大会名変更 
地区交通安全大会 参加者計 3,415名  

補助金 高P連交通安全運動事業に含む 240万円、校長会交通安全教育推進運動に含む 345万円 

地 区 会  場 テーマ 

横浜北 横浜市青葉公会堂 「語り合おう、私たちの交通安全」 

横浜中 横浜平沼高校 「さようならとは まだ 言わせない、絶対に」 

横浜南 地球市民かながわプラザプラザ 「油断する 君が見ている その画面 映っているのは 悲惨な未来」 

川 崎 エポックなかはら 「その一瞬 あの世とこの世の 交差点」 

横 三 はまゆう会館 「気を抜くな あなたの安全 あなた次第」 

湘 鎌 茅ケ崎市民文化会館 「みんなで考えよう 私たちの交通安全」 

平 秦 平塚市中央公民館 「忘れてない？心にゆとりと 思いやり」 

県 西 南足柄市文化会館 「まぁいいか」その一言が大きな事故に ～身を守れるのは自分だけ～ 

県 央 海老名市文化会館 「一秒を 急ぐ心に 事故の影」 

相模原 杜のホールはしもと 「命より大切なものってありますか？」 ～一瞬の油断とその後～ 

 

 

 

 

令和元年度  
地区交通安全大会 参加者計 3,101名  

 補助金 高P連交通安全運動等健全育成事業に含む 265万円、校長会交通安全教育推進運動に含む 340万円 

地 区 会  場 テーマ 

横浜北 横浜市鶴見公会堂 「語り合おう、私たちの交通安全」 

横浜中 旭区区民文化センターサンハート 「見直そう、自分の行動ルールとマナー」 

横浜南 地球市民かながわプラザプラザ 「ひかれるな スマホの画面に 自動車に」 

川 崎 エポックなかはら 「Walking ながらスマホで Warning」 

横 三 横須賀市総合福祉会館 「『大丈夫』その思い込み『大丈夫？』」 

湘 鎌 茅ケ崎市民文化会館 「目指せゼロ 私たちの交通安全」 

平 秦 平塚市中央公民館 「手にスマホ、耳にイヤホン、命とり」 

県 西 南足柄市文化会館 「たったひとつの いのち だいじに」 

県 央 海老名市文化会館 「チャリ イズ カー」 

相模原 杜のホールはしもと 「命より大切なものってありますか？」～心の焦りは事故への近道～ 

 

 

 

 

60



令和２年度 地区交通安全研究集録等 ※新型コロナ感染症対策のためリモート開催又は資料配布のみ 
 補助金 高P連交通安全運動等健全育成事業に含む 265万円、校長会交通安全教育推進運動に含む 340万円 

地 区 冊数 研究集録掲載内容、交通安全啓発品等 

横浜北 210 交通安全への取組、PTA の取組、ポスター、アピール文、カレンダー、文字入りボールペン 

横浜中 400 ポスター、標語、クリアファイル、ノート 

横浜南 200 ポスター、標語、各校の交通安全取組、クリアファイル 

川 崎 250 
ポスター、標語、作文、生徒作品募集、各校の交通安全取組、高性能自転車空気入れ、整

備ツールセット 

横 三 1,000 高校発表、PTA 発表、スタートかながわ活動報告、ポスター、標語 

湘 鎌 500 ポスター、カレンダー 

平 秦 500 高校生発表、研究発表、交通安全〇×クイズ、スタートかながわ PTA 発表、研究発表 

県 西 700 作文、ポスター、四コマ漫画、シンボルマーク、標語コンテスト、自転車空気入、誘導灯、腕章 

県 央 200 標語、作文、ポスター、シンボルマーク、イラスト、四コマ漫画 

相模原 400 
研究発表、ポスター、標語、川柳、各校のコロナ禍における交通安全教育の取組状況 

（リモートをとりいれたハイブリット開催） 

 
 
 
 

令和３年度  
地区交通安全大会 参加者計 41,452名（オンラインでの参加者を含む） 

 補助金 高P連交通安全運動等健全育成事業に含む 265万円、校長会交通安全教育推進運動に含む 340万円 

地 区 会  場 テーマ 

横浜北 オンライン開催（オンデマンド形式） 「語り合おう、私たちの交通安全」 

横浜中 オンライン開催（オンデマンド形式） 「あの看板は、『あなた』のために立っている」 

横浜南 
地球市民かながわプラザプラザ 

オンライン開催（ハイブリッド形式） 
「おとすのは 自分の命か 電源か」 

川 崎 オンライン開催（オンデマンド形式） 「見つめすぎ スマホに恋でも してるのか」 

横 三 
横須賀市はまゆう会館 

オンライン開催（ハイブリッド形式） 
「急がないで 焦る自分に ブレーキを」 

湘 鎌 オンライン開催（オンデマンド形式） 「次はない 一つの不注意 大惨事」 

平 秦 
平塚市中央公民館 

オンライン開催（ハイブリッド形式） 
「ワタシのいのちはミンナのいのち」 

県 西 南足柄市文化会館小ホール 「地域で守る交通安全 心がけこそ事故のワクチン」 

県 央 
海老名市文化会館大ホール 

オンライン開催（ハイブリッド形式） 
「１メートルは一命取る」 

相模原 杜のホールはしもと 
「命より大切なものってありますか？」 

～少しの予測で未来が変わる～ 
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安全普及充実事業は本会の重要な事業として『定款』に規定され、また、災害に遭わないため

の本事業は、災害が発生した後についての救済制度である見舞金給付と表裏一体をなしている。

財団創設時から作文コンクール、ポスターコンクール、交通安全運動については、本章の中に詳

細に記載した。ここでは、平成 22年度以降のその他の安全普及啓発事業について記載する。 

 

１ 会報等の発行 

(1)「安全振興会報」の発行 

本会の事業計画及び事業の実施状況を

はじめ、安全に関する情報を会員に提供す

るため、会報を年 2 回発行。学校を通して

全保護者に配布。 

(2)「安全振興会のご案内」の発行 

本会の趣旨及び活動の概要、見舞金給付

のしくみ等を次年度会員予定の保護者（卒

業予定の者を除く現会員及び、新入生保護

者）に紹介する趣旨で 12 月に学校を通し

て配布。表紙には高 P 連広報紙コンクール

安全振興会写真賞受賞作品の表紙写真を

使用。 

 

２ 安全推進月間の実施 

11 月を「安全推進月間」に指定し、生徒の

安全や健康に関する意識の高揚と学校安全

の推進を図る次の諸事業を実施した。詳細は

前の項を参照。 

(1)作文コンクール 

県立高校、特別支援学校高等部、中等教育

学校後期課程の生徒対象 

(2)安全振興会ポスターコンクール 

高文連美術･工芸専門部に委託。 

県内高校の生徒対象。 

 

３ 協賛・補助・委託事業 

高 P 連・校長会の「みんなの交通安全教育

推進運動『スタートかながわ』」等に補助金を

交付して、その活動を支援している。また、

高 P 連安全啓発事業、高文連安全対策事業、

高体連安全対策事業、県立高等学校定時制通

信制教頭会の定時制通信制高校における安

全・健康のあり方の研究に補助金を交付した。 

令和２・3 年度は新型コロナウィルス感染

拡大防止に向けた対応のため、各団体ともリ

モートを採り入れた大会の実施や研究集録

や啓発資料等の作成配布を行った。 

平成 22 年度以降の各年度の補助・委託・

協賛金の交付状況は次ページの表のとおり。 

 

４ その他の安全普及啓発事業 

(1) 熱中症アラーム（令和２年度） 

熱中症による災害の報告が増加している

ことに鑑み、本会としても事故防止に向けて

検討してきた。令和元年度運営懇談会におい

て県教育委員会保健体育課、校長会、高 P 連

から希望があり、県立高等学校・中等教育学

校に「黒球式熱中症指数計」（ＷＢＧＴ計）141

台を寄贈した。このことにつき令和２年３月

27 日に神奈川県教育委員会から感謝状が贈

呈され、桐谷教育長より「指数計を活用する

ことで、一段と適切な対応ができると感じて

いる。生徒の安心、安全を第一に考えて今後

も対応していく」との謝辞をいただいた。  

４．その他の安全普及充実事業 
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補助・委託・協賛事業一覧（平成 22 年度以降）  

種別 名称 H22 23 24 25 26 27 28 29 30 R1 2 3  

県立高等学校ＰＴＡ連合会  

補助 
交通安全運動等
健全育成事業 

150  150  202  202  193  218  228  198  240  265  265 265 
※１ 

補助 安全啓発事業   68  113  122  107  107  27  81  81  81 81  

補助/ 
協賛 関東地区大会 270        300      

※２ 

協賛 会長研修会 20  20             

協賛 研修大会  20             

協賛 大会 30  30             

協賛 広報紙コンクール 10  10             

委託 
高校生の健全育成

のための生徒用啓

発指導資料の作成 

45  45             

※３ 

県立学校長会   
補助 交通安全運動の展

開と交通安全教育

に係る指導方法の

研究 

350  350  410  410  410  410  315  343  345  340  340 340 

※４ 

委託 
効果的な交通安全

教育の指導方法の

研究 

60  60            

※５ 

(委託) 
(高校生の健全育成
のための生徒用啓発
指導資料の作成) 

（45）  （45）            

※３ 

 

県高等学校文化連盟  
補助 安全対策事業 50  50  50  50  50  50  50  50  50  50  50 50  

県高等学校体育連盟  
補助 安全対策事業   30  30  20  10  10  10  10  10  10 10  

県立高等学校定時制通信制教頭会  
補助 安全・健康のあり方

の研究 

  
30  30  30  30  30  30  30  30  30 30 

 

高文連美術工芸専門部会  
委託 ポスター原画募集

事業 
20  20  15  15  15  15  15  15  15  15  15 15 

 

  1,005  755  850  850  840  840  755  973  771 791 791 791  
 

※１ 平成 22～23 年度｢地区 PTA 交通安全大会｣､ 

平成 24～29 年度まで｢交通安全運動事業｣ 
※２ 平成 22 年度は協賛、平成 29 年度は補助事業 
※３ 委託先は高 P 連。高 P 連と高長会との共同研究。金額は高 P 連の方に記載。 

校長会の方には（ ）で記入し、合計金額には含めていない 
※4 平成 22～23 年度 校長会生徒指導委員会第 2 分科会の主催する交通安全対策諸事業、 

平成 24 年度以降 交通安全教育推進運動｢スタートかながわ｣を中心とした交通安全運動の

展開と交通安全教育に係る指導方法の研究 
※5 委託先：県高等学校交通安全教育研究会 

63



第３章 見舞金等給付事業 
 

 
 

一般財団法人神奈川県立高等学校安全振興会『定款』 第 4 条第 2 号に「生徒の災害に対する

見舞金等の給付」を定め、PTA・青少年教育団体共済法及び保険法に基づき作成した「共済規程」

及び「共済マニュアル」に基づき実施している。供花料は「運営規則 第 11 条」に基づき実践

している。見舞金等の給付事業は本会事業の根幹をなすものである。 

 

１ 見舞金等の給付制度 

学校管理下で生徒に死亡、障害、負傷等の災害 

が発生したとき、会員（保護者）に対して見舞金

を給付する。 

 

（１）見舞金の種類 

１）死亡見舞金 

２）障害見舞金 

３）負傷等見舞金 

４）歯牙欠損見舞金（令和 4 年度~） 

５）義歯見舞金 

６）供花料 

７）特別見舞金 

 

※ １）から４）までの見舞金については、学校管

理下の災害の共済制度として、災害認定はスポー

ツ振興センターに順じており、給付額はすべて同

センターの給付額の５割である（平成 31 年 3 月

31 日以前の災害については、死亡見舞金・障害見

舞金は 7 割、負傷等見舞金は 6 割）。 

※ ５）から７）は本会独自の見舞金である。なお、

6)は学校管理下外の場合でも給付する。 

 

（２）見舞金請求等の手続き 

見舞金の請求手続きは、学校を通して行われる。

担当の先生方のご尽力に拠るところが大である。 

改めて感謝申し上げる。 

２ 見舞金等の変遷 

見舞金の補償範囲及び金額はすべて「共済規程 

別表第 4 条関係」に記載されている。供花料は「運

営規則第 11 条」に基づき給付されている。 

 

（１）死亡見舞金 

年度 金額 備考 
昭和 56 600万円 学校安全会の2分の1 

 61 700万円 健康センターの支給額増額 

平成 元 840万円 健康センター支給額の6割 

 4 1,020万円 健康センターの支給額増額 

 8 1,260万円 健康センターの支給額増額 

 9 1,470万円 健康センター支給額の6割 

 11 1,750万円 健康センター支給額の6割 

 17 
1,960万円 

スポーツ振興センター支給
額の7割 

令和 元 1,500万円 
スポーツ振興センターの増
額、支給額の5割 

 

（２）障害見舞金（最高額） 

年度 1 級(最高額) 本会の支給割合 

昭和 56 750 万円 学校安全会の2分の1 

 58 900 万円 学校健康会の支給額増額 

 63 945 万円 健康センターの支給額増額 

平成 元 1,134 万円 健康センター支給額の6 割 

 4 1,374 万円 健康センターの支給額増額 

 8 1,698 万円 健康センターの支給額増額 

 9 1,981 万円 健康センター支給額の7 割 

 11 2,359 万円 健康センターの支給額増額 

 17 2,639 万円 
スポーツ振興センター支給
額増額 

令和 元 2,000 万円 
スポーツ振興センター支給
額増額、その5割 

１．見舞金等給付事業 
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障害等級表と本会の障害見舞金額 

等級 

平成 31 年 3 月 31
日以前 

(ＳＣ給付額の 7 割) 

平成 31 年 4 月 1
日以降 

（ＳＣ増額・ 

ＳＣ給付額の 5 割） 

1 級 2,639 万円 2,000 万円 

2 級 2,352 万円 1,800 万円 

3 級 2,051 万円 1,570 万円 

4 級 1,428 万円 1,090 万円 

5 級 1,190 万円 910 万円 

6 級 987 万円 755 万円 

7 級 833 万円 635 万円 

8 級 483 万円 370 万円 

9 級 385 万円 295 万円 

10 級 280 万円 215 万円 

11 級 203 万円 155 万円 

12 級 147 万円 113 万円 

13 級 98 万円 75 万円 

14 級 57.4 万円 44 万円 

 

（３）負傷等見舞金 

年度 備考 

昭和 56 
５万円ごとに１万円 治療費が100万を
超える場合は 5 万ごとに 2 万円加算 

 58 
健康会の支給額が２万円を越えた場合
の５割 

平成 元 
健康センターの支給額が２万円を越え
た場合の６割 

 19 
スポーツ振興センターの給付額が１万
５千円を越えた場合の６割 

令和 元 

スポーツ振興センターの給付額が１万
５千円を越えた場合の 5 割 
窓口負担無し(1 割給付)の場合は、給付
額の４倍が 15,000 円を超えた場合の５
割 

 

（４）歯牙欠損見舞金（予告） 

年度 備考 

令和 ４ 
令和４年度新設。スポーツ振興センター
給付額（1 本８万円、2 本まで）の５割 

 

（５）義歯見舞金 

学校管理下の災害による負傷のため、歯科補綴 

を受けた場合に給付。 

年度 金額（円） 備考 

昭和 59 1 本３万、2 本 6 万 
障害見舞金に該
当しないもの 

平成 9 1 本 5 万、2 本 10 万 増額 

平成 26 1 本 5 万、2 本 10 万 
審査委員会にか
ける 

令和 4 1 本 5 万、2 本 10 万 
歯牙欠損見舞金
に該当しないも
の 

 

（６）供花料 

学校管理下か否か問わず、一律 10万円を給付。 

年度 
金額
(円) 

備考 

昭和 56 

1 万 生徒の故意または重大な過失 

3 万 
死亡見舞金に該当、又は学校
管理下で故意でない場合 

10 万 
第三者からの補償等死亡見舞
金が出ない場合 

平成 元 10 万 学校管理下の有無を問わず 

平成 ２ 10 万 
運営規則第 19 条「非常災害に
よる供花料は理事会が別に定
める」 

平成 6 10 万 上記を削除 

 

災害共済給付機関の変遷 
１．昭和35年（1960）～ 日本学校安全会 
２．昭和57年（1982）～ 日本学校健康会 
３．昭和61年（1986）～ 

日本体育・学校健康センター 
４．平成15年（2003）～ 

独立行政法人日本スポーツ振興センター 
(以下 スポーツ振興センター、又はＳＣ) 

 

３ 見舞金等総集計 

平成 22 年度以降の見舞金の件数及び給付額を

次ページに掲載した。昭和 56 年度から令和 2 年

度までの給付の総件数は 47,956 件で、支払われ

た金額は 31 億 3,919 万余円である。見舞金の件

数及び金額の推移は下のグラフのとおりである。
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種
類

件数 ア 1 1 ア 1
金額

件数

金額

件数

金額

件数

金額

件数

金額

件数

金額

件数

金額

件数

金額

件数 1
金額

件数 1 1 1 1
金額

件数

金額

件数 イ 1 1
金額

件数

金額

件数 1 1
金額

件数 ウ 2 ア 1 ア 5 3 4 4
金額

件数

金額

件数 4 3 9 3 4 5
金額

件数 1,456 1,376 1,576 1,649 1,562 1,522
金額

件数 294 333 328 411 436 429
金額

件数 1,750 1,709 1,904 2,060 1,998 1,951
金額

件数 26 19 22 21 26 21
金額

件数 10 12 7 8 10 11
金額

件数 36 31 29 29 36 32
金額

件数 1 1 3
金額

件数 17 10 8 15 14 18
金額

件数 17 11 8 16 14 21
金額

件数 1,808 1,754 1,950 2,109 2,052 2,010
金額

年度

死亡見舞金

障
害
見
舞
金

１級

平成27年度平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度

19,600,000 6,860,0009,800,000

２級

３級

４級

５級

６級

７級

８級

９級

4,830,000

10級

3,850,0003,850,000 3,850,000 3,850,000

11級

12級

2,030,0001,421,000

13級

14級

980,000 980,000

障害
仮支給

861,000 287,000 2,583,000 1,722,000 2,296,000 2,296,000

小　計

負
傷
等
見
舞
金

新規

6,132,000 5,117,000 14,273,000 1,722,000 2,296,000 6,146,000

継続

62,476,900 63,300,10058,855,600 55,073,100 60,972,900 66,701,100

小計

13,289,400 14,637,300 17,458,50013,832,600 10,945,000 11,996,900

義
歯
見
舞
金

１本

72,969,800 79,990,500 77,114,200 80,758,60072,688,200 66,018,100

２本

1,300,000 950,000 1,100,000 1,050,000 1,300,000 1,050,000

1,000,000 1,200,000 700,000 800,000 1,000,000

小計

1,100,000

供
花
料

管理下

2,300,000 2,150,000 1,800,000 1,850,000 2,300,000 2,150,000

300,000100,000 100,000

管理下外

小計

1,700,000 1,000,000 800,000 1,500,000 1,400,000 1,800,000

合計

1,700,000 1,100,000 800,000 1,600,000 1,400,000 2,100,000

98,014,60092,620,200 74,385,100 89,842,800 104,762,500 83,110,200

備考

PTA等共済法に
よる共済スタート
H25.12より一般
財団に移行

義歯見舞金審
査会

ア 減額686万
円1件

ア

イ

ウ

減額980万
円1件
減額142.1万
円1件
減額28.7万
円1件

ア 減額28.7万
円1件

ア 減額28.7万
円1件
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S56～R2計

ア 2 1 2 56
498,140,000

12
133,470,000

0
0
1

8,141,000
0
0
6

42,120,000
0
0

1 1 4
25,375,000

18
43,330,000

ア 3 1 20
57,825,000

5
11,075,000

1 14
18,691,000

1 1 21
20,286,000

2 1 30
18,007,500

1 3 ア 3 3 ア 2 196
62,435,100

(6)
31,000,000

4 7 4 7 2 327
471,755,600

1,624 1,658 1,656 1,661 1,266 38,074
1,745,722,200

481 454 467 462 459 7,110
263,309,800

2,105 2,112 2,123 2,123 1,725 45,184
2,009,032,000

17 9 23 10 16 555
25,200,000

6 8 8 14 6 316
27,700,000

23 17 31 24 22 871
52,900,000

2 4 2 74
6,030,000

27 12 10 17 19 1,040
82,350,000

29 16 12 17 19 1,114
88,380,000

2,161 2,154 2,171 2,173 1,768 47,558
3,120,207,600

平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度

19,600,000 39,200,00019,600,000

8,330,0008,330,000

10,395,000 3,850,000

2,030,000

1,470,000 1,470,000

1,960,000 980,000

574,000 1,722,000 1,435,000 1,722,000 1,190,000

17,402,000 1,190,00010,969,000 13,482,000 2,415,000

53,056,10071,049,100 78,642,700 69,179,400 73,281,200

15,030,70016,302,200 17,067,600 17,988,700 13,491,700

87,168,100 86,772,900 68,086,80087,351,300 95,710,300

850,000 450,000 1,150,000 500,000 800,000

800,000 1,400,000 600,000600,000 800,000

1,450,000 1,250,000 1,950,000 1,900,000 1,400,000

200,000 400,000 200,000

2,700,000 1,200,000 1,000,000 1,700,000 1,900,000

2,900,000 1,600,000 1,200,000 1,700,000 1,900,000

102,670,300 131,642,300 112,333,100 146,974,900 72,576,800
SC新基準の
7割61.6万円
1件、SC旧基
準の7割57.4
万円１件

障害見舞金の
仮支給は合計
数に含まれない

ア 減額980万
円2件

ア 減額28.7万
円1件

★死亡・障害：
SCの5割、負
傷:SCが1万5千
円を超えた場合
の5割。1割給付
はSC４倍の5割

アア 減額269.5万
円1件
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第４章 修学奨励事業 
 

 
 

財団発足時の昭和 56 年度より実施している修学奨励事業は、『定款』 第 4 条第３号に定めら

れている「生徒の修学奨励」を根幹に、｢運営規則｣及び「修学奨励金給付基準」に基づいて運営

している。発足当時の給付額は月額 5,000 円であった。採用数は平成 19 年度から各校各課程 1

名としたが、県立高校改革による学校数の変化に伴い減少した。令和３年度からは、他の奨学金

との併給を給付型・貸与型を問わず可能とした。 

 

修学奨励事業の目的 
生徒の保護者である会員が、学資の支弁

が困難であると認められるとき、その生徒

に修学奨励金を給付し、修学を奨励する。 

 

現行の修学奨励生募集要項 
〇出願資格 次の 1）、2)のいずれかに該当 

する者 ※他の奨学金との併給が可 

１）「修学奨励金給付基準」第２条に規定する者 
修学奨励金給付基準 
第２条 運営規則第１５条第１項１号に係
る対象者は、次の各号に定める者とする。 
（１）生活保護法（平成２５年法律第１４
４号）に基づく保護を受けている者 

（２）生活保護法に基づく保護を受けている
者に準ずる者で、地方税法の規定により市町
村民税の所得割を納付していない者 

（３）児童福祉法に基づく措置を受け、児
童福祉施設に入所している者等 

２）その他の事業で学資の支弁が困難な者 

〇給付月額： 6,000 円（返還の必要なし） 

○採用定員： 本会加入の全県立高校全日

制､定時制､通信制の各課程､中等教育学校

につき各1名 

〇給付期間： 採用年度限りであるが、次

年度の採用を妨げない 

○出願方法： 校内で奨励生に推薦され

た者は、修学奨励生願書を校長に提出。

学校は校長の修学奨励生推薦書を添え

て出願 

○採用： 理事会で選考し、夏休み前に学

校長宛に通知 

○支給： ７月と１月に6 ヶ月分まとめて給付 

平成 22 年度以降の規約改正等 
平成 22 年度 授業料不徴収に伴い、「運営

規則」「修学奨励金給付基準」を年度に遡

り改正 
平成 24 年度 県の｢入学検定料等の免除｣

改正に基づき「修学奨励金給付基準」の条

文を整理。また通信制の加入に対応。審査

委員会での審査をやめ理事会に変更。（平

成 25 年度より） 
平成 26 年度 修学奨励金給付は、隔月で

行っていたため、規約を現状にあわせた。 

平成 28 年度 推薦書・願書を本会負担の

「受取人払郵便」で郵送できるように。 

平成 30 年度 修学奨励生の資格を「生活

保護」「準生活保護」「施設入所者」「そ

の他」の区分に簡略化。経費削減のため、

給付を年２回に改定(令和元年より) 

令和２年度  修学奨励金給付基準より

「他の奨学金の給付を受けていないもの」

を削除（令和３年度より） 

 
年度別採用数及び給付金額 

年度 採用数 給付金額 
平成 22 163 11,736,000 

 23 163 11,736,000 
 24 163 11,736,000 
 25 164 11,808,000 
 26 163 11,736,000 
 27 163 11,736,000 
 28 163 11,736,000 
 29 163 11,736,000 
 30 163 11,736,000 

令和 元 163 11,736,000 
 2 158 11,376,000 
 3 158 11,376,000 

計 4,079 163,103,000 

※合計は財団創設からの総合 

１．修学奨励事業 
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第５章 財務関係の諸統計 
 

 
 

本会の会員は、県立学校に在籍する生徒の保護者の任意加入が原則であるが、本会の趣旨か

らできるだけ多くの保護者に加入をお願いしている。令和３年度の加入率は 99.5％であり、高

い率で加入していただいている。 

 
 

年度別加入数の推移 

年度 
全日制 定時制 通信制 特支 中等教育学校 

会員数 前年比 
学校数 加入校数 学校数 加入校数 学校数 加入校数 加入校数 学校数 加入校数 

平成22 141 141 20 20 2 0 0 2 2 115,559 +3,531 

23 141 141 20 20 2 0 0 2 2 117,490 +1,931 

24 141 141 20 20 2 1 0 2 2 122,141 +4,651 

25 141 141 20 20 2 1 0 2 2 122,980 +839 

26 139 139 21 21 2 1 0 2 2 125,855 +2,875 

27 139 139 21 21 2 1 0 2 2 126,948 +1,093 

28 139 139 21 21 2 1 0 2 2 127,321 +373 

29 139 139 21 21 2 1 0 2 2 127,254 ▲67 

30 139 139 21 21 2 1 0 2 2 126,208 ▲1,046 

令和元 139 139 21 21 2 1 0 2 2 123,891 ▲2,317 

2 135 135 20 20 2 1 0 2 2 121,043 ▲2,848 

3 135 135 20 20 2 1 0 2 2 117,309 ▲3,734 

※令和 3 年度は 9 月末現在                                        ▲はマイナス 
 

 

加入校及び加入人数の推移 
 少子化により生徒数は平成元年をピークに

減少している。学校数も県立高校改革により

減少し、令和３年度の加入校数は全日制 135

校、定時制 20 校、通信制 1 校、中等教育学校

2 校の合計 158 校である(通信制の 1 課程を除

く全県立高等学校及び中等教育学校が加入)。 

 

 

創業時以来の加入人数の推移 

 

 

 

 

１．会員数の推移 
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c=a+b,  f=c−(d+e) 

= 

 
 

本会の収入は会費及び財産の運用益及び準備金等戻入益からなっているが、ここでは、収入

を「会費収入」と「運用収入」とし、支出を「事業費」及び「管理費」（人件費等）とわけ、見

舞金給付準備預金として積み立てしたものや余剰金を「積立金(残金)」と称する。平成 25 年度

以降の PTA・青少年教育団体共済法に基づき積立なくてはならない準備金及び責任準備金は事

業費含め、翌年度戻入する分は「積立金(残金)」に含めるとする。 
 

Ⅰ 総収入と支出       （単位:円。％「合計」に対する比率。▲はマイナス） 
年度 会費収入(a) 運用益(b) 収入計(c) 事業費(d) 管理費(e) 積立金(残金） (f) 

昭和56 84,963,410 90% 9,086,485 10% 94,049,895 39,894,621 42% 5,191,695 6% 48,963,579 52% 

57 87,099,060 87% 12,911,254 13% 100,010,314 27,872,530 28% 8,349,529 8% 63,788,255 64% 

58 94,159,440 90% 10,982,724 10% 105,142,164 40,032,964 38% 9,499,491 9% 55,609,709 53% 

59 104,107,680 84% 19,617,287 16% 123,724,967 64,372,000 52% 8,638,724 7% 50,714,243 41% 

60 115,070,400 85% 20,935,196 15% 136,005,596 44,850,450 33% 9,917,059 7% 81,238,087 60% 

61 121,057,200 83% 25,270,453 17% 146,327,653 71,180,209 49% 9,571,441 7% 65,576,003 45% 

62 125,606,640 83% 25,370,568 17% 150,977,208 53,353,900 35% 10,208,524 7% 87,414,784 58% 

63 130,400,400 84% 25,448,891 16% 155,849,291 68,763,681 44% 8,041,472 5% 79,044,138 51% 

平成1 131,898,720 77% 39,515,992 23% 171,414,712 88,535,016 52% 10,859,840 6% 72,019,856 42% 

2 130,718,160 71% 54,465,070 29% 185,183,230 118,465,327 64% 12,202,563 7% 54,515,340 29% 

3 122,637,000 66% 61,959,692 34% 184,596,692 80,340,723 44% 13,177,924 7% 91,078,045 49% 

4 114,329,040 72% 44,898,995 28% 159,228,035 95,329,359 60% 13,746,460 9% 50,152,216 31% 

5 106,367,280 74% 37,345,302 26% 143,712,582 96,089,936 67% 15,812,927 11% 31,809,719 22% 

6 100,399,200 82% 21,905,649 18% 122,304,849 86,222,401 70% 16,304,225 13% 19,778,223 16% 

7 142,639,560 90% 15,269,716 10% 157,909,276 101,038,355 64% 18,897,838 12% 37,973,083 24% 

8 133,657,740 90% 14,807,849 10% 148,465,589 104,773,220 71% 18,995,019 13% 24,697,350 17% 

9 169,276,200 93% 13,108,789 7% 182,384,989 102,777,848 56% 21,529,206 12% 58,077,935 32% 

10 162,981,000 92% 13,381,987 8% 176,362,987 85,023,599 48% 19,760,375 11% 71,579,013 41% 

11 161,282,400 94% 11,146,832 6% 172,429,232 82,416,987 48% 18,874,517 11% 71,137,728 41% 

12 158,665,200 86% 25,653,980 14% 184,319,180 116,193,545 63% 19,072,155 10% 49,053,480 27% 

13 152,779,200 94% 10,223,674 6% 163,002,874 97,113,353 60% 18,587,925 11% 47,301,596 29% 

14 144,044,400 93% 10,155,771 7% 154,200,171 111,505,841 72% 16,707,602 11% 25,986,728 17% 

15 140,102,400 93% 9,965,092 7% 150,067,492 93,989,673 63% 17,347,088 12% 38,730,731 26% 

16 136,758,600 96% 6,116,484 4% 142,875,084 78,255,196 55% 17,296,679 12% 47,323,209 33% 

17 133,541,400 93% 9,428,830 7% 142,970,230 80,097,094 56% 17,465,629 12% 45,407,507 32% 

18 129,321,600 94% 8,352,188 6% 137,673,788 88,532,957 64% 16,822,007 12% 32,318,824 23% 

19 127,616,400 93% 9,062,428 7% 136,678,828 122,921,893 90% 17,714,010 13% ▲3,957,075 ▲3% 

20 128,916,600 92% 10,911,129 8% 139,827,729 184,694,344 132% 22,258,914 16% ▲67,125,529 ▲48% 

21 131,584,800 92% 11,884,283 8% 143,469,083 98,553,995 69% 24,084,629 17% 20,830,459 15% 

22 135,378,000 92% 12,331,097 8% 147,709,097 126,501,839 86% 24,560,879 17% ▲3,353,621 ▲2% 

23 137,376,000 91% 13,207,004 9% 150,583,004 101,956,087 68% 24,428,814 16% 24,198,103 16% 

24 140,068,140 91% 13,308,655 9% 153,376,795 117,198,427 76% 28,711,883 19% 7,466,485 5% 

25 141,275,475 90% 15,997,175 10% 157,272,650 136,265,338 87% 28,363,551 18% ▲7,356,239 ▲5% 

26 145,116,285 90% 16,183,920 10% 161,300,205 131,705,530 82% 30,133,384 19% ▲538,709 0% 

27 146,844,527 89% 17,778,458 11% 164,622,985 138,344,908 84% 32,761,976 20% ▲6,483,899 ▲4% 

28 147,861,443 89% 17,784,536 11% 165,645,979 135,310,987 82% 31,288,062 19% ▲953,070 ▲1% 

29 147,165,804 89% 17,599,398 11% 164,765,202 166,883,165 101% 31,828,581 19% ▲33,946,544 ▲21% 

30 146,245,034 89% 17,578,392 11% 163,823,426 147,900,744 90% 31,695,236 19% ▲15,772,554 ▲10% 

令和元 143,806,057 89% 17,577,286 11% 161,383,343 176,483,589 109% 31,235,317 19% ▲46,335,563 ▲29% 

2 140,409,874 89% 17,571,098 11% 157,980,972 119,942,668 76% 32,306,432 20% 5,731,872 4% 

２．収入と支出 
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１．新会計基準について 
 平成 24 年度決算より新公益法人会計基準（平成

20 年改正）を適用及び PTA・青少年教育団体共済

法に基づく決算書を使用しているため、従来と決算

書の形式が異なっているが、従来の形式と合わせた

形で並べた。 

 新しい決算書においては、本会の収入は会費、財

産の運用益及び準備金等戻入益（平成 25年度より）

の３種類からなっているが、準備金戻入益は、PTA・

青少年教育団体共済法で規定されているもので前年

度積み立てた金額を戻入するものになるため除外し

た。ここでは、収入を「会費収入」と「運用収入」

とし、支出を「事業費」及び「管理費」（人件費等）

とにわけ、残りを見舞金給付準備預金として積み立

てて「残金」と表示した。平成 25 年度以降の PTA・

青少年教育団体共済法に基づき積立なくてはならな

い準備金及び責任準備金は事業費に含め、翌年度戻

入する分は「積立金(残金)」に含める。事務局職員

の退職金の積立に関しては人件費に含まれる。 

 

２．会費収入について 
 平成 25 年度以降の PTA・青少年教育団体共済法

による共済がスタートするまで、本会の会費はスポ

ーツ振興センターの掛金の額を基準として定めるこ

ととなっていたが、平成 12 年度以降、全日制 1,200

円、定時制 600 円、通信制 180 円、中等教育学校

1,200 円、特別支援学校 1,200 円と変更がない。共

済スタート後は、算出方法書により純掛金及び付加

共済掛金を算出している。見舞金に不足分が出た場

合は見舞金給付準備預金や流動資産より支出してい

る。 

 

３．運用益について 
 運用益は基本財産、特定資産及び流動資産の国公

債及び定期預金の利息である。 

 

４．事業費について 
 事業費は『寄附行為』又は『定款』第４条に定め

る「(1)学校安全の普及充実 (2)生徒の災害に対する

見舞金等の給付 (3)生徒の修学奨励 (4)その他前条

の目的を達成するために必要な事業」に必要な費用

である。 

 

５．管理費について 
 管理費は財団を運営するために必要な経費で、人

件費、会費義、需用費、使用料賃借料、負担金、諸

費に分かれている。新しい会計基準を適用してから

は異なる区分となっているが、従来の方法で統一し

て比較している。 

 

６．積立金（残金）について 
 積立金（残金）は会費収入から事業費及び管理費

を支出したその年度の残金である。残金は見舞金給

付準備預金として積み立てられていたが、共済制度

においては、算出方法書に定める通りに準備金等を

積み立てるため、準備金等を積み立てた後の残金を

記入している。 

 平成 19 年度以降マイナスが多いのは、19 年度か

ら見舞金の給付基準を従来スポーツ振興センターの

給付額が２万円を越えた場合の６割だったものを、

１万５千円を超えた場合に改正したことが要因の一

つとみられる。 

 

７．内訳について 
 前ページの「総収入と支出」については、創立時

からと比較ができるよう、昭和 56 年度以降すべて

を載せた。次ページ以降の内訳表には、30 周年以降

(平成 22 年度以降)を掲載した。 
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Ⅱ 事業費の内訳 （単位:円。％：会費収入と運用益の合計に対する比率） 

年
度 

学校安全 

普及充実
費 

見舞金給付
費 

修学奨励
費 

会費減額
費 

会報発行
費 

研修会費 
記念事業
費/予備費 

準備金・責
任準備金 

事業費計 

H22 9,771,118 7% 92,620,200 63% 11,736,000 8% 1,780,500 1% 2,393,017 2% 3,540,000 2% 4,661,004 3% 0 0% 126,501,839 86% 

23 10,174,636 7% 74,385,100 49% 11,736,000 8% 1,729,800 1% 1,920,551 1% 1,010,000 1% 1,000,000 1% 0 0% 101,956,087 68% 

24 11,338,889 7% 89,842,800 59% 11,850,900 8% 1,735,800 1% 1,996,559 1% 433,479 0% 0 0% 0 0% 117,198,427 76% 

25 11,734,286 7% 104,762,500 67% 11,996,190 8% 1,571,783 1% 1,980,399 1% 34,180 0% 0 0% 4,186,000 3% 136,265,338 87% 

26 11,620,217 7% 83,110,200 52% 11,891,364 7% 1,948,538 1% 2,047,852 1% 98,359 0% 0 0% 20,989,000 13% 131,705,530 82% 

27 11,360,312 7% 98,014,600 60% 11,886,397 7% 2,931,570 2% 2,027,151 1% 185,878 0% 0 0% 11,939,000 7% 138,344,908 84% 

28 10,377,404 6% 102,670,300 62% 11,818,741 7% 3,980,153 2% 2,032,676 1% 168,713 0% 0 0% 4,263,000 3% 135,310,987 82% 

29 12,596,104 8% 131,642,300 80% 11,899,486 7% 4,374,525 3% 2,026,769 1% 166,981 0% 0 0% 4,177,000 3% 166,883,165 101% 

30 10,512,686 6% 112,333,100 69% 11,868,699 7% 4,319,197 3% 2,078,024 1% 190,038 0% 0 0% 6,599,000 4% 147,900,744 90% 

R1 11,118,758 7% 146,974,900 91% 11,829,956 7% 0 0% 2,082,928 1% 169,047 0% 0 0% 4,308,000 3% 176,483,589 109% 

2 10,648,438 7% 72,576,800 46% 11,466,126 7% 0 0% 2,064,220 1% 24,084 0% 0 0% 23,163,000 15% 119,942,668 76% 

 

１．学校安全普及充実費 

学校安全普及充実費は安全意識の高揚に関わ

る事業で、(1)作文コンクール(2)ポスターコンク

ール (3)各種補助・委託事業等へ要した費用であ

る。その他調査研究費や運営懇談会、補助事業報

告会等の会議費も含まれる。 

 

２．見舞金給付費 

見舞金給付費は事業費の中心をなすもので、死

亡見舞金、障害見舞金、負傷見舞金、義歯見舞金、

供花料、特別見舞金の６種類がある。令和４年度

から歯牙欠損見舞金を新たに加える。平成 22 年

度以降特別見舞金の給付はない。 

 

３．修学奨励費 

修学奨励費は生徒の保護者である会員が、学資

の支弁が困難であると認められるとき、その生徒

に修学奨励金を給付する費用である。月額 6,000

円で返還の必要はない。平成 24 年度以降は審査

に係る会議費も含まれている。 

 

４．会費減額費 

平成 20 年度に会費の減額制度を創設したが、

減額申請者の増加や生徒数（会員数）の減少、 

見舞金の件数及び給付額の増加と合わせて収支

バランスが崩れてきたため、令和元年度より会費

減額制度を廃止した。これに伴い、生活保護家庭

等への負傷等見舞金給付について負傷等見舞金

の支給要件に、「調整１割給付等のものについて

は、医療費給付額の４倍をスポーツ振興センター

の給付額とみなす」ことを加えた。 

 

５．会報発行費・研修会費・予備費 

会報発行費は『安全振興会報』及び『安全振興

会のご案内』の発行に要する経費である。 

研修会費は高P連の各種研修会への協賛費や参

加費である。 

 

６．記念事業費/予備費について 

平成 22年度の記念事業とは、30 周年記念事業

である。予備費は年度予算に計上されていなかっ

た支出であり、平成 23 年度の予備費は、神奈川

新聞厚生文化事業団に東日本大震災義援金百万

円を寄託したものである。 
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Ⅲ 管理費の内訳 （単位:円。％：会費収入と運用益の合計に対する比率） 

年度 人件費 会議費 需用費 使用料賃借料 負担金 諸費等 管理費計 

H22 18,116,569 12% 1,554,581 1% 3,520,308 2% 1,060,608 1% 70,000 0% 276,718 0% 24,560,879 17% 

23 17,538,050 12% 2,143,601 1% 3,286,515 2% 1,083,355 1% 70,000 0% 320,769 0% 24,428,814 16% 

24 22,477,174 15% 1,174,199 1% 3,671,765 2% 934,740 1% 70,000 0% 384,005 0% 28,711,883 19% 

25 20,014,033 13% 2,065,466 1% 3,562,695 2% 893,904 1% 70,000 0% 1,757,453 1% 28,363,551 18% 

26 19,282,741 12% 2,550,262 2% 3,793,359 2% 888,053 1% 72,040 0% 3,546,929 2% 30,133,384 19% 

27 20,626,405 13% 1,828,190 1% 4,958,354 3% 1,464,168 1% 72,040 0% 3,812,819 2% 32,761,976 20% 

28 19,927,295 12% 1,208,797 1% 4,557,064 3% 2,705,571 2% 72,040 0% 2,817,295 2% 31,288,062 19% 

29 20,237,081 12% 1,206,574 1% 4,738,810 3% 2,836,724 2% 90,040 0% 2,719,352 2% 31,828,581 19% 

30 20,347,320 12% 1,194,814 1% 4,379,159 3% 2,927,596 2% 90,040 0% 2,756,307 2% 31,695,236 19% 

R1 20,563,128 13% 1,046,627 1% 4,086,376 3% 2,720,259 2% 90,040 0% 2,728,887 2% 31,235,317 19% 

2 21,789,421 14% 1,009,913 1% 3,970,704 3% 2,748,556 2% 73,300 0% 2,714,538 2% 32,306,432 20% 

 

 

管理費について 

管理費は財団を運営するために必要な経費で

ある。平成 24 年度以降の新しい会計基準におい

ては、人件費等も案分し事業費の区分になってい

るが、ここでは、比較しやすいよう従来どおりの

「管理費」の区分とした。 

 

１．人 件 費 

理事・監事等全ての役員及び評議員は無報酬で

あり、交通費等は理事会費から支出している。令

和３年度現在事務局には常勤職員３名が勤務し

ている。人件費の中には公認会計士、顧問弁護士、

及び税理士への報酬や、社会保険料等の福利厚生

費、出張旅費等が含まれる。 

 

２．会 議 費 

会議費は、理事会・評議員会・審査委員会・作

文選考委員会・監査・常務理事会、学校担当者対

象の事業説明会に要する経費である。 

 

３．需 用 費 

需要費は消耗品費、手引き・事業概要に係る印

刷製本費、光熱水費、修繕費、電話・郵送料等の

通信運搬費、見舞金等の振込みに係る手数料、備

品費が含まれる。 

４．使用料賃貸料 

使用料賃貸料は事務所の使用料と会議室・パソ

コン関係機器の賃借料である。事務所は平成 27年

度に神奈川県県民局次世代育成部青少年課神之

木台分館内から分館の閉鎖に伴いシルクセンタ

ーに移転したため使用料が増えた。令和 3年度現

在、機器はすべてリースで契約している。 

 

５．負担金 

負担金は社会保険協会費や公益法人協会費等

を支払っている。 

 

６. 諸費等 

諸費等の項目には、諸費、減価償却費、及び移

転費を含めた。 

諸費は租税公課や各種の研修会・研究会等のお

祝い等である。平成 25 年度以降、一般財団法人

に移行したことにより、国公債や預金等利息に課

税されることになったため増加している。 

平成 27 年度までの減価償却費とは、コピー機

分であるが、平成 28 年度以降、コピー機はリー

スで使用しており、現在、減価償却する備品は存

在しない。 

移転費とは、平成 27 年度に県青少年課神之木

台分館内よりシルクセンターに移転した費用で

ある。 
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正味財産とは「資産から負債を差し引いたもの」のことを言い、前年度末の正味財産額に年度

の決算で出た残金及び増加した什器備品を加え、負債を引いた額が該当する。

 
年度 正味財産額 増減 

設立当初 125,073,807  - 
昭和 56 163,120,227  38,046,420  

  57 227,396,792  64,276,565  

  58 282,706,501  55,309,709  

  59 333,120,744  50,414,243  

  60 414,058,831  80,938,087  

  61 479,831,234  65,772,403  

  62 566,946,018  87,114,784  

  63 645,690,156  78,744,138  

平成 元 718,465,697  72,775,541  

  2 772,681,037  54,215,340  

  3 862,229,779  89,548,742  

  4 911,834,950  49,605,171  

  5 943,244,669  31,409,719  

  6 962,326,417  19,081,748  

  7 1,000,101,380  37,774,963  

  8 1,024,438,730  24,337,350  

  9 1,082,116,665  57,677,935  

  10 1,153,682,286  71,565,621  

  11 1,224,541,201  70,858,915  

  12 1,273,403,681  48,862,480  

  13 1,320,394,067  46,990,386  

  14 1,345,880,795  25,486,728  

  15 1,384,111,526  38,230,731  

  16 1,430,934,735  46,823,209  

  17 1,475,902,129  44,967,394  

  18 1,506,060,271  30,158,142  

  19 1,501,452,286  ▲4,607,985  

  20 1,433,531,556  ▲67,920,730  

  21 1,453,601,943  20,070,387  

  22 1,450,210,417  ▲3,391,526  

  23 1,473,515,044  23,304,627  

  24 1,406,860,029  ▲66,655,015  

  25 1,337,499,161  ▲69,360,868  

  26 1,406,528,583  69,029,422  

  27 1,464,292,905  57,764,322  

  28 1,325,098,630  ▲139,194,275  

  29 1,297,136,544  ▲27,962,086  

  30 1,316,678,705  19,542,161  

令和 元 1,220,073,921  ▲96,604,784  

  2 1,298,531,890  78,457,969  

（単位は円。▲はマイナス） 

 

 

昭和 56 年 4 月 1 日の発足時に災害共済会から

引き継いだ正味財産は１億 6,312 万 227 円であっ

た。平成 18 年度に 15 億 606 万 271 円となりピ

ークに達したが、その後の見舞金発生件数及び給

付額の増加、加えて少子化による生徒数（会員数）

の減少のため減ってきている。 

 

 

 

３．正味財産の推移 
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第６章 設立趣意書及び諸規則 
 

 

 

 

 

 

学校教育の場における生徒の安全確保については、常に万全が期されておるも、授業中やクラ

ブ活動等、いわゆる学校管理下の活動において死亡をしたり、大きなけがをしたりする事故が発

生していることは、保護者として、又教育関係者にとっても、まことに憂慮にたえないところで

あります。 

これらの事故については、現在日本学校安全会から、その加入生徒に対して死亡見舞金、障害、

傷病見舞金の給付がありますが、その額は、死亡 1,200 万円、障害の場合で最高 1,500 万円にな

っていて今日の社会通念上必ずしも十分とはいえません。これら死亡や傷害などの重大事故は、

本人並びに家族にとって精神的、経済的負担は計り知れないものがあります。この救済処置につ

いては、学校の過失の有無の論議よりも当事者の早急な救済が何よりも重要であることから、神

奈川県立高等学校 PTA 連合会では、県教育委員会及び県立高等学校長会の助言のもとに種々検討

を重ねてきた結果、昭和 52 年 6 月 11 日に神奈川県立高等学校災害共済会を発足させ今日に至っ

ています。 

この会は、生徒の死亡、障害などの重度の災害に重点をおいたものであるが、発足以来、会員

相互扶助の実をあげ、かつ、学校安全に寄与しており、現在の加入数は 130 校（全日制 122 校定

時制 8 校）125,520 人をようし、その給付状況は別紙の通りの成果を上げているところでありま

す。この実績を基礎に、神奈川県立高等学校の学校安全の振興をめざして、広く調査研究を行い

その普及充実を図るとともに、生徒の学校管理下における事故の救済を図り、及び生徒の育英奨

学を推進することにより、もって公益に奉仕し、かつ、より一層運営基盤の安全強化を図るべく

財団法人を設立するものであります。 

 

 

（昭和 55年 12月 1日） 

財団法人神奈川県立高等学校安全振興会 
設 立 趣 意 書 
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一般財団法人神奈川県立高等学校安全振興会 

定  款 

第１章 総則 

（名称） 

第１条 この法人は、一般財団法人神奈川県立高等学校安全振興会と称する。 

 

（事務所） 

第２条 この法人は、主たる事務所を神奈川県横浜市に置く。 

 

第２章 目的及び事業 

（目的） 

第３条 この法人は、神奈川県立高等学校の学校安全の振興をめざして、広く調査研究を行い、

その普及充実を図るとともに、生徒の学校管理下における事故（以下「災害」という。）の救済

及び生徒の育英奨学を推進することにより、学校における教育活動の円滑、かつ、積極的な展

開に資すること及び青少年の健全な育成と福祉の増進に資することを目的とする。 

 

（事業） 

第４条 この法人は、前条の目的を達成するために、次の事業を行う。 

（１） 学校安全の普及充実 

（２） 生徒の災害に対する見舞金等の給付 

（３） 生徒の修学奨励 

（４） その他この法人の目的を達成するために必要な事業 

２ 前項各号の事業は、神奈川県において行うものとする。 

 

第３章 資産及び会計 

（基本財産） 

第５条 この法人の目的である事業を行うために不可欠な財産は、この法人の基本財産とする。 

２ 基本財産は、評議員会において基本財産として決議されたものとする。 

３ 基本財産は、この法人の目的を達成するために善良な管理者の注意をもって管理しなければ

ならず、やむを得ない理由により基本財産の一部を処分しようとするときは、あらかじめ理事

会及び評議員会の決議を経なければならない。 

 

（準備金） 

第６条 ＰＴＡ・青少年教育団体共済法施行規則第２４条に定める準備金の額は、１億円とする。 

２ 準備金は、共済事業における損失の填補に充てる場合を除き、これを取り崩すことはできな

い。 

 

（事業年度） 
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第７条 この法人の事業年度は、毎年４月１日に始まり翌年３月３１日に終わる。 

 

（事業計画及び収支予算） 

第８条 この法人の事業計画書及び収支予算書については、毎事業年度開始の日の前日までに理

事長が作成し、理事会の承認を受けなければならない。これを変更する場合も、同様とする。 

２ 前項の書類については、主たる事務所に、当該事業年度が終了するまでの間備え置くものと

する。 

 

（事業報告及び決算） 

第９条 この法人の事業報告及び決算については、毎事業年度終了後、理事長が次の書類を作成

し、監事の監査を受けた上で、理事会の承認を受けなければならない。 

（１） 事業報告 

（２） 事業報告の附属明細書 

（３） 貸借対照表 

（４） 損益計算書（正味財産増減計算書） 

（５） 貸借対照表及び損益計算書（正味財産増減計算書）の附属明細書 

（６） 財産目録 

２ 前項の承認を受けた書類のうち、第１号、第３号、第４号及び第６号の書類については定時

評議員会に提出し、第１号の書類についてはその内容を報告し、その他の書類については、承

認を受けなければならない。 

３ 第１項の書類のほか、監査報告を主たる事務所に５年間備え置くとともに、定款を主たる事

務所に備え置くものとする。 

 

第４章 評議員 

（評議員の定数） 

第１０条 この法人に評議員１０名以上１４名以内を置く。 

 

（評議員の選任及び解任） 

第１１条 評議員の選任及び解任は、一般社団法人及び一般財団法人に関する法律第１７９条か

ら第１９５条の規定に従い、評議員会において行う。 

２ 評議員を選任する場合には、次の各号の要件をいずれも満たさなければならない。 

 （１） 各評議員について、次のイからへまでに該当する評議員の合計数が評議員の総数の３

分の１を超えないものであること。 

    イ 当該評議員及びその配偶者又は３親等内の親族 

ロ 当該評議員と婚姻の届出をしていないが事実上婚姻関係と同様の事情にある者 

    ハ 当該評議員の使用人 

    ニ ロ又はハに掲げる者以外の者であって、当該評議員から受ける金銭その他の財産に

よって生計を維持している者 

    ホ ハ又はニに掲げる者の配偶者 
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    へ ロからニまでに掲げる者の３親等内の親族であって、これらの者と生計を一にする

もの 

 （２） 他の同一の団体（公益法人を除く。）の次のイからニまでに該当する評議員の合計数

が評議員の総数の３分の１を超えないものであること。 

    イ 理事 

    ロ 使用人 

    ハ 当該他の同一の団体の理事以外の役員（法人でない団体で代表者又は管理人の定め

のあるものにあっては、その代表者又は管理人）又は業務を執行する社員である者 

    ニ 次に掲げる団体においてその職員（国会議員及び地方公共団体の議会の議員を除く。）

である者 

     ① 国の機関 

     ② 地方公共団体 

     ③ 独立行政法人通則法第２条第１項に規定する独立行政法人 

     ④ 国立大学法人法第２条第１項に規定する国立大学法人又は同条第３項に規定する

大学共同利用機関法人 

     ⑤ 地方独立行政法人法第２条第１項に規定する地方独立行政法人 

     ⑥ 特殊法人（特別の法律により特別の設立行為をもって設立された法人であって、

総務省設置法第４条第１５号の規定の適用を受けるものをいう。）又は認可法人（特

別の法律により設立され、かつ、その設立に関し行政官庁の認可を必要とする法人

をいう。） 

 

（評議員の任期） 

第１２条 評議員の任期は、選任後４年以内に終了する事業年度のうち最終のものに関する定時

評議員会の終結の時までとする。 

２ 任期の満了前に退任した評議員の補欠として選任された評議員の任期は、退任した評議員の

任期の満了する時までとする。 

３ 評議員は、第１０条に定める定数に足りなくなるときは、任期の満了又は辞任により退任し

た後も、新たに選任された者が就任するまで、なお評議員としての権利義務を有する。 

 

（評議員の報酬等） 

第１３条 評議員は、無報酬とする。 

２ 評議員には、その職務を行うために要する交通費等の費用弁償をすることができる。 

 

第５章 評議員会 

（構成） 

第１４条 評議員会は、すべての評議員をもって構成する。 

 

（権限） 

第１５条 評議員会は、次の事項について決議する。 
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（１） 理事及び監事の選任又は解任 

（２） 理事及び監事の報酬等の額 

（３） 評議員に対する報酬等の支給の基準 

（４） 貸借対照表及び損益計算書（正味財産増減計算書）の承認 

（５） 定款の変更 

（６） 残余財産の処分 

（７） 基本財産の処分の承認 

（８） 準備金の取り崩しの承認 

（９） 共済規程の設定、変更及び廃止 

（10） その他評議員会で決議するものとして法令又はこの定款で定められた事項 

２ 前項の規定にかかわらず、共済規程の変更のうち、軽微な事項その他の文部科学省令で定め

る事項については評議員会の決議を要しない。この場合、理事長は評議員に対して書面をもっ

て当該変更内容を報告しなければならない。 

 

（開催） 

第１６条 評議員会は、定時評議員会及び臨時評議員会とする。 

２ 定時評議員会は、毎事業年度の終了後３箇月以内に１回開催する。 

３ 臨時評議員会は、必要がある場合に開催する。 

 

（招集） 

第１７条 評議員会は、法令に別段の定めがある場合を除き、理事会の決議に基づき理事長が招

集する。 

２ 評議員は、理事長に対し、評議員会の目的である事項及び招集の理由を示して、評議員会の

招集を請求することができる。 

 

（議長） 

第１８条 評議員会の議長は、当該評議員会において出席した評議員の中から選出する。 

 

（決議） 

第１９条 評議員会の決議は、決議について特別の利害関係を有する評議員を除く評議員の過半

数が出席し、その過半数をもって行なう。 

２ 前項の規定にかかわらず、次の決議は、決議について特別の利害関係を有する評議員を除く

評議員の３分の２以上に当たる多数をもって行なわなければならない。 

（１） 監事の解任 

（２） 評議員に対する報酬等の支給の基準 

（３） 定款の変更 

（４） 基本財産の処分の承認 

（５） その他法令で定められた事項 

３ 前項の規定にかかわらず、一般社団法人及び一般財団法人に関する法律第１９４条の要件を
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満たしたときは、評議員会の決議があったものとみなす。 

４ 理事又は監事を選任する議案を決議する場合に際しては、各候補者ごとに第１項の決議を行

なわなければならない。理事又は監事の候補者の合計数が第２１条に定める定数を上回る場合

には、過半数の賛成を得た候補者の中から得票数の多い順に定数の枠に達するまでの者を選任

することとする。 

 

（議事録） 

第２０条 評議員会の議事については、法令で定めるところにより議事録を作成する。 

２ 前項の議事録には、議長及び会議に出席した評議員のうちから選出された議事録署名人２名

が記名押印する。 

 

第６章 役員 

（役員の設置） 

第２１条 この法人に次の役員を置く。 

（１） 理事 ６名以上１０名以内 

（２） 監事 ３名以内 

２ 理事のうち、１名を理事長、３名を常務理事とする。 

３ 前項の理事長をもって一般社団法人及び一般財団法人に関する法律上の代表理事とし、常務

理事をもって同法第１９７条において準用する同法第９１条第１項第２号の業務執行理事とす

る。 

 

（役員の選任） 

第２２条 理事及び監事は、評議員会の決議によって選任する。 

２ 理事長及び常務理事は、理事会の決議によって理事の中から選定する。 

３ 理事及び監事は、相互に兼ねることができない。 

 

（理事の職務及び権限） 

第２３条 理事は理事会を構成し、法令及びこの定款で定めるところにより、職務を執行する。 

２ 理事長は、法令及びこの定款の定めるところにより、この法人を代表し、その職務を執行し、

常務理事は、理事会において別に定めるところにより、この法人の業務を分担執行する。 

３ 理事長及び常務理事は、毎事業年度に４箇月を超える間隔で２回以上、自己の職務の執行の

状況を理事会に報告しなければならない。 

 

（監事の職務及び権限） 

第２４条 監事は、理事の職務の執行を監査し、法令で定めるところにより、監査報告を作成す

る。 

２ 監事は、いつでも、理事及び使用人に対して事業の報告を求め、この法人の業務及び財産の

状況の調査をすることができる。 
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（役員の任期） 

第２５条 理事の任期は、選任後２年以内に終了する事業年度のうち最終のものに関する定時評

議員会の終結の時までとする。 

２ 監事の任期は、選任後２年以内に終了する事業年度のうち最終のものに関する定時評議員会

の終結の時までとする。 

３ 補欠として選任された理事又は監事の任期は、前任者の任期の満了する時までとする。 

４ 理事又は監事は、第２１条に定める定数に足りなくなるときは、任期満了又は辞任により退

任した後も、新たに選任された者が就任するまでは、なお理事又は監事としての権利義務を有

する。 

 

（役員の解任） 

第２６条 理事及び監事が次のいずれかに該当するときは、評議員会の決議によって解任するこ

とができる。 

（１） 職務上の義務に違反し、又は職務を怠ったとき。 

（２） 心身の故障のため、職務の執行に支障があり、又はこれに堪えないとき。 

 

（役員の報酬等） 

第２７条 理事及び監事は、無報酬とする。 

２ 理事及び監事には、その職務を行うために要する交通費等の費用弁償をすることができる。 

 

（役員の損害賠償責任の免除） 

第２８条 この法人は、一般社団法人及び一般財団法人に関する法律第１９８条において準用す

る同法第１１４条第１項の規定により、理事又は監事が任務を怠ったことによる損害賠償責任

を、法令に規定する額を限度として理事会の決議により免除することができる。 

 

第７章 理事会 

（構成） 

第２９条 理事会は、すべての理事をもって構成する。 

 

（権限） 

第３０条 理事会は、次に掲げる職務を行なう。 

（１） この法人の業務執行の決定 

（２） 理事の職務の執行の監督 

（３） 理事長及び常務理事の選定及び解職 

 

（招集） 

第３１条 理事会は、理事長が招集する。 

２ 理事長が欠けたとき又は理事長に事故があるときは、各理事が理事会を招集する。 

３ 理事会を招集する者は、理事会の日時、場所、目的、その他必要な事項を記載した書面をも
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って、理事会の日から１週間前までに、各理事及び各監事に対してその通知を発しなければな

らない。 

４ 前項の規定にかかわらず、理事会は、理事及び監事の全員の同意があるときは、招集の手続

きを経ることなく開催することができる。 

 

（議長） 

第３２条 理事会の議長は、理事長とする。 

 

（決議） 

第３３条 理事会の決議は、決議について特別の利害関係を有する理事を除く理事の過半数が出

席し、その過半数をもって行う。 

２ 前項の規定にかかわらず、一般社団法人及び一般財団法人に関する法律第１９７条において

準用する同法第９６条の要件を満たしたときは、理事会の決議があったものとみなす。 

 

（議事録） 

第３４条 理事会の議事については、法令で定めるところにより、議事録を作成する。 

２ 当該理事会に出席した理事長及び監事は、前項の議事録に記名押印する。 

 

第８章 顧問 

（顧問） 

第３５条 この法人に、任意の機関として、若干名の顧問を置くことができる。 

２ 顧問は、次の職務を行う。 

（１） 理事長の相談に応じること 

（２） 理事会から諮問された事項について参考意見を述べること 

３ 顧問の選任及び解任は、理事会において決議する。 

４ 顧問の報酬は、無償とする。 

 

第９章 定款の変更及び解散 

（定款の変更） 

第３６条 この定款は、評議員会の決議によって変更することができる。 

２ 前項の規定は、この定款の第３条及び第４条及び第１１条についても適用する。 

 

（解散） 

第３７条 この法人は、基本財産の滅失によるこの法人の目的である事業の成功の不能その他法

令で定められた事由によって解散する。 

 

（残余財産の帰属） 

第３８条 この法人が清算する場合において有する残余財産は、評議員会の決議を経て、公益社

団法人及び公益財団法人の認定等に関する法律第５条第１７号に掲げる法人又は国若しくは地
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方公共団体に贈与するものとする。 

 

 （剰余金分配の制限） 

第３９条 この法人は、剰余金を分配することができない。 

 

   第１０章 公告の方法 

 （公告の方法） 

第４０条 この法人の公告は、主たる事務所の公衆の見やすい場所に掲示する方法により行う。 

 

   第１１章 補則 

第４１条 この定款に定めるもののほか、この法人の運営に関して必要な事項は、理事会の決議

により別に定める。 

 

 

附 則 

１ この定款は、一般社団法人及び一般財団法人に関する法律及び公益社団法人及び公益財団法

人の認定等に関する法律の施行に伴う関係法律の整備等に関する法律第１２１条第１項におい

て読み替えて準用する同法１０６条第１項に定める一般法人の設立の登記の日から施行する。 

２ 一般社団法人及び一般財団法人に関する法律及び公益社団法人及び公益財団法人の認定等に

関する法律の施行に伴う関係法律の整備等に関する法律第１２１条第１項において読み替えて

準用する同法第１０６条第１項に定める特例民法法人の解散の登記と一般法人の設立の登記を

行ったときは、第７条の規定にかかわらず、解散の登記の日の前日を事業年度の末日とし、設

立の登記の日を事業年度の開始日とする。 

３ この法人の最初の理事長は、相馬孝雄とする。 

 

附 則 

この定款は、平成２７年４月１日より施行する。 

附 則 

この定款は、令和３年４月１日より施行する。 
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一般財団法人神奈川県立高等学校安全振興会 

運 営 規 則 

 

第１章 総  則 

 （趣 旨） 

第１条 この規則は、一般財団法人神奈川県立高等学校安全振興会の運営に関し必要な事項を定

めるものとする。 

 

 （事業の種類） 

第２条 定款第４条に掲げる事業の種類は、次のとおりとする。 

 （１）学校安全の普及充実事業 

   ア 学校における安全教育の普及啓発 

   イ 学校における安全管理の普及啓発 

   ウ 学校教育の援助 

   エ 安全振興の調査研究 

 （２）見舞金等支給事業 

   ア 死亡見舞金の支給 

   イ 障害見舞金の支給 

   ウ 負傷等見舞金の支給 

   エ 義歯見舞金の支給 

   オ 供花料の支給 

   カ 特別見舞金の支給 

（３）生徒の修学奨励事業 

 （４）その他安全振興上特に必要な事業 

 

   第２章 会員 

 （加入の申込） 

第３条 神奈川県立高等学校、特別支援学校の高等部及び中等教育学校に在籍する生徒の保護者

（ただし、生徒が成人に達している場合は、当該生徒とすることができる。）で、当法人の会

員になろうとする者は、安全振興会加入申込書（以下「加入申込書」という。）に会費を添え

て、当該学校のＰＴＡの代表者（ＰＴＡが組織されていない学校等にあっては、当該学校の長。

以下｢ＰＴＡ会長等｣という。）に提出しなければならない。  

２ ＰＴＡ会長等は、加入申込書及び会費を受理したときは、当該ＰＴＡ等にかかる申込みを取

りまとめ、安全振興会加入並びに更新届（以下「加入・更新届」という。）に必要事項を記入、

生徒名簿を添付し、当法人に送付するとともに、会費は、当法人が指定する金融機関に振込ま

なければならない。 

 

 （会員としての期間） 

第４条 会員としての期間は、前条の規定により加入の申込みを行い、かつ、会費を当法人に納

入した日の翌日から当該会計年度の３月３１日までとする。 

２ 前項の規定にかかわらず、年度当初から在学する生徒の保護者が前年度末までに加入の申出
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を行い、６月末日までに会費を納入したときは、当該年度の４月１日から会員の資格を取得し

たものとする。 

 

 （会員の資格の更新） 

第５条 会員は、前会計年度に引き続いて会員になろうとするときは、当該ＰＴＡ会長等を経由

して、会費を６月末日までに当法人に納入することにより会員の資格を更新することができる。 

２ 会員資格の更新については、第３条第２項及び第４条第２項を準用する。 

 

 （会員の資格の喪失等） 

第６条 会員は、死亡したときは、その資格を喪失する。 

２ 前項の場合において生徒の保護者である会員が死亡したときは、代わって生徒の保護者とな

るものがその資格を承継する。 

３ 生徒の保護者である会員が保護者でなくなったときは、その資格を喪失する。 

 

 （会員の異動届） 

第７条 ＰＴＡ会長等は、会員について、加入並びに更新届に添付された生徒名簿に記載した事

項に変更があったときは、加入者異動届によりすみやかに当法人に届け出なければならない。 

 

   第３章 会  費 

 （会 費） 

第８条 会費は、共済掛金及び一般会費の合計額とし、金額は別表に定める。 

２ 当法人は、会費の３０％までを管理費に充てることができる。 

  

   第４章 事業 

 （学校安全の普及啓発） 

第９条 当法人は、学校における安全教育及び安全管理の普及充実に資するため、次の事業を行

うものとする。 

 （１）学校安全に関する刊行物、ポスター等の作成及び配布 

 （２）学校安全に関する研修会、講演会等の開催、学校安全に関する研究の委託、表彰等 

 （３）学校における安全の普及啓発に資する事業を行う団体等への助成 

（４）その他安全振興に資する事業 

 

 （見舞金） 

第１０条 当法人は、生徒の学校管理下等における災害に対して見舞金を支給する。 

２ 前項の見舞金については、別に定める共済規程による。 

 

 （供花料） 

第１１条 当法人は、会員を保護者とする生徒の死亡に対して供花料を支給する。 

２ 供花料は、会員の請求に基づいて支給する。 

３ 供花料は、１０万円とする。 

 

 （供花料の請求） 
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第１２条 供花料の請求をするときは、会員は、所定の供花料支払請求書を学校を経由して当法

人に提出しなければならない。 

２ 供花料の請求については、やむを得ない事情がある場合は、ＰＴＡ会長等が会員に代わって

供花料支払請求書を提出することができる。 

 

 （供花料の支払い） 

第１３条 当法人は、第１３条の規定による供花料の支払の請求があり、その内容が適正である

と認定したときは、供花料を支払う。 

２ 当法人は、前項の規定により支払うことを決定したときは、供花料支払通知書を会員へ送付

するとともに、決定から６０日以内に銀行送金又は郵便振替により支払うものとする。 

３ 前項の規定にかかわらず、前条第２項の規定によりＰＴＡ会長等が供花料の支払を請求した

ときは、供花料支払通知書とＰＴＡ会長等へ送付するものとする。 

 

 （供花料の時効） 

第１４条 供花料の請求をする権利は、死亡した日から３年間行わないときは、消滅する。 

 

 （修学奨励） 

第１５条 会員が、次の各号の一に該当するときは、別に定めるところにより、その生徒に修学

奨励金を支給することができる。 

 （１）別に定める修学奨励金給付基準第２条に該当する者 

 （２）その他特別の事情で学資の支弁が困難な者 

２ 修学奨励については、別に定める修学奨励金給付基準及び修学奨励生募集要項による。 

 

第５章 委員会 

（委員会） 

第１６条 理事会は本会の事業の円滑な遂行を図るため、理事会の下に、次の委員会を置くこと

ができる。 

 （１）義歯見舞金審査委員会 

 （２）作文コンクール選考委員会 

 （３）ポスターコンクール審査委員会 

 （４）その他本会の事業の円滑な遂行を図るために必要な委員会 

２ 委員会の委員は、理事会において選任及び解任する。 

３ 委員会の任務、構成及び運営に関して必要な事項は、理事会において別に定める。 

 

第６章 個人情報保護 

 （個人情報の取扱） 

第１７条 当法人は、業務上知り得た個人情報の保護に万全を期するものとする。 

２ 個人情報の管理については、別に定める個人情報保護規程による。 

 

 第７章 運営規則の変更 

第１８条 この運営規則は、評議員会の議決を経なければ変更することができない。 
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   第８章 補  則 

 

第１９条 この規則によりがたい事項及びこの規則の実施に関し必要な事項は、別に定める。た

だし、平成２５年度以前の共済事業に関するものは、従前の例による。 

 

附 則 

 この運営規則は、平成２５年１２月２日から施行する。 

附 則 

 この運営規則は、平成２６年８月１日から施行する。 

附 則 

 この運営規則は、平成２７年４月１日から施行する。 

附 則 

 この運営規則は、平成２８年４月１日から施行する。 

附 則 

この運営規則は、平成２９年４月１日から施行する。 

附 則 

この運営規則は、平成３０年４月１日から施行する。 

附 則 

この運営規則は、平成３１年４月１日から施行する。 

 

 

別表（第８条関係） 

    会費額 

 

学校・課程 

会 費 内 訳 

合 計 
純掛金 付加共済掛金 一般会費 

高等学校(※)全日制 ７１９円 ３６１円 １２０円 １，２００円 

    定時制 ３６０円 １８０円 ６０円 ６００円 

     通信制 １０８円 ５４円 １８円 １８０円 

中等教育学校 ７１９円 ３６１円 １２０円 １，２００円 

  （※）「高等学校」には特別支援学校高等部を含む。 

  〔注〕共済掛金については、毎年度見直すこともある。 
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一般財団法人神奈川県立高等学校安全振興会 

運営規則の運用について 

 

一般財団法人神奈川県立高等学校安全振興会運営規則の運用については､次にしたがって実施

する｡ 

 

第４条関係 （会員としての期間） 

 （１） 新入学生は、所定の日までに加入手続きを完了（共済契約者が前年度末までに加入申

請を行い、当該年度の所定の日までに共済掛金を当法人に納入する。以下同じ。）した

場合、指導要録上の入学日(以下、「入学日」という。)以降当該年度の３月３１日まで。 

 （２） 第５条第１項により会員の資格を所定の日までに更新した場合、４月１日以降当年度

の３月３１日まで。 

 （３） 転編入学、復学及び新たに加入する場合は、加入手続きが完了した日の翌日以降当該

年度の３月３１日まで。 

 （４） 休学、転学、退学した場合は、それぞれ休学、転学、退学が許可された日まで。 

 （５） 退会した場合は、退会した日まで。 

 

附 則 

この運営規則の運用については、平成２５年１２月２日から施行する。 

附 則 

この運営規則の運用については、平成２６年８月１日から施行する。 

 平成２５年度以前の共済事業に関するものは、なお従前の例による。 
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一般財団法人神奈川県立高等学校安全振興会 

共 済 規 程 
 

（趣旨） 

第１条 この規程は、ＰＴＡ・青少年教育団体共済法に基づき、一般財団法人神奈川県立高等学

校安全振興会の行う共済事業に関し必要な事項を定めるものとする。 

 

（共済事業を行う区域） 

第２条 共済事業を行う区域は、神奈川県内とする。 

 

（共済加入者の範囲及び共済契約者等） 

第３条 共済加入者は、神奈川県立の高等学校、特別支援学校の高等部及び中等教育学校（以下

「高等学校等」という。）に在籍する生徒（以下「生徒」という。）の保護者とする。ただし、生

徒が成人に達している場合は、当該生徒とすることができる。 

２ 共済契約者は、高等学校等のＰＴＡの代表者（ＰＴＡが組織されていない学校にあっては、

当該学校の長。以下「ＰＴＡ会長等」という。）とする。 

３ 共済加入者は、当法人が実施する共済事業に加入するに当たっては、所定の申込用紙に記名

押印した上で、共済契約者に加入を申し込むものとする。 

４ 見舞金の受取人は、特別な事情のある場合を除き共済加入者とする。 

  

（被共済者の範囲及び共済事業の種類） 

第４条 当法人の行う共済事業の被共済者は、生徒とする。 

２ 当法人の行う共済事業の種類は、独立行政法人日本スポーツ振興センター法施行令の規定に

よる災害共済給付の対象となる学校管理下の災害に係る被共済者の死亡見舞金、障害見舞金及

び負傷等見舞金並びに義歯見舞金及び特別見舞金で、補償範囲及び金額等は別表に定める。 

３ 特別見舞金の支給については、理事会において決定するものとする。 

 

（共済期間） 

第５条 共済期間は、４月１日から当該年度末までの１年とする。ただし、第１８条の規定に基

づき、期間途中で加入した者については、加入日の翌日からとする。 

 

（見舞金を支給する場合） 

第６条 当法人は、被共済者が、共済期間中に第４条別表に定める見舞金の支給要件に該当した

場合に見舞金を支給するものとする。 

 

（見舞金の支給制限） 

第７条 見舞金給付は、同一の負傷又は疾病に関しては、独立行政法人日本スポーツ振興センタ

ーの医療費の支給開始後、１０年を経過したとき以降は行わない。ただし、障害見舞金の給付

については、この限りでない。 

２ 当法人は、見舞金支給事由と同一の事由について、当該見舞金の支給に係る生徒が第三者か
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ら損害賠償を受けたときは、理事会の決議により、その受けた価額の限度において、見舞金の

支給を行わないことができる。 

３ 当法人は、学校管理下における生徒の災害について、当該生徒が他の法令の規定により国又

は地方公共団体の負担において療養若しくは療養費の支給を受け、又は補償若しくは給付を受

けたときは、理事会の決議により、その受けた限度において見舞金の支給を行わない。 

４ 当法人は、非常災害（風水害、震災、事変その他の非常災害であって、当該非常災害が発生

した地域の多数の住民が被害を受けたものをいう。）による生徒の災害については、理事会の決

議により、見舞金給付を行わない。 

５ 当法人は、被共済者（中等教育学校の前期課程に在籍する者を除く。）が、自己の故意の犯罪

行為により、又は故意に、負傷し、疾病にかかり、又は死亡したときは、理事会の決議により、

当該負傷、疾病若しくは死亡又は当該負傷をし、若しくは疾病にかかったことによる障害若し

くは死亡に係る見舞金給付を行わない。 

６ 当法人は、被共済者（中等教育学校の前期課程に在籍する者を除く。）が、自己の重大な過失

により負傷し、疾病にかかり、又は死亡したときは、理事会の決議により、当該死亡又は当該

負傷をし、若しくは疾病にかかったことによる障害若しくは死亡に係る見舞金給付の一部を行

わないことができる。 

 

（見舞金の削減） 

第８条 特別な災害その他の事由により共済契約に係る所定の見舞金を支払うことができない場

合には、評議員会の議決を経て見舞金の削減を行うことができる。 

 

（見舞金返還請求） 

第９条 当法人は、見舞金の支給事由が第三者の行為によって生じた場合において、見舞金の支

給後に、当該災害について生徒が第三者から損害賠償の支払を受けた場合は、当法人の見舞金

に相当する部分について、当法人の見舞金の価額の限度としてその返還を請求することができ

る。 

２ 当法人は、見舞金を支給した後において、請求事由が虚偽であったことが判明したとき、又

はその支給額について錯誤があったことが判明したときは、その支給額又はその錯誤にかかる

額の返還を請求することができる。 

 

（見舞金の支払の請求） 

第１０条 見舞金は、共済加入者の請求に基づいて支給する。 

２ 見舞金の請求をするときは、共済加入者は、請求する見舞金の種類に応じ、所定の様式によ

る各見舞金支払請求書に必要な書類を添えて、学校を経由して当法人に提出しなければならな

い。 

 

（見舞金の支払） 

第１１条 当法人は、前条の規定による見舞金の支払の請求があり、その内容が適正であると認

定したときは第４条別表に定める区分により、見舞金の支給額を決定する。 

２ 当法人は、前項の規定により支給額を決定したときは、見舞金支払通知書を共済加入者へ送

90



付するとともに、請求完了日から６０日以内に銀行送金又は郵便振替により支払うものとする。 

３ 当法人は、見舞金を支払うべき資金に不足が生じたため、第１項の規定により決定された支

給額を支払うことが困難となった場合は、分割して支払うことができる。 

 

（時効） 

第１２条 見舞金の請求をする権利は、その給付事由が生じた日から、３年間行わないときは、

消滅する。 

 

（準備金等の積立） 

第１３条 当法人は、見舞金の補填に備えるため、法令及び定款第６条第１項に従い、準備金等

を積み立てるものとし、その方法等は算出方法書で定めるものとする。 

 

（共済契約の締結の代理又は媒介の業務を行う者の権限等） 

第１４条 当法人は、共済契約の締結の代理又は媒介の業務を行う者を置くことができる。 

２ 前項の規定により当法人が委託する業務は、以下のものとする。 

（１）共済契約の締結の代理または媒介及び解除 

（２）見舞金の収受または返還 

（３）共済掛金領収書の発行及び交付 

（４）共済契約の締結に必要な事項の調査 

（５）その他共済契約に関する業務 

 

 （共済契約締結の手続及び共済掛金の収受に関する事項） 

第１５条 共済契約を締結しようとするＰＴＡ会長等は、毎事業年度開始前に、所定の共済契約

申込書に所要事項を記入し、当法人に申し込むものとする。また、当法人は当該申込書を審査

の上、引受けの可否を決定する。 

２ 毎事業年度開始後、共済契約者は、被共済者名簿を提出するとともに、各年度４月１日より

６月末日までの間に、共済掛金を当法人が指定する金融機関に振り込むものとする。 

３ 当法人は、共済契約者より共済掛金を受領したときは、これに対して、当法人所定の共済掛

金受領書及び共済証書を交付する。ただし、共済契約者と合意した場合は、共済掛金受領書及び

共済証書を交付しないことができるものとする。 

 

（共済証書） 

第１６条 共済証書には、次に掲げる事項を記載する。 

（１）当法人の名称 

（２）共済契約者の名称 

（３）被共済者を特定するために必要な事項 

（４）補償対象となる災害 

（５）共済対象期間の始期及び終期 

（６）見舞金額に関する事項 

（７）契約締結日 
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（８）共済証書作成日 

２ 前項の共済証書には、当法人の代表者が署名し、又は記名押印する。 

 

 （共済契約申込書の記載事項） 

第１７条 共済契約申込書には、次に掲げる事項を記載する。 

（１）申込者の名称、代表者氏名、住所 

（２）当法人の名称 

（３）加入者の見込み数及び収受する共済掛金の見込み額 

（４）申込書の作成日 

２ 前項の共済契約申込書には、申込者の代表者が署名し、又は記名押印する。 

 

 （共済加入者の異動） 

第１８条 共済契約締結後に、共済契約者が、共済加入者の追加をするときは、加入者異動届に

所要事項を記入し、当該共済契約期間の終期までの月割計算した金額を添えて当法人に提出す

るものとする。 

２ 共済契約締結後に加入者に退会があった場合は、共済契約者は、加入者異動届に所要事項を

記入し、当法人に提出する。 

３ 前項の規定により共済加入者が退会した場合は、未経過期間に対し月割をもって計算した共

済掛金から手数料を差し引いた額を、共済契約者に返還するものとする。ただし、返還額が１

００円未満の場合は、返還しない。 

 

 （共済契約者及び被共済者名簿） 

第１９条 当法人は、共済契約者の名称等を記載した共済契約者名簿及び被共済者の氏名を記載

した生徒名簿を備え付けるものとする。 

 

 （共済掛金の設定） 

第２０条 共済掛金の設定は、算出方法書の規定によるものとする。 

 

（個人情報の取扱） 

第２１条 当法人は、業務上知り得た個人情報の保護に万全を期すものとする。 

２ 当法人の保有する個人情報の管理については、別に定める個人情報保護規程による。 

 

（規程の変更） 

第２２条 この共済規程は、評議員会の決議を経、かつ、神奈川県教育委員会の承認を受けなけ

れば変更することができない。ただし、軽微な事項その他の文部科学省令で定める事項に係る

ものを除く。 

 

（委任） 

第２３条 この規程によりがたい事項及びこの規程の実施に関し必要な事項は、理事長が別に定

める。 
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附 則 

この共済規程は、平成２５年１２月２日から施行する。 

附 則 

 この共済規程は、平成２６年４月１日から施行する。 

附 則 

 この共済規程は、平成２６年８月１日から施行する。 

附 則 

 この共済規程は、平成３０年４月１日から施行する。 

附 則 

 この共済規程は、平成３１年４月１日から施行する。 

別表（第４条関係） 

種類 給付額 支給要件 

死亡見舞金 スポーツ振興センターの給付額

の５０％ 

スポーツ振興センターの災害の認定に準じる。 

障害見舞金 スポーツ振興センターの給付額

の５０％ 

スポーツ振興センターの災害の認定に準じる。 

負傷等見舞金 スポーツ振興センターの給付額

の５０％ 

スポーツ振興センターの災害の認定に準じ、同

一の事由による災害に対するスポーツ振興セ

ンターの医療費給付額の合計が１万５千円以

上となったとき。 

スポーツ振興センター「医療費支払通知書」備

考欄に「調整１割給付」等とあるものについて

は、同一の事由による災害に対するスポーツ振

興センターの医療費給付額の合計が３，７５０

円以上となったとき、医療費給付額の４倍をス

ポーツ振興センターの給付額とみなす。 

義歯見舞金 １本あたり５万円 学校管理下の災害による負傷のため、歯科補綴

を受けた場合で、障害見舞金の対象とならない

２本以下の歯科補綴 

特別見舞金 死亡特別見舞金 

 死亡見舞金の額の５０％を限

度とする。 

障害特別見舞金 

 障害見舞金の額の５０％を限

度とする。 

※ 給付額は理事会において決

定する。 

スポーツ振興センターの見舞金給付対象にな

らない特別な事情による災害で、次の（１）、

（２）ともに該当する場合において、理事会  

が給付を決定したとき。 

（１） 課外活動に準ずる場合等 

（２） 死亡或いは障害 

表中、「独立行政法人日本スポーツ振興センター」については、「スポーツ振興センター」の略称

を用いた。 
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一般財団法人神奈川県立高等学校安全振興会 

共済規程の運用について 

 

一般財団法人神奈川県立高等学校安全振興会共済規程については、次にしたがって実施する。 

 

第４条関係 （被共済者の範囲及び共済事業の種類） 

第２項 「学校管理下」とは、独立行政法人日本スポーツ振興センター法施行令第５条第条

２項に定めるものに準じる。すなわち、以下のとおりである。 

(１) 生徒が、法令の規程により学校が編成した教育課程に基づく授業を受けているとき。 

(２) 生徒が、学校の教育計画に基づいて行われる課外指導を受けているとき。 

(３) 生徒が、休憩時間中に学校にあるとき、その他校長の指示又は承認に基づいて学校

にあるとき。 

(４) 生徒が、通常の経路及び方法により通学するとき。 

(５） 前各号に掲げる場合のほか、これらの場合に準ずる場合として文部科学省令で定め

る場合 

 

別表 

 「負傷等見舞金の額」は、１００円未満を四捨五入して算出する。 

 「歯科補綴」とは、欠損補綴及び歯冠が３分の２以上欠け、歯冠修復をした場合をいう。 

 

第５条関係 （共済期間） 

１ 見舞金の給付の対象となる生徒の災害は、次の期間内に発生した災害とする。 

（１）新入学生は、所定の日までに加入手続きを完了（共済契約者が前年度末までに加入申

請を行い、当該年度の所定の日までに共済掛金を当法人に納入する。以下同じ。）し

た場合、指導要録上の入学日（以下、「入学日」という。）以降当該年度の３月３１日

まで。 

（２）２学年生以上は、所定の日までに加入手続きを完了した場合、４月１日以降当年度の

３月３１日まで。ただし、最上学年生の給付適用の最終日は、指導要録上の卒業日（以

下、「卒業日」という。）とする。 

（３）転編入学、復学及び新たに加入する場合は、加入手続きが完了した日の翌日以降当該 

年度の３月３１日まで。 

（４）休学、転学、退学した場合は、それぞれ休学、転学、退学が許可された日まで。 

（５）退会した場合は、退会した日まで。 

２ 前項の規定にかかわらず、次の場合で独立行政法人日本スポーツ振興センターが見舞金又

は医療費を給付した場合は、当法人の見舞金の支給対象に含める。 

 （１）新入生の進学先の学校での 4 月 1 日から入学日までの部活動等の参加については、進

学先の学校において、入学日前に学校長が承認し、予め当該校の教育計画に位置づけて、

当該校の部活動等に参加させた場合。 

（２）卒業後、３月３１日までの間の卒業校での活動にあっては、卒業日前に学校長が承認
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し、予め当該校の教育計画に位置づけて、当該校の部活動等に参加させた場合。 

 

第１０条関係 （見舞金の支払の請求） 

  第２項 添付すべき「必要な書類」は次のとおりである。いずれも「写」をもって代え

ることができる。 

   死亡見舞金  災害報告書、死亡報告書、独立行政法人日本スポーツ振興センター死亡

見舞金支払通知書（又は児童生徒別給付一覧） 

   障害見舞金  災害報告書、障害報告書、独立行政法人日本スポーツ振興センター障害

見舞金支払通知書（又は児童生徒別給付一覧） 

負傷等見舞金 災害報告書、独立行政法人日本スポーツ振興センター医療費支払通知書

（又は児童生徒別給付一覧） 

   義歯見舞金  災害報告書、独立行政法人日本スポーツ振興センター医療費支払通知

書（又は児童生徒別給付一覧）、歯科補綴報告書 

     

第１１条関係 （見舞金の支払） 

 第２項 「見舞金等支払通知書」は学校にも送付するものとする。 

    「決定された支払額に相当する金額を、銀行送金、又は郵便振替により支払う」と

あるが、高額の見舞金については原則として本会役員が当該学校に持参し、校長の

立会の下に会員に支払うものとする。ただし、会員が銀行送金又は郵便振替を希望

する場合はそれに従うものとする。 

 

第１２条関係 （時効） 

 第２項 「その給付事由が生じた日」とは、次のように読み替える。 

（１）死亡見舞金及び障害見舞金の請求にあっては、「独立行政法人日本スポーツ振興センタ

ーが死亡見舞金（障害見舞金）を給付した日」 

  （２）負傷等見舞金の請求にあっては、「独立行政法人日本スポーツ振興センターの医療費給

付額が第４条別表に規定する額に達した日」 

  （３）義歯見舞金の請求にあっては、「歯科補綴等が完了した日」 

 

第１８条関係 （共済加入者の異動） 

 第３項 「手数料」は、５００円とする。 

「手数料を差し引いた額」は、１０円未満を切り捨てて算出する。 

 

第２２条関係（変更） 

この共済規程の運用については、理事会の決議によって変更することができる。 

 

附 則 

この共済規程の運用については、平成２５年１２月２日から施行する。 

附 則 

 この共済規程の運用については、平成２６年４月１日から施行する。 

95



附 則 

 この共済規程の運用については、平成２６年８月１日から施行する。 

附 則 

 この共済規程の運用については、平成２８年３月９日から施行する。 

附 則 

この共済規程の運用については、平成２９年４月１日から施行する。 
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一般財団法人神奈川県立高等学校安全振興会 

義歯見舞金審査委員会に関する規程 

 

（設置） 

第１条 一般財団法人神奈川県立高等学校安全振興会の義歯見舞金給付の可否を適正に審査する

ため、義歯見舞金審査委員会を置く。 

 

（所掌事務） 

第２条 義歯見舞金審査委員会は、義歯見舞金申請の際に添付される「歯科補綴報告書」により、

義歯見舞金給付の可否について審査する。 

 

（組織等） 

第３条 義歯見舞金審査委員会は、公益社団法人神奈川県歯科医師会が推薦する歯科医師を含め、

３名以内とする。 

 

（義歯見舞金審査委員の決定） 

第４条 理事会にて義歯見舞金審査委員を決定し理事長が委嘱する。 

   

（会議） 

第５条 義歯見舞金審査委員会は、理事長が必要に応じて招集する。 

 

（守秘義務） 

第６条 義歯見舞金審査委員会の委員は、職務上知り得た情報を漏らしてはならない。その職を

退いた後も同様とする。 

 

（報酬等） 

第７条 義歯見舞金審査委員は無報酬とし、当法人の旅費等に関する内規により費用を弁償する。 

 

（事務局） 

第８条 義歯見舞金審査委員会の事務局は、当法人に置く。 

 

（改廃） 

第９条 この規程の改廃は、理事会の決議を経て行う。 

 

附 則  

この規程は、平成２６年８月１日より施行する。 

附 則 

この規程は、平成２９年４月１日より施行する。 

附 則 

この規程は、令和３年７月１５日より施行する。 
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一般財団法人神奈川県立高等学校安全振興会 

修学奨励金給付基準 

 

第１章 総  則 

 （趣旨） 

第１条 この基準は、運営規則第１５条の規定に基づき、必要な事項を定めるものとする。 

 

 （奨励生の資格） 

第２条 運営規則第１５条第１項１号に係る対象者は、次の各号に定める者とする。 

 （１）生活保護法（平成２５年法律第１４４号）に基づく保護を受けている者 

（２）生活保護法に基づく保護を受けている者に準ずる者で、地方税法の規定により市町村民税の

所得割を納付していない者 

（３）児童福祉法に基づく措置を受け、児童福祉施設に入所している者等 

 

 （奨励金の給付期間、金額及び採用人員） 

第３条 修学奨励金（以下「奨励金」という。）を給付する期間は、採用年度限りとする。ただし、

次年度の採用を妨げない。 

２ 前項の期間中に給付する奨励金の額は、月額６,０００円とする。 

３  奨励生の採用人員は、当該年度の予算の範囲内とする。 

 

   第２章 奨励生の採用と奨励金の交付 

 （奨励生の推薦） 

第４条 校長は、校内の奨励生志望者で運営規則第１５条第１項第１号若しくは第２号に該当する

者の中から奨励生に推薦する志望者を選考するものとする。 

２ 奨励生推薦人数は、各県立学校の全日制、定時制、通信制の各課程、中等教育学校につき各１

名とする。 

 

 （奨励生願書及び奨励生推薦書の提出） 

第５条 各学校で奨励生に推薦された志望者は、奨励生願書に、校長の推薦書を添えて当法人に提

出するものとする。 

 

 （奨励生の選考） 

第６条 奨励生の選考は、理事会が行い、その結果を校長を経て志望者に通知する。 

 

 （奨励金の交付） 

第７条 奨励金は、年２回に交付するものとする。ただし、特別の事情があるときは、その限りで

はない。 

２  奨励金の交付は、奨励生宛行う。 
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 （異動届け出） 

第８条 会員は奨励生に、次の各号の一に該当することがあったときは､そのつど､校長を経て、た

だちに届け出なければならない。 

 （１）休学・復学・転学又は退学したとき 

 （２）停学その他の処分を受けたとき 

 （３）本人、又は保護者の氏名・住所の他、重要事項に変更があったとき 

 

（奨励金の休止及び停止） 

第９条 奨励生が休学し、又は長期にわたって欠席したときは、校長の意見を徴して奨励金の交付

を休止し、又は学業あるいは性行などの状況により指導上必要があると認めたときは、奨励金の

交付を停止することがある。 

 

 （奨励金の復活） 

第１０条 前条の規定により、奨励金の交付を休止、又は停止された者が、その事由が止んで、校

長を経て願い出たときは、奨励金の交付を復活することがある。 

   

 （奨励金の廃止） 

第１１条 奨励生が、次の各号の一に該当すると認めるときは、校長の意見を徴して奨励金の交付

を廃止する。 

 （１）傷痍、疾病などのため、成業の見込みがなくなったとき  

 （２）奨励金を必要としない事由が生じたとき 

 （３）奨励生として適当でない事実があったとき 

 （４）その他第２条に規定する奨励生としての資格を失ったとき 

 

 （奨励金の辞退） 

第１２条 奨励生は、何時でも校長を経て、奨励金の辞退を申し出ることができる。 

 

   第３章 基準の改廃 

（改廃） 

第１３条 この基準の改廃は、理事会の決議を経て行う。 

 

   第４章 補  則 

 （実施細目） 

第１４条 この基準の実施について必要な事項は、理事会が別に定める。 

   

   附 則 

 この基準は、平成２５年１２月２日から施行する。 

   附 則 

 この基準は、平成２７年４月１日から施行する。 

附 則 

この基準は、平成２９年４月１日から施行する。 
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附 則 

この基準は、平成３１年４月１日から施行する。 

附 則 

この基準は、令和３年４月１日から施行する。 
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役 職 役 職

理 事 長 学識経験者・元高P連会長 理 事 長 学識経験者・元高P連総務

常務理事 ◎学識経験者・元校長会会長 常務理事 ◎学識経験者・元校長会会長

〃 ◎学識経験者・校長会会長 〃 ◎学識経験者・元校長会会長

〃 ◎学識経験者・元高P連総務 〃 ◎学識経験者・元高P連副会長

理 事 ◎高P連会長 理 事 ◎高P連会長

〃 ◎高P連副会長 〃 ◎高P連副会長

〃 ◎校長会会長 〃 ◎校長会会長

〃 ◎校長会副会長 〃 ◎校長会副会長

〃 学識経験者・保健体育課長 〃 学識経験者・保健体育課長

〃 学識経験者・元高P連副会長 〃 学識経験者・元高P連副会長

〃 学識経験者・元高P連会計 〃 学識経験者・元高P連OB

〃 学識経験者・元校長会副会長 〃 学識経験者・元校長会OB

〃 学識経験者・元校長会会長 〃 学識経験者・前校長会OB

監 事 高P連副会長 監 事 高P連副会長

〃 校長会会計 〃 校長会副会長

〃 学識経験者・前高P連副会長 〃 学識経験者・高P連役員経験者

氏　名 備　　考 氏　名 備　　考

渡 邉 努
校長会横浜北地
区会長

佐 藤 宏 継
校長会横浜北地
区会長

本 木 幹 雄
校長会横浜中地
区会長

荒 蒔 治 夫
校長会横浜中地
区会長

出 川 清 一
校長会横浜南地
区会長

細 川 秀 夫
校長会横浜南地
区会長

金 箱 一 幸
校長会川崎地区
会長

石 塚 昭 司
校長会川崎地区
会長

新 井 由 紀 男
校長会横三地区
会長

萬 俵 好 明
校長会横三地区
会長

坂 裕 之
校長会鎌湘地区
会長

坂 裕 之
校長会鎌湘地区
会長

稲 木 俊 雄
校長会平秦地区
会長

鈴 木 賢
校長会平秦地区
会長

高 橋 悟
校長会県西地区
会長

阿 部 幸 栄
校長会県西地区
会長

平 光 愼 思 郎
校長会県央地区
会長

松 井 和 彦
校長会県央地区
会長

塩 谷 和 雄
校長会相模原地
区会長

塩 谷 和 雄
校長会相模原地
区会長

瀬 戸 茂
学識経験者(高P
連OB)

瀬 戸 茂
学識経験者(高P
連OB)

中 野 順 子
学識経験者(高P
連OB)

中 野 順 子
学識経験者(高P
連OB)

田 島 幸 子
学識経験者(高P
連OB)

田 島 幸 子
学識経験者(高P
連OB)

渡 辺 克 巳
学識経験者(校長
会OB)

伊 藤 伸 子
学識経験者(校長
会OB)

折 目 征 己
学識経験者(校長
会OB)

折 目 征 己
学識経験者(校長
会OB)

伊 藤 清 春
◎校長会OＢ(高
Ｐ連事務局長)

羽 生 晴 男
◎校長会OＢ(高
Ｐ連事務局長)

岩 澤 正 己
保健体育課副課
長

清 水 滋
保健体育課副課
長

局　長- 早野　通哲 局　長- 村田　彰夫 H23.4.1～6.12
主　事- 後久　栄子 ～H21.6.30 早野　通哲 H23.6.13～

疋田　聖子 主　事- 浅川　秀子
浅川　秀子 H22.7.1～ 疋田　聖子

非常勤- 高橋　愛子 非常勤- 高橋　愛子

第７章　歴代役員等一覧（平成22年度～令和3年度）

事務局 事務局

平成22年度

氏 名 備 考

諸 星 照 美

疋 田 武 夫

蔦 澤 元 晴

相 馬 孝 雄

渋 谷 忠 宏

八 木 猛

堀 英 雄

阿 部 枝 里

岡 崎 珠 苗

團 野 勝 美

原 嶋 繁

田 代 幸

鈴 木 彰

諏 訪 部 泰 樹

小 野 力

渡辺 達夫 高P連副会長

木下 紀美 高P連総務

松田 絵里 高P連総務

冠 孝 昭

評　　議　　員
氏　名 備　　考

栁川 秀史 ◎高P連副会長

鈴木 由香
高P連横浜中地
区理事

齋藤 典子
高P連横浜南地
区理事

安達 秀子
高P連川崎地区
理事

横山 聖子 高P連総務

平賀美奈子 高P連会計

山本美奈子
高P連横浜北地
区理事

清水 泰成
高P連県央地区
理事

赤松 伸一
高P連相模原地
区理事

川島 星美
高P連横三地区
理事

阪井祐貴子
高P連湘鎌地区
理事

山田 孝雄
高P連中地区理
事

赤 松 伸 一

川 井 陽 一

諏 訪 部 泰 樹

小 野 力

倉 金 榮

渡 辺 達 夫

理事13名(常務理事3名)　監事3名　評議員34名

平成23年度  H23.4.1～H24.2.28

氏 名 備 考

團 野 勝 美

蔦 澤 元 晴

堀 英 雄

相 馬 孝 雄

栁 川 秀 史

安西 里枝
高P連県専門教
育部会理事

審査委員会 議長 諸星照美　審査委員他 ◎9名

作文コンクール選考委員

委 員 長 畠山　利子
副委員長 野村　武
委　　員 山口　健一・伊藤　伸子
　　　　 岩壁　清吉・吉岡謙二郎

山口 敏雄
高P連県西地区
理事

氏　名 備　　考

木 下 紀 美 ◎高P連副会長

清 水 泰 成 高P連副会長

村 田 彰 夫

佐 々 木 悦 子

田 代 幸

小 泉 力 也

石 井 京 子

評　　議　　員

平 賀 美 奈 子 高P連会計

千 田 英 嗣
高P連横浜北地
区理事

熊 谷 清 世 美
高P連横浜中地
区理事

山 本 美 奈 子 高P連総務

安 達 秀 子 高P連総務

阪 井 祐 貴 子 高P連総務

（一般財団法人への移行期間前期）

審査委員会 議長 團野 勝美　審査委員 ◎9名

作文コンクール選考委員

委 員 長 野村 武
副委員長 山口 健一
委　　員 伊藤 伸子・岩壁　清吉
　　　　 吉岡謙二郎･王尾冨美子

理事13名(常務理事3名) 監事3名　評議員34名

小 川 陽 子
高P連県央地区
理事

勝 又 修
高P連相模原地
区理事

藤 田 悦 子
高P連県専門教
育部会理事

原 田 伴 子
高P連湘鎌地区
理事

鈴 木 一 春
高P連中地区理
事

三 井 正 志
高P連県西地区
理事

佐 藤 則 之
高P連横浜南地
区理事

小 野 寺 善 平
高P連川崎地区
理事

中 尾 洋 子
高P連横三地区
理事

101



役 職 役 職
評議員 評議員

〃 〃
〃 〃
〃 〃
〃 〃
〃 〃
〃 〃
〃 〃
〃 〃
〃 〃
〃 〃

理 事 長 学識経験者・元高P連総務 〃
常務理事 ◎学識経験者・元校長会会長 理 事 長 学識経験者・元高P連総務

〃 ◎学識経験者・元校長会会長 常務理事 学識経験者・元校長会会長
〃 ◎学識経験者・元高P連副会長 〃 学識経験者・元校長会会長

理 事 ◎高P連会長 〃 学識経験者・元高P連副会長
〃 ◎校長会会長 理 事 高P連会長
〃 学識経験者・元高P連副会長 〃 校長会会長
〃 学識経験者(校長会OB) 〃 学識経験者・元高P連副会長

監 事 高P連副会長 〃 学識経験者(校長会OB)
〃 校長会副会長 監 事 高P連副会長
〃 学識経験者・高P連役員経験者 〃 校長会副会長

〃 学識経験者・高P連役員経験者

事務局 局　長- 早野　通哲 事務局 局　長- 横山　恵子 H24.4.1～
主　事- 浅川　秀子 法人移行担当- 早野　通哲

疋田　聖子 主　事- 浅川　秀子

非常勤- 高橋　愛子 ～H23.3.31 疋田　聖子

役 職 役 職
評議員 高P連副会長 評議員

〃 高P連副会長 〃
〃 高P連副会長 〃
〃 学識経験者(高P連OB) 〃
〃 学識経験者(高P連OB) 〃
〃 学識経験者(高P連OB) 〃
〃 学識経験者(高P連OB) 〃
〃 校長会副会長 〃
〃 学識経験者(校長会OB) 〃
〃 学識経験者(校長会OB) 〃
〃 学識経験者(校長会OB) 〃
〃 学識経験者(校長会OB) 〃

理 事 長 学識経験者・元高P連総務 理 事 長 学識経験者・元高P連総務
常務理事 学識経験者・元校長会会長 常務理事 学識経験者・元校長会会長

〃 学識経験者・元校長会会長 〃 学識経験者・元校長会会長
〃 学識経験者・元高P連副会長 〃 学識経験者・元高P連副会長

理 事 高P連会長 理 事 高P連会長
〃 校長会会長 〃 校長会会長
〃 学識経験者・元高P連副会長 〃 学識経験者・元高P連副会長
〃 学識経験者(校長会OB) 〃 学識経験者(校長会OB)

監 事 高P連副会長 監 事 高P連副会長
〃 校長会副会長 〃 校長会副会長
〃 学識経験者・高P連役員経験者 〃 学識経験者・高P連役員経験者

事務局 局　長- 横山　恵子 事務局 局　長- 横山　恵子

法人移行担当- 早野　通哲 ～H25.11.28 主　事- 浅川　秀子
主　事- 浅川　秀子 疋田　聖子

疋田　聖子

評議員12名 理事8名(常務理事3名) 監事3名　 評議員12名 理事8名(常務理事3名)　監事3名

渡 辺 英 司

小 泉 力 也
倉 金 榮

相 馬 孝 雄

木 下 紀 美

作文コンクール選考委員

委 員 長  岩壁　清吉
副委員長　吉岡謙二郎
委　　員 王尾冨美子・桐野 輝久
　　　　 萬俵　好明・宮代　哲彦

小 川 陽 子
時 乗 洋 昭

栁 川 秀 史
早 野 通 哲

松 本 一 彦

堀 英 雄

中 田 正 敏 学識経験者(校長会OB)

審査委員会 議長　團野 勝美　　審査委員 ◎８名

大 石 幸 和 高P連副会長

平成26年度
氏 名 備 考

亀 井 泰 人 高P連副会長

田 代 幸 早 野 通 哲

作文コンクール選考委員

委 員 長  野村　　武
副委員長　山口　健一
委　　員 伊藤伸子・岩壁　清吉
　　　　 吉岡謙二郎・王尾冨美子

作文コンクール選考委員

委 員 長  山口　健一
副委員長　伊藤　伸子
委　　員 岩壁　清吉・吉岡謙二郎
　　　　 王尾冨美子･桐野輝久

石 井 京 子

倉 金 榮 小 泉 力 也

小 泉 力 也 木 下 紀 美

佐 々 木 靖 高P連副会長

田 島 幸 子

栁 川 秀 史 相 馬 孝 雄

佐 々 木 悦 子 倉 金 榮

学識経験者(高P連OB)
瀬 戸 茂 学識経験者(高P連OB)

田 代 幸

堀 英 雄 蔦 澤 元 晴

川 井 陽 一 栁 川 秀 史

学識経験者(高P連OB)
渡 辺 達 夫 学識経験者(高P連OB)

蔦 澤 元 晴 團 野 勝 美

相 馬 孝 雄 堀 英 雄

疋 田 武 夫 学識経験者(校長会OB)
川 上 信 昭 校長会副会長

佐 々 木 悦 子 学識経験者(校長会OB)

團 野 勝 美 中 田 正 敏 学識経験者(校長会OB)
羽 生 晴 男 ◎校長会OＢ(高Ｐ連事務局長) 佐 々 木 悦 子 学識経験者(校長会OB)

伊 藤 伸 子 学識経験者(校長会OB)

伊 藤 伸 子 学識経験者(校長会OB) 伊 藤 伸 子 学識経験者(校長会OB)

平成25年度

評議員11名 理事8名(常務理事3名) 監事3名 評議員12名 理事8名(常務理事3名) 監事3名

石 井 京 子 小 野 力

疋 田 武 夫 学識経験者(校長会OB) 疋 田 武 夫 学識経験者(校長会OB)

田 代 幸
羽入田 眞一
疋 田 武 夫

荒 木 高 司 校長会副会長 荒 木 高 司 校長会副会長

田 島 幸 子 学識経験者(高P連OB) 渡 辺 達 夫 学識経験者(高P連OB)
渡 辺 達 夫 学識経験者(高P連OB) 田 代 幸 学識経験者(高P連OB)

赤 松 伸 一 ◎高P連副会長 安 達 秀 子 高P連副会長
瀬 戸 茂 学識経験者(高P連OB) 瀬 戸 茂 学識経験者(高P連OB)

氏 名 備 考 氏 名 備 考
木 下 紀 美 ◎高P連副会長 清 水 泰 成 高P連副会長
清 水 泰 成 高P連副会長 赤 松 伸 一

平成24年度

高P連副会長

田 島 幸 子 学識経験者(高P連OB)

平成23年度  H24.3.1～H24.6.21
(一般財団法人への移行期間後期）

氏 名 備 考
小野寺 善平
小 川 陽 子
佐 々 木 靖
瀬 戸 茂
田 島 幸 子
渡 辺 達 夫

中 野 順 子 学識経験者(高P連OB)

栁 川 秀 史
早 野 通 哲
清 水 泰 成
小 野 力
木 下 紀 美

作文コンクール選考委員

委 員 長  伊藤　伸子
副委員長　岩壁　清吉
委　　員 吉岡謙二郎・王尾冨美子
　　　　 桐野 輝久・萬俵　好明

伊 藤 伸 子
佐 々 木 悦 子
中 田 正 敏
相 馬 孝 雄
堀 英 雄
小 泉 力 也
倉 金 榮
安 達 秀 子
荒 木 高 司
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役 職 役 職
顧問 顧問

評議員 評議員
〃 〃
〃 〃
〃 〃
〃 〃
〃 〃
〃 〃
〃 〃
〃 〃
〃 〃
〃 〃

理 事 長 学識経験者(高P連OB) 理 事 長 学識経験者(高P連OB)
常務理事 学識経験者(校長会OB) 常務理事 学識経験者(校長会OB)

〃 学識経験者(校長会OB) 〃 学識経験者(校長会OB)
〃 学識経験者(高P連OB) 〃 学識経験者(高P連OB)

理 事 高P連会長 理 事 高P連会長
〃 校長会会長 〃 校長会会長
〃 学識経験者(高P連OB) 〃 学識経験者(高P連OB)
〃 学識経験者(校長会OB) 〃 学識経験者(校長会OB)

監 事 高P連副会長 監 事 高P連副会長
〃 校長会副会長 〃 校長会副会長
〃 学識経験者(高P連OB) 〃 学識経験者(高P連OB)

事務局 局　長- 関　明 事務局 局　長- 関　明
横山　恵子 ～H27.6.30 主　事- 浅川　秀子

主　事- 浅川　秀子 疋田　聖子

疋田　聖子

役 職 役 職
顧問 評議員

評議員 〃
〃 〃
〃 〃
〃 〃
〃 〃
〃 〃
〃 〃
〃 〃
〃 〃
〃 〃
〃 理 事 長 学識経験者(高P連OB)

理 事 長 学識経験者(高P連OB) 常務理事 学識経験者(校長会OB)
常務理事 学識経験者(校長会OB) 〃 学識経験者(校長会OB)

〃 学識経験者(校長会OB) 〃 学識経験者(高P連OB)
〃 学識経験者(高P連OB) 理 事 高P連会長

理 事 高P連会長 〃 校長会会長
〃 校長会会長 〃 学識経験者(高P連OB)
〃 学識経験者(高P連OB) 〃 学識経験者(校長会OB)
〃 学識経験者(校長会OB) 監 事 高P連副会長

監 事 高P連副会長 〃 校長会副会長
〃 校長会副会長 〃 学識経験者(高P連OB)
〃 学識経験者(高P連OB)

事務局 局　長- 関　明

事務局 局　長- 関　明 主　事- 浅川　秀子

主　事- 浅川　秀子 疋田　聖子
疋田　聖子

評議員11名　理事8名(常務理事3名)　監事3名

大 石 幸 和 久 保 田 啓 一
反 町 聡 之 松 下 孝

渡 辺 英 司 勝 又 修
勝 又 修 中 野 真 衣 子

栁 川 秀 史 荒 木 高 司

作文コンクール選考委員

委 員 長  萬俵　好明
副委員長　宮代　哲彦
委　　員  萩元　幸治・井上　譲
          髙梨　智・清野　史康

中 野 真 衣 子 林 忠
林 忠 北 村 桃 子

松 下 孝 小 宮 龍 一
小 宮 龍 一 長 俊 介

荒 木 高 司 渡 辺 英 司

小 野 力 栁 川 秀 史学識経験者(校長会OB)

岡 崎 珠 苗

氏 名 備 考
相 馬 孝 雄 学識経験者・高P連OB(全国会長) 位 田 明 生 高P連副会長

平成29年度 平成30年度
氏 名 備 考

葛 山 聡 高P連副会長
山 下 純 夫

渡 辺 英 司 渡 辺 英 司

北 村 桃 子

作文コンクール選考委員

委 員 長  桐野 輝久
副委員長　萬俵　好明
委　　員 宮代　哲彦・萩元　幸治
　　　 　井上　譲・髙梨　智

顧問1名　評議員11名　理事8名(常務理事3名)　監事3名　

作文コンクール選考委員

委 員 長  吉岡謙二郎
副委員長　王尾冨美子
委　　員 桐野 輝久・萬俵　好明
　　　　 宮代　哲彦・萩元　幸治

作文コンクール選考委員

委 員 長  王尾冨美子
副委員長　桐野 輝久
委　　員  萬俵 好明・宮代 哲彦
　　　　　萩元 幸治・井上 譲

川 口 吉 秋 市 川 陽 一

中 野 真 衣 子 中 野 真 衣 子

平 賀 美 奈 子 平 賀 美 奈 子

高P連副会長 馬 場 大 雄 高P連副会長
位 田 明 生 高P連副会長

木 下 紀 美 学識経験者(高P連OB)

栁 川 秀 史 栁 川 秀 史

赤 松 伸 一 赤 松 伸 一

木 下 紀 美 学識経験者(高P連OB) 清 水 泰 成 学識経験者(高P連OB)
馬 場 大 雄 高P連副会長

赤 松 伸 一 学識経験者(高P連OB)

小 泉 力 也 小 泉 力 也

松 本 一 彦 大 石 幸 和

赤 松 伸 一 学識経験者(高P連OB) 市 川 道 伸 校長会副会長
清 水 泰 成 学識経験者(高P連OB)

堀 英 雄 学識経験者(校長会OB)

倉 金 榮 倉 金 榮

荒 木 高 司 荒 木 高 司

蔦 澤 元 晴 学識経験者(校長会OB) 小 泉 力 也 学識経験者(校長会OB)
那 須 野 教 校長会副会長

学識経験者(校長会OB)

中 田 正 敏
岡 崎 珠 苗 学識経験者(校長会OB)

学識経験者(校長会OB) 小 野 力 学識経験者(校長会OB)

岡 崎 珠 苗 学識経験者(校長会OB) 小 野 力 学識経験者(校長会OB)
堀 英 雄 学識経験者(校長会OB)

堀 英 雄 学識経験者(校長会OB)
岡 崎 珠 苗 学識経験者(校長会OB)

顧問1名　　評議員11名 理事8名(常務理事3名) 監事3名 顧問1名　評議員11名 理事8名(常務理事3名) 監事3名

伊 東 由 美 伊 東 由 美

蔦 澤 元 晴 学識経験者(校長会OB)蔦 澤 元 晴 学識経験者(校長会OB)
堀 英 雄 学識経験者(校長会OB)

学識経験者(高P連OB)
佐 藤 到 校長会副会長佐 藤 到 校長会副会長

勝 又 修 学識経験者(高P連OB)
松 下 孝 学識経験者(高P連OB)松 下 孝

小 野 寺 善 平 高P連副会長
鈴 木 秀 幸 高P連副会長吾 妻 里 美 高P連総務･ 健全育成委員会委員長
木 下 紀 美

氏 名 備 考
相 馬 孝 雄 学識経験者・高P連OB(全国会長)相 馬 孝 雄 学識経験者・高P連OB(全国会長)
亀 井 泰 人 高P連副会長

学識経験者(高P連OB)

平成27年度 平成28年度
氏 名 備 考

大 石 幸 和 高P連副会長
静 井 こ ず 高P連副会長

学識経験者(高P連OB)木 下 紀 美 学識経験者(高P連OB)
勝 又 修
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役 職 役 職
評議員 評議員

〃 〃
〃 〃
〃 〃
〃 〃
〃 〃
〃 〃
〃 〃
〃 〃
〃 〃
〃 理 事 長 学識経験者（高P連OB）

理 事 長 学識経験者（高P連OB） 常務理事 学識経験者（校長会OB)
常務理事 学識経験者（校長会OB) 〃 学識経験者（校長会OB)

〃 学識経験者（校長会OB) 〃 学識経験者（高P連OB）
〃 学識経験者（高P連OB） 理 事 高P連会長

理 事 高P連会長 〃 校長会会長
〃 校長会会長 〃 学識経験者（高P連OB）
〃 学識経験者（高P連OB） 〃 学識経験者（校長会OB)
〃 学識経験者（校長会OB) 監 事 高P連総務

監 事 高P連副会長 〃 校長会副会長
〃 校長会副会長 〃 学識経験者（高P連OB）
〃 学識経験者（高P連OB）

事務局 局　長- 関　明 事務局 局　長- 髙尾　成弘

主　事- 浅川　秀子 主　事- 関　明 ～R2.6.30
疋田　聖子 浅川　秀子

疋田　聖子

役 職
評議員

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

理 事 長 学識経験者（高P連OB)
常務理事 学識経験者（校長会OB)

〃 学識経験者（校長会OB)
〃 学識経験者（高P連OB)

理 事 高P連会長
〃 校長会会長
〃 学識経験者（高P連OB)
〃 学識経験者（校長会OB)

監 事 高P連副会長
〃 校長会副会長　※吉は土に口
〃 学識経験者（高P連OB)

事務局 局　長- 髙尾　成弘

主　事- 齋藤　秀子

疋田　聖子

作文コンクール選考委員

委 員 長  萩元　幸治
副委員長　井上　譲
委　　員  髙梨　智・清野　史康
          米山　謙・程島　宏美

田 中 玲
熊 坂 和 也
中 野 真 衣

評議員10名　理事8名(常務理事3名)　監事3名

小 宮 龍 一
松 下 孝
米 山 賢
井 坂 秀 一
赤 松 伸 一
反 町 聡 之

荒 木 高 司 学識経験者（校長会OB)
那 須 野 教 学識経験者（校長会OB)
勝 又 修
渡 辺 英 司

亀 井 泰 人 学識経験者（高P連OB）
平 松 和 夫 校長会副会長
小 泉 力 也 学識経験者（校長会OB)

高P連会計
鈴 木 ゆ か 高P連副会長
木 下 紀 美 学識経験者（高P連OB）
相 馬 孝 雄 学識経験者（高P連OB）

令和2年度
氏 名 備 考

石 倉 保 男 高P連副会長
馬 場 大 雄

作文コンクール選考委員

委 員 長  宮代　哲彦
副委員長　萩元　幸治
委　　員  井上　譲・髙梨　智
          清野　史康・米山　謙

吉 川 亮

佐 藤 理 恵

田 中 玲

評議員11名　理事8名(常務理事3名)　監事3名

委 員 長  井上　譲
副委員長　髙梨　智
委　　員  清野　史康・米山　謙
          程島　宏美・平松和夫

作文コンクール選考委員

勝 又 修

林 忠

赤 松 伸 一

中 野 真 衣

林 忠

井 坂 秀 一

中 野 真 衣

米 山 賢

反 町 聡 之

赤 松 伸 一

小 宮 龍 一

小 宮 龍 一

反 町 聡 之

井 坂 秀 一

松 下 孝

渡 辺 英 司

松 下 孝

渡 辺 英 司 学識経験者（校長会OB)

勝 又 修

那 須 野 教 学識経験者（校長会OB)

学識経験者（校長会OB)小 野 力

    評議員11名　理事8名(常務理事3名)　監事3名　

静 井 こ ず

荒 木 高 司

荒 木 高 司 学識経験者（校長会OB)

那 須 野 教 学識経験者（校長会OB)

小 泉 力 也 学識経験者（校長会OB)

学識経験者（校長会OB)

佐 野 朗 子 校長会副会長

田 川 聖

小 泉 力 也

亀 井 泰 人

学識経験者（校長会OB)

亀 井 泰 人 学識経験者（高P連OB）

佐 野 朗 子 校長会副会長

相 馬 孝 雄 学識経験者（高P連OB）

学識経験者（高P連OB）

木 下 紀 美 学識経験者（高P連OB）
高P連副会長

木 下 紀 美 学識経験者（高P連OB）

廣 間 亜 紀 高P連副会長

高P連総務

佐 々 木 智 高P連副会長
氏 名 備 考

石 倉 保 男 高P連副会長
馬 場 大 雄

令和元(平成31)年度

令和3年度

氏 名 備 考

高P連副会長
米 山 賢

学識経験者（高P連OB）相 馬 孝 雄
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歴　代　役　員　職　員　等　一　覧　表

氏　　　　名 備 考
H
22 23 24.3 24 25 26 27 28 29 30

H31
R1 R2 R3 年数

倉金　榮 高P連 理 理 理 常 常 長 長 11

諸星　照美 高P連 長 9

相馬　孝雄 高P連 理 常 常 常 長 長 顧 顧 顧 評 評 評 17

佐々木　悦子 県教委 理 理 評 評 評 8

疋田　武夫 校長会 常 評 評 評 評 10

八木　猛 校長会 理 5

團野　勝美 高P連 常 長 長 長 8

早野　通哲 校長会 事 事 理 理 理 10

伊藤　伸子 校長会 評 評 評 評 5

蔦澤　元晴 校長会 常 常 常 常 評 評 評 8

渋谷　忠宏 高P連 理 4

田島　幸子 高P連 評 評 評 評 5

冠　孝昭 高P連 監 3

堀　英雄 校長会 理 常 常 常 常 常 評 評 評 評 11

諏訪部　泰樹 校長会 理 理 4

阿部　枝里 高P連 監 3

疋田　聖子 事務局 主 主 主 主 主 主 主 主 主 主 主 主 14

原嶋　繁 高P連 理 2

鈴木　彰 校長会 理 2

後久　栄子 事務局 主 2

田代　幸 高P連 理 監 監 評 評 評 5

小野　力 県教委 理 理 監 監 評 評 評 評 8

岡崎　珠苗 校長会 監 評 評 評 評 5

齋藤　秀子 事務局 主 主 主 主 主 主 主 主 主 主 主 主 12

栁川　秀史 高P連 理 理 理 理 理 常 常 長 長 8

赤松　伸一 高P連 理 評 評 理 理 評 評 理 理 常 9

川井　陽一 校長会 理 理 1

渡辺　達夫 高P連 理 評 評 評 評 4

村田 彰夫 校長会 理 1

小泉　力也 校長会 監 監 理 常 常 常 常 評 評 評 評 10

石井　京子 高P連 監 監 監 2

木下　紀美 高P連 評 監 監 監 評 評 評 評 評 評 評 10

中野　順子 高P連 評 1

清水　泰成 高P連 評 評 監 評 評 4

瀬戸　茂 高P連 評 評 評 評 3

荒木　高司 校長会 評 評 理 常 常 常 常 評 評 評 10

安達　秀子 高P連 評 評 理 2

羽生　晴男 校長会 評 1

中田　正敏 校長会 評 評 評 評 4

横山　恵子 校長会 事 事 事 主 4

小野寺 善平 高P連 評 評 2

小川　陽子 高P連 評 監 2

佐々木　靖 高P連 評 評 2

羽入田 眞一 校長会 評 1

大石　幸和 高P連 評 評 評 理 4

亀井　泰人 高P連 評 評 評 評 評 5

川上　信昭 校長会 評 1

松本　一彦 高P連 理 理 2

渡辺　英司 校長会 理 理 理 常 常 常 常 評 8

時乗　洋昭 校長会 監 1

関　明 校長会 事 事 事 事 事 主 6

勝又　修 高P連 評 評 常 常 長 長 監 7

松下　孝 高P連 評 評 理 理 常 常 長 7
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氏　　　　名 備 考
H
22 23 24.3 24 25 26 27 28 29 30

H31
R1 R2 R3 年数

中野　真衣子 高P連 監 監 監 理 理 監 理 7

佐藤　到 校長会 評 評 2

伊東　由美 校長会 監 監 2

平賀　美奈子 高P連 監 監 2

吾妻　里美 高P連 評 1

川口　吉秋 校長会 理 1

静井　こずえ 高P連 評 監 2

鈴木　秀幸 高P連 評 1

市川　陽一 校長会 理 1

位田　明生 高P連 評 評 2

山下　純夫 高P連 評 1

馬場　大雄 高P連 評 評 評 評 4

那須野　教恵 校長会 評 評 評 評 4

反町　聡之 校長会 理 理 理 常 4

小宮　龍一 校長会 理 理 常 常 常 5

林　忠 校長会 監 監 監 理 4

北村　桃子 高P連 監 監 2

葛山　聡 高P連 評 1

市川　道伸 校長会 評 1

久保田　啓一 校長会 理 1

長　俊介 高P連 監 1

石倉　保男 高P連 評 評 2

米山　賢 高P連 評 理 理 3

佐野　朗子 校長会 評 評 2

井坂　秀一 校長会 理 理 理 3

佐藤　理恵 高P連 監 1

髙尾　成弘 校長会 事 事 2

田中　玲 高P連 監 監 2

熊坂　和也 高P連 監 1

鈴木　ゆかり 高P連 評 1

平松 和夫 校長会 評 1

佐々木　智央 高P連 評 1

廣間　亜紀 高P連 評 1

田川　聖 高P連 評 1

吉川　亮　※吉は土に口校長会 監 1

◎ H24.3.1～H24.6.21  は財団法人から一般財団法人への移行期間
　評：評議員、長：理事長、常：常務理事、理：理事
　事：事務局長、主：事務局主事
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●●●安全推進月間・作文募集ポスター●●●
上（平成22年度）
下（平成23年度）
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●●●安全推進月間・作文募集ポスター●●●
上（平成24年度）
下（平成25年度）
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●●●安全推進月間・作文募集ポスター●●●
上（平成26年度）
下（平成27年度）
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●●●安全推進月間・作文募集ポスター●●●
上（平成28年度）
下（平成29年度）
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●●●安全推進月間・作文募集ポスター●●●
上（平成30年度）

下（令和元/平成31年度）
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●●●安全推進月間・作文募集ポスター●●●
上（令和2年度）
下（令和3年度）
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平成22年度高P連広報紙コンクール安全振興会特別賞受賞作品(県立横須賀高等学校PTA広報紙「横高PTA JOURNAL」NO.105) 

◆◆◆『安全振興会のご案内』表紙写真◆◆◆ 
上（平成23年度） 
下（平成24年度） 

 

平成23年度高P連広報紙コンクール安全振興会特別賞受賞作品（県立茅ケ崎北稜高等学校PTA広報紙NO.123） 
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平成24年度高P連広報紙コンクール安全振興会特別賞受賞作品（県立元石川高等学校PT A広報紙NO. 74） 

◆◆◆『安全振興会のご案内』表紙写真◆◆◆ 
上（平成25年度） 
下（平成26年度） 

 

平成25年度高P連広報紙コンクール安全振興会特別賞受賞作品（県立座間高等学校PTA広報紙｢ZAMAKO 第111号｣） 
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平成26年度高高P連広報紙コンクール安全振興会写真賞受賞作品（県立氷取沢高等学校PTA広報紙｢氷取沢 第64号｣） 

◆◆◆『安全振興会のご案内』表紙写真◆◆◆ 
上（平成27年度） 
下（平成28年度） 

 

平成27年度高P連広報紙コンクール安全振興会写真賞受賞作品（県立愛川高等学校PTA広報紙｢萌黄Vol.98｣） 
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平成28年度高P連広報紙コンクール安全振興会写真賞受賞作品（県立神奈川工業高等学校PTA広報紙168） 

◆◆◆『安全振興会のご案内』表紙写真◆◆◆ 
上（平成29年度） 
下（平成30年度） 

 

平成29年度高P連広報紙コンクール安全振興会写真賞受賞作品（県立藤沢総合高等学校PTA会報  第27号） 
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平成30年度高P連広報紙コンクール安全振興会写真賞受賞作品（県立生田東高等学校PTA広報紙｢生田東｣第108号） 

◆◆◆『安全振興会のご案内』表紙写真◆◆◆ 
上（2019年度） 

 下（令和2年度） 

 

令和元年度高P連広報紙コンクール安全振興会写真賞受賞作品（県立松陽高等学校P.T.A NEWS No.113） 
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令和2年度高P連広報紙コンクール安全振興会写真賞受賞作品(県立相模原弥栄高等学校 令和元年度PTA広報誌｢弥栄｣24号） 

◆◆◆『安全振興会のご案内』表紙写真◆◆◆ 
上（令和3年度） 
下（令和4年度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和3年度高P連広報紙コンクール安全振興会写真賞受賞作品(県立川和高等学校 令和3年度PTA広報誌「川和」第120号） 

151



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一般財団法人神奈川県立高等学校安全振興会 

創設四十周年記念誌 
                         

発行日  令和４年１月２０日   

発行所 一般財団法人神奈川県立高等学校安全振興会  

〒231-0023 横浜市中区山下町１番地  

 シルクセンター３２６号室  

TEL 045-274-8189   FAX 045-274-8190   

発行者 理 事 長 松 下  孝 

編集者 事務局長 髙尾 成弘 

                           主事 齋藤 秀子 

                           主事 疋田 聖子 

152


